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「にゃはは、情なさけないぜ……。一生の不覚ってやつだなぁ……」

　目の前の惨さん状じようを、俺おれは未いまだ現実として受け止められないでいた。

　──篁たかむら美み星ほし、通称ミホ姉ねえ。

　叔お母ばであり、俺がコーチを引き受けさせてもらっている慧けい心しん学がく園えん女子ミニバス部の顧こ問もん。

　物心つく前から君くん臨りんし続ける暴ぼう君くん。力の、畏い怖ふの象徴たる存在。

　そんなやつが憔しよう悴すいしきった顔に力ない笑えみを浮かべて、地べたにへたりこんでいるその光景は、何かの悪い冗じよう談だんとしか思えなかった。

「お、おい噓うそだろ……もう馬ば鹿かな真ま似ねはやめろって！　お前がそんな演技しても、全然笑えないからっ！」

　衝しよう動どうのまま、ガードレールに背中を預けて空を仰あおぐミホ姉の両肩を摑つかみ、懇こん願がんするように揺ゆすり上げるが、

「わりーな、昴すばる。私はもう……ダメかもしれない。……たのむ、置いてけ。せめてお前達だけでも…………ぐ」

　返ってくるのは途と切ぎれ途と切ぎれの台詞せりふのみ。それもついには苦く悶もんの表情と共にかすれて消えた。

　下腹部を自みずからの手で搔かきむしるようにしながら、ミホ姉は身体からだを震ふるわせる。

「なに、言ってんだよ……？」

　混乱が、脳をぐちゃぐちゃにかき回す。かつてどんな時でも弱音なんか絶対に漏もらさなかった叔母が見せる諦てい念ねんに、頰ほおが痛いほどにひきつる。

「お、おいてけるわけねーだろっ！　みーたん！　しっかりしろよみーたんっ！」

　肩を抱いたまま固まる俺。と、その手の上に、もう一つ小さな掌てのひらが重ねられた。

　横を向けば、栗くり色いろの長い髪を二つ結びにした少女が、傍かたわらで今にも泣き出しそうなほど瞳ひとみを潤うるませていた。

　慧心女子ミニバス部員、三み沢さわ真ま帆ほ。普段ふだんは快活を絵に描かいたようなムードメーカである彼女が、そんな面おも影かげを微み塵じんも感じさせないほど悲痛に眩くれた表情で、敬愛する担任教師を鼓こ舞ぶしようとする。

「真帆……。暗い顔すんなよ。お前がそんなんじゃあ、みんなも、沈んじゃうだろ。笑ってな……お願ねがい……だ………………から」

　ふっと一いつ瞬しゆん、ミホ姉は顔つきを緩ゆるめ、右手を伸ばす。その、震える指先が真帆の頰に届こうかという、直前。

「……みー、たん？」

　ばたりと、伸ばされた腕が地に墜おちる。そのままミホ姉は俺に全体重をあずけるようにして、眼を閉じ、首を垂たれた。

「み、ミホ姉……？　ミホ姉っ!?　おいっ、だから止やめろってそんな冗談っ！」

　ゆする。何度も肩をゆする。

　けれども、いくら叫びかけても。その瞳ひとみが再び開かれることは、もう、なかった。

「…………っ」

　俺おれも、真ま帆ほも。不安げに後ろから覗のぞき込んでいた他ほかの部員たちも、帯同していた幼なじみ、荻おぎ山やま葵あおいも。誰だれもが一いつ瞬しゆん、言葉を失い絶句し──




「ミホ姉ねえ─────────っ!?」




　──やがて異口同音にその名を叫び、深い森に慟どう哭こくを響ひびかせた……。





＊






　事の起こりを振り返るために、数十分ほど時を遡さかのぼる。

　七月二十三日。夏休みに突入して間もない土ど曜よう日び。子どもたち五人とミホ姉に俺、そして葵の計八人で構成される慧けい心しん学がく園えん女子バスケ部一行は、初の対外試合をメインイベントに据すえた練習合宿へと向かうべく、地元を遠く離はなれ県の郊外をマイクロバスで移動していた。

「ねーすばるんっ。あたしらの相手、そんなに強いの？　スズリダニジョガクエン！」

　運転手を除いた全員での車内トランプ大会をお開きにしてまもなく、真帆が上じよう機き嫌げんに一つ前の席からこちらを振り返って尋たずねる。

　私立硯すずり谷だに女じよ学がく園えん。それが、今回三泊四日でお世話になる相手校の名。

「うん。調しらべてみたけど、かなり強いみたいだよ。全ぜん寮りよう制せいの小中高一貫で女子校なのに、スポーツに力を入れている珍しい学校ってことで、全国的にも有名なんだって」

　脅おどしにならぬよう、さりとて刺し激げきは充分に伝わるよう。ニュアンスを微妙なさじ加減で調ちよう整せいして微笑ほほえみ混じりに伝えると、真帆は不敵に八や重え歯ばを覗かせ顔の前で両の拳こぶしを握ってみせる。よし、気合いは万全のようだな。

「ていうか、またそんな最近聞いたばかりみたいな言い方……。これ言うの二回目だけど、私らが中二の時も中三の時も、中総体女バスで全国行ったの硯谷でしょ。中二の時なんて一いつ緒しよに県の決勝見に行ったじゃない。ふ、二人ふたりで……。調べるまでもなく名前くらい覚えてなさいよ、もう」

　と、通路を挟んで真横の座席に腰掛けた葵が、キューティクル輝かがやく持ち前のポニーテールを手て櫛ぐしですきながら、じとりと横目で、そしてなぜか少し頰ほおを赤らめ俺をやんわりと責める。

　……うむ。どうも、そうらしいのだ。最初に指摘されたときはほとんど思い出せなかったが、確たしかによくよく考えてみればそんな記き憶おくがおぼろげに残ってるような気もする。

　いやはや、当時は敵対する男子部のデータ集めに躍やつ起きになっていたせいで女子バスケの校名まで覚えている余裕がなかったという言いい訳わけは有るにせよ、毎度のことながら自分の記き憶おく力りよくの危うさには感服の念を禁じ得ない。青魚とか、もっと摂せつ取しゆするようにした方が良いのかも。

「と、とにかくアレだ。それくらいの強きよう豪ごうだから、心してかからないとな！」

　葵あおいの糾きゆう弾だんから逃のがれるべく、声を張って誰だれにともなく宣言する。

「は、はいっ。がんばりますっ！」

「ふふ、まずは練習からだけどね」

「おー。練習も、がんばるぞ」

「相手のチームさんに、ご迷めい惑わくかけないようにしないとっ」

　すると、俺おれの隣となりに腰掛けた湊みなと智とも花かが大きな瞳ひとみを輝かがやかせて片結びにした髪を弾はずませ、葵の奥で永なが塚つか紗さ季きが穏おだやかに微笑しながら眼鏡めがねの位置を直す。さらに袴はかま田だひなたちゃんが返事と共に真後ろから俺の頭頂部へ顎あごを乗せ、ふわふわロングヘア攻こう撃げきを仕掛けてきたかと思えば、最後には香か椎しい愛あい莉りも真ま帆ほの隣となりで振り返り、わずかに切せつ羽ぱ詰つまったような面おも持もちで希け有うな長ちよう軀くをしゃんと伸ばしてみせてくれた（なお、どうでも良いことだが席順はここまでの道程で通算三回ほどシャッフルした）。

　皆が皆、希望とやる気で満みち溢あふれた表情。間近に迫った他校との交流・交戦に強く想おもいを馳はせている様よう子すだった。意気揚々なのは、真帆に限った話ではない。平和に流れる時の中で練習に明け暮れたここ一ひと月つき。その成果を、ぶつけてみたくてしょうがないのは誰だれにとっても同じだろう。

　うし、俺もコーチとして頑がん張ばらなくては。

「……あ、そうだトモ。昨日きのう撮とってもらった動画って今見られる？　練習前に、復習しておけると嬉うれしかったり」

「うん、携帯電話に入れっぱなしだよ！　ちょっと待ってねっ」

　部員たちに触発され、気合いを新たにしていると、思い出したように紗季が智花へ尋たずねる。

　動画とは恐らく、昨日の練習中ドリブルのフォーム確かく認にんのために録ろく画がしていたやつのことだろう。ふふ、熱ねつ心しんで頼もしい限りだ。

　ところでそういえば、一いつ緒しよに見せてもらったけど最新の機き種しゆってすごい綺き麗れいにムービー撮れるんだな。何かと便利そうなので、俺も機種変してみようか……。

　などと考えていた最中、智花が席を立ち、「昴すばるさん、ご、ごめんなさい！」と頭を下げつつ俺と前部座席の間に身体からだを滑り込ませる。網あみ棚だなに載せた鞄かばんの中から携帯を取り出すつもりらしい。それはもちろん構わないのだが、外の景け色しきはもはや深い緑みどりの中。硯すずり谷だに女じよ学がく園えんはだいぶ山奥に建てられているらしく、そこに至るまでの道も細く蛇だ行こうした急カーブ続きなのだった。

　だから、転ばないよう揺ゆれに気をつけて──

　──と、注意を喚起しようとした、まさにその瞬しゆん間かん。

「ふぇっ!?」

「おわわっ！　な、なんだっ？」

「おおおおおー？」

　バスが、突然の急ブレーキ。

　さしもの智とも花かですらこの不意打ちには反応できず、大きくバランスを崩くずして、こちらに向かって斜めに倒れ込んできてしまう。

「──っと！」

　が、間かん一いつ髪ぱつ。窓ガラスに頭から突っ込みかけた智花の腰に手を回し、すんでの所で抱き止めてやることに成功した。

「び、びっくりしたぁ……」

「みんな大丈夫!?　怪け我がはない!?」

　静止した車の中に、愛あい莉りの安あん堵どする声と紗さ季きの緊きん急きゆう確かく認にんが響ひびく。

「……ふう。危なかったな、智花」

「は、はい……。昴すばるさん、ありがとうございま…………っ!?」

　それに続き、至近距きよ離りで見つめ合いながら、無事を喜ぶ俺おれたち。

　……って、あれ？　なにやら、お互いの顔が近すぎません、こと？
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　ようやく現状を確認する余裕が生まれて僅わずかに視し線せんを落とせば、倒れるのを見て無む理り矢や理り引き寄せたせいであろう。気付けば俺は智花に、太ももの上へ跨またがり胸元に頭を密着させるという、非常にあられもない体勢を強しいてしまっていた……！

「ご、ごごごごめん！　勢い余ったっ！」

「～～～～～っ!!　いいっ、いえっ！　たたっ、助けて下さりありがとうございますっ！」

　しばし呼吸もせず固まっていた智とも花かだったが、はっと我われに返った様よう子すでしどろもどろに答えながら飛とび退のき、隣となりの座席に縮ちぢこまるや真まっ赤かになって俯うつむいてしまった。

　あー、なんてこった……。助けるつもりが、俺おれってやつは最低な真ま似ねを。いや、それでも窓ガラスに激げき突とつさせるよりはマシだった……と、思いたいが。

「あんた、何やってるのよ……？」

　重々しい響ひびきに振り向けば、通路の奥で葵あおいが眉み間けんに深い渓谷を刻んでいる。

「お……おいミホ姉ねえっ！　急に車停とめたりしたら危ないだろ！」

　たまらず誤ご魔ま化かすように立ち上がり、運転席に向け強く叫ぶ。ミスは認めるにしても、諸悪の根源は明らかにドライバーではないか。一体何を考えてやがる。まあ山道だし、野性動物でも飛び出してきたのだとしたら仕方がないかもしれないが。

「…………ん？　なあ、何かあったのか？　なんで車動かさない…………ミホ姉？」

　しかし、いくら声をかけども返事は無し。それどころかミホ姉は俺の言葉など全く聞こえてないようなそぶりで車のキーを回しエンジンを停止させ、サイドブレーキまで引くと挙あげ句くの果てにはハンドルの中心へ頭突きまでかまし、辺あたりにクラクションの音を響ひびかせながら微動だにしなくなってしまった。

「み、ミホ姉!?」

「美み星ほしちゃん!?」

　ここまでくればさすがに異常事態だと気付く。俺と葵が率先して席を立ち、車両の最前に駆かけ寄る。さらに後ろから困こん惑わくしきりで五人も集合し、全員の視し線せんが運転席に向けられる。

　そして、沈ちん黙もくの果て。ようやくミホ姉は震ふるえながら振り返り、衰弱した笑えみを見せ──

「わりー……おなか、いたい……」

　──かくして、親善合宿開始直前。まったく予想だにしない方向から、俺たちに大きな波乱が襲おそいかかってきたのだった。





＊






「虫ちゆう垂すい炎えん──盲腸ですな。……おそらく」

　ほどなく駆けつけてくれた救急隊員さんから告つげられた病名を聞くや、俺たちは口々に安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

「美星ちゃんにも盲腸なんてあるんだ……。重い病気じゃなくて良かったけど」

「まあ、あるだろ。一応人間らしいし。ともかく、まさに鬼おにの霍かく乱らんってやつだなぁ」

　髪をぐしゃぐしゃにかき混ぜながら、まず最初にみんなの気持ちを代弁してくれた葵あおいに次いで、俺おれも呆あきれ半分、安あん堵ど半分に軽口を叩たたきつつ、担架に乗せられ救急車への収容を待つミホ姉ねえの顔を覗のぞきこむ。

「…………にゃぅ」

　うん。未いまだ意い識しきを失ったままではあるものの、表情は幾らか落ち着きつつあるようだ。……ったく、心配したっちゅうの。

「しかし、どうしてこんなになるまで放っておいたんでしょうねぇ。普通なら、痛くて車の運転どころではないはずなんですけど」

　顧こ問もんを囲む慧けい心しん学がく園えん女子バスケットボール部とそのコーチ陣の輪わに交まざり、容よう態だいを診みて下さっていた隊員さんがやおら顔を上げ、心底不ふ思し議ぎそうに首を捻ひねる。

　それを聞いて、俺と葵はたまらず苦にが笑わらい。こいつの無茶むちやっぷりというか、人間離ばなれした生命力は、どうにも初対面の相手には説明が難むずかしい。信じてもらえる自信がないというか。

「……みーたん、らしいです」

　その辺の超人構造はともかくとして。ここまで不ふ調ちようを訴えようとしなかった理由の方は、教え子たちに心配をかけまいと我が慢まんしていた、というのが真相だろう。その気き遣づかいに、小学生の皆は畏い敬けいの念を禁じ得ないらしい。申もうし訳わけなさそうにぼそりと呟つぶやいた紗さ季きを筆頭に、五人全員が恐きよう縮しゆくしつつ、感極きわまった表情でもって担任教師に最敬礼を告つげていた。

　そうこうしているうちに初期対応はほぼ完了したらしく、もうすぐにでも病院まで搬はん送そうをお願ねがいできる段階になっていた。

　しかし、そのためには問題が一つ。

「車、どうしましょう？　他ほかに免許をお持ちの方は……いらっしゃいませんよねぇ」

　ぐるりと辺あたりを見渡して、すぐに結けつ論ろんを出す隊員さん。当たり前の話だが、ここまで乗ってきたマイクロバスを運転できる人間が、ミホ姉以外に存在しないのだった。

　現在、俺たちは街からだいぶ離れた山道で立ち往生中。このまま車を置いていくわけにもいかないので、まず今後の方針を定める必要があった。

「……どうするのが、普通なのでしょうか。ごめんなさい、こういう経けい験けんは無いもので、よく分からなくて」

　しかし、一介の学生には図りかねる議ぎ題だい。管かん轄かつ外がいのことまで頼り切りで申し訳無い気持ちになりつつ、俺は救急隊員さんに質問をそのまま返してしまう。

「うーん、業者を呼ぶしかないでしょうね。うん、それはこちらで引き受けましょう」

　それでも微笑を浮かべたまま優やさしく助け船を出してくれた隊員さんに、心底感かん謝しやを覚えた。

　ただし、一番の悩みどころはまだ解決していなかったようで、

「それと、皆さんはどうします？　とりあえず業者さんに車を預けたあと、一いつ緒しよにふもとまで送ってもらえるようお願ねがいしておきましょうか？　搬送先の病院が決まりましたら携帯電話に連絡しますので」

　さらに続けられた言葉で、俺おれたち七人は落胆と諦てい観かんを織おり交まぜた複ふく雑ざつな表情で一斉に目を伏せる。

　そうだよな。ひとまずは中止、だよなあ……。顧こ問もんがこんなことになったら、仕方ないか。

　みんな、楽しみにしてたろうに。なんて不運だ。

　にわかに辺あたりが、どんよりとした沈ちん黙もくに包まれる。

「…………あと、４kmくらいだ。歩いてけ」

「──っ!?　ミホ姉ねえっ」

　そのとき、不意に担架から、震ふるえる声。いつのまにか眼を醒さましていたらしいミホ姉が顔半分を苦しそうにしかめつつ、それでも気丈に笑えみを浮かべていた。

「いけません、安静に！」

　隊員さんが驚おどろいて枕まくら元もとに顔を寄せるが、何ど所こ吹ふく風でミホ姉は俺たちを順じゆん繰ぐりに見渡しながら断定口く調ちようで指示を出す。

「車、業者に預けたら、私のケータイ番号伝えて、お前らはそのまま硯すずり谷だにまで歩いてけ。山道だけど、ここからなら無理な距きよ離りじゃない。時間、遅れちゃうだろうからまず向こうの学校に電話して、なんか文句言われたら全部私が悪いって正直に言って、それから……あつつつ」

「みーたんっ、無理してしゃべんなっ！」

　苦く悶もんするミホ姉に、今にも泣き出しそうなほどうわずった声で真ま帆ほが叫ぶ。

　俺からも余計な心配などせず安静にしててくれと告つげたいところだったが、しかし。

　もし自分のせいでイベントが頓とん挫ざするなんて事になれば、きっとそれはミホ姉にとって肉体の辛つらさを超えた苦痛となるだろう。ならば、近しい親しん戚せきとしてはまず何より意を汲くんでやるべきか。

「保ほ護ご者しや無しで押しかけたら、問題になるかもしれないぞ……？」

「にゃはは……。私からもなるべくすぐ電話するから。今日きよう一日、なんとか凌しのいでくれ。突然教え子ほっぽり出してどこかに遊びに行きやがった、とか嘆いとけば、さすがに追い出されはしないだろ」

　おいおい。それ、わりと本気で責任問題になるだろ……。教師として、ミホ姉が学校から何かしらの咎とがめを受けることになるのは確かく実じつじゃないか。

　だからもちろんそんな事は言わないが、とにかくこいつの覚悟の程ほどは理解した。

　よし、もう迷う必要はない。すぐに救急車を出してもらって、早く治ち療りようを受けさせてやろう。

「……お前なら、日程中に治るだろ。元気になったらすぐ戻ってこいよ。帰りのバスも無いと困るし」

　努めて軽々しく笑いかけ、葵あおいと頷うなずきあったのち、隊員さんにお礼を告げてミホ姉を車内へ搬はん入にゆうしてもらう。

「みほし、ひなたちの試合、観みに来てね？　ひな、がんばる」

「にゃはは、たりめーだろ……。ちゃんと帰ってくるから、まずは良い子にして、相手のチームに迷めい惑わくかけないようにな……」

　ドアが閉じられる最後の瞬しゆん間かんまで、子どもたちの心配を続けるミホ姉ねえ。そうしてようやく、サイレンと共に救急車は走り去っていった。

「美み星ほし先生、大丈夫でしょうか……」

「ん、盲腸なら命に別状はないだろうし。しかもあいつのことだ、きっと明日あしたにでもケロッと帰って来るさ」

　いつまでも下り坂を見下ろしたまま、不安げに首を垂たれる智とも花かの肩へ、そっと手を置く。

　……冷静に判断すれば。もし手術になった場合はそう易やす々やすと退院なんてできないだろう。

　それでも、ミホ姉なのだ。きっと大事な場面では、ちゃっかり戻ってきてくれる……はず。そう信じてやることにしよう。

「よし。とりあえず業者が来るのを待って……いや、まず学校に電話しておく方が先か」

　なによりうだうだ案じていてもあいつはきっとウザがるだけ。頭を切り換え、今すべきことをこなしていかないと。

　そして願ねがわくば、以後は教え子たちに安あん寧ねいな時間を。そんな祈りと共に、俺おれはメモ帳片手に硯すずり谷だに女じよ学がく園えん小学部の代表番号を電話に入力した。
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　蛇だ行こうする長い長い上り坂がようやく平坦に変わり、視界が開けて真まっ先さきに見えてきた建物を眼にして浮かんだ単語は、『現代美び術じゆつ館かん』だった。

　よく手入れされた芝に囲まれた、一面ガラス張りの壁かべと打ちっ放しコンクリートの柱。吹ふき抜ぬけの一階建ては、屋根にもアシンメトリーな意い匠しようが施ほどこされ、まるで建物全体がモニュメントであるかのような構造になっている。

　あまり、学校や校舎といった雰囲気ではない。ガラスの壁に近付いて中を覗のぞいてみるとソファが幾つか設置されている以外はがらんどうと言ってしまっても良いような内装で、どうやらここは正門代わりのロビーみたいな位置づけらしかった。全ぜん寮りよう制せいの学校という点も考こう慮りよに入れると、あるいは来らい賓ひん者しやのための受付窓口か。建物の両端からはフェンスが伸びていて、ここを通らずに中に入ることはできないみたいだし。

　正直なところ、人里離はなれたスポーツ強きよう豪ごう校こうという事前情報を得た瞬しゆん間かんは、うっかり監かん獄ごくに近いものを想像してしまったりもした。調しらべればそれは間違いだとすぐに分かったものの、俺おれの内心にはまだそんな偏へん見けんの残ざん滓しがわずかにこびりついていたのだろう。目の前のモダンな建造物に対し、無性にお見それしましたと謝あやまりたい衝しよう動どうに駆かられる。

　門構えだけでは依然判断できないのも事実だが、この感じだと硯すずり谷だに女じよ学がく園えんが掲げている『徹てつ底ていした科学的トレーニングと規則正しい時間管理により優ゆう秀しゆうな選せん手しゆを育てる』というモットー、建前などではなさそうだ。

　だとすれば、バスケ部の練習メニューもまた俺にとってすごく参考になるだろう。それはコーチとしてでもあり、現役復帰を目指す選手としてでもあり。限られた時間で最大の効果をあげるためのトレーニング法。是ぜが非ひでもたっぷりこの目で盗ませて頂きたいところだ。

　……そのために、まずは。

「よし、じゃあ入ろうか」

　後ろにひとかたまりで控えていた六人に告つげると、各おの々おのから僅わずかに気まずそうな面おも持もちが返される。

「あ、あのう、長は谷せ川がわさん。や、やっぱり……怒られる、でしょうか」

　そして最初に愛あい莉りが肩をすぼませ、萎い縮しゆくしきって俺に訊きく。

「……はは、大丈夫だって。もちろん遅刻のお詫わびはしなきゃだけど、ちゃんと事情を話せばわかってもらえるさ」

　案あんの定じようというか。慣なれない山道での行程に時間を食われ、俺たちの到着は約束の時間を大幅に過ぎ、伝えられていた初日の合同練習開始時間すらも三十分ほどオーバーしてしまった。遅刻すると謝しや罪ざいの連絡は済ませてあるものの、部の責任者の方と直接話は出来なかったため、あくまで伝言を頼んであるにすぎない。だから相手の部員さんや顧こ問もんの先生がどのような感情を抱いているか、まだ計り知れないのであった。

　それを思うと二の足を踏みたくもなるが、ミホ姉ねえが戻るまでは実質俺おれが最高責任者みたいなものだ。子供たちに肩身の狭い思いをさせないためにも、率そつ先せんして頭を下げないと。

　というわけで、笑え顔がおを崩くずさぬまま一いつ直ちよく線せんに入り口を目指す。ガラスの壁かべに沿って進むとちょうど中央辺あたりが自動ドアになっていたので、そこから迷わず入る。屋内は冷房が行き届いて快適だったが、自分たちの他ほかに人の気配けはいは感じられない。夏休みであまり来訪者も多くないためか、わりと警けい備びはゆるい様よう子すだ。

　とはいえ、奥には駅の改札みたいなゲートが設置されており、部外者が無断でここより先に進むことは不可能だったけど。

「あ、昴すばる。ほらあれ」

　どうしたものかと辺りを見回していると、葵あおいが向かって右側の壁に設置された無人のカウンターを指さす。注視すると、卓上には電でん話わ機きが。……なるほど。

　近づき、受話器を上げ、隣となりに置かれた内線番号一いち覧らんに眼を走らせる。

　──小学部職しよく員いん室しつ。ここ、だろうな。

　意中の番号をプッシュ。ほどなく繫つながった男性の声にたどたどしく身分を明かす。

「……ん。顧こ問もんの先生呼んで、こっちに向かわせてくれるって。もう少しだけ待機、だね」

「ひひっ、すばるんちょーキンチョーしてただろ」

「あんたもほんのちょっとで良いから緊きん張ちよう感かんを持って。お願ねがいだから」

　最初の関門を乗り越えた安あん堵ど感かんで大きく息をつきながら振り返ったとたん、ニヤニヤと真ま帆ほに茶ちや化かされた。片やそれを窘たしなめる紗さ季きは少し前からずっと焦しよう燥そうした表情を浮かべたままだ。普段ふだんはクラス委員長を務つとめ、どんな仕事も言いつけ通りに守るのが信条である紗季のこと。おそらくは目下遅刻の真まっ只ただ中なかにあるという状況が、彼女の精神を緊きん縛ばくしているのだろう。できるだけ早く開放してあげたい。

　そんな願いとは裏腹に、俺たちは立ち尽くしたまま長い待機時間に捕ほ捉そくされる。敷しき地ちは相当広そうだし、往来するだけでもかなりの手間なのだろうな。……ますます、心苦しさが身に積つもる。紗季はとうとう我が慢まんの限界に達したのか、今にも泣き出してしまいそうなほど沈痛に顔を歪ゆがめており、見ているのも辛つらかった。

「あまり、思い詰めないでね。紗季は何一つ悪くなんかないんだし」

「…………はい。ありがとうございます」

　焼け石に水とはわかっていたが、声をかけてみる。紗季は笑顔を繕つくろってくれたものの、むしろ余計に気を遣つかわせてしまっただけだったかもしれない。あーもう情なさけないな、俺。

　忸じく怩じたる想おもいで、唇を嚙かむ。と、そのとき。自分たちが入ってきたのとは逆の方向から、きびきびとした堅い足音が近付いてきた。

「あ」

　慌あわてて顔を向ければ、視界の先端に歩み寄る人の影かげ。すぐさま走り寄りゲートを挟んで対たい峙じするが……どうにも上う手まく言葉が出て来ない。

　バインダーを携たずさえたその方は、推定で二十代半ばくらいの若い女性だった。髪かみ留どめで後ろにまとめたストレートヘアは一糸乱れず、鋭えい角かくな目鼻立ちと合わせて厳げん格かくそうなイメージを植え付ける。とても美しく、とても冷たい。そんな第一印象。ボタンを全すべてきちんとはめた濃のう紺こんのスーツ姿がまた、冷淡なイメージを増長させている。早い話、非常に話しかけづらい。

　それでも、表情に微み塵じんでも好意が感じられたならがむしゃらに口を動かし、萎い縮しゆくを振り払ってお詫わびを告つげてしまうこともできたろうが、

「……どちら様でしょうか？」

　いかんせん、超絶に不ふ機き嫌げんなご様よう子すなのである。……ああ、明らかに怒ってらっしゃる。

　けど、確たしかに棒立ちで名乗りもしないというのは一方的に俺おれの非礼だ。

「ご、ご挨あい拶さつが遅れましてすいません！　あの、この度たび硯すずり谷だに女じよ学がく園えん小学部女子ミニバスケットボール部の皆さんと合同練習会を行わせて頂きます、慧けい心しん学がく園えんの者です！　遅刻してしまって本当に申もうし訳わけありませんでした！　この度はご招待頂き、ありがとうございますっ」

　慌あわてて頭を下げると、俺に倣ならって皆も腰を折る。その迅じん速そくさからして、蛇へびに睨にらまれた気分になっているのはきっと誰だれもが同じなのだろう。

「……招待、ですか」

　とりとめもなくまくし立て、頭を下げたまま返事を待っていたのだが、返ってきた言葉はどうにも反応に困るものだった。

「あ、あの？」

　思わず面おもてを上げる。すると女性は相変わらずの渋じゆう面めんを保ったまま、

「なんでもありません。とりあえず、はじめまして。硯谷ミニバス顧こ問もんの、野の火び止どめ初はつ恵えです」

　淡々と、もしかしたら顧問は別の人なのではないかという俺の藁わらにもすがるような希望的観かん測そくを打うち砕くだいた。

　ああやっぱりこの方が──野火止先生が今日きようからお世話になるチームのボスなのか。……怖いなあ、正直。

「……はう」

　いかん、愛あい莉りなんか、もう既すでに顔面蒼そう白はくである。三泊四日。保もつ、だろうか。

　それにしても、初対面なのにこんなにまで怒りを買ってしまっている原因はやはり俺たちの遅刻なのだろう。子どもたちの気を楽にしてやるためにも、早いとこちゃんと事情を説明しておいた方が良いな。

「あの、遅れてしまって本当にすみません」

　そう切り出して再度お辞じ儀ぎすると、野火止先生はふう、と短く溜ため息いきを漏もらしたのち、ゲートにカードか何かをかざしこちら側に躍おどり出る。

「それもですけど。……貴方あなたがコーチ、なのですか？　顧問の方が病気だとは聞きましたが……ずいぶんと若いわね」

　ああ、そうか……。こっちの体制はいろいろ入り組んでいるし、遅刻の理由だけでなくちゃんと全すべて順を追って説明しないと。

「ええと──」

　何度も言葉を詰まらせつつ、道中の経けい緯いと俺おれ、ついでに葵あおいの立ち位置を明かす。

「…………」

　すると、野の火び止どめ先生の不ふ機き嫌げんに拍車がかかった。若造がコーチなんてふざけている、と思われてしまったのかもしれない。その点には、弁解の余地など無いが……参ったな。

「……嫌いやな、因果」

「えっ？」

　沈ちん黙もくののち、ほとんど唇を動かさずに何か呟つぶやいた野火止先生だったが、訊きき返しても「なんでもありません」と取り合って下さらなかった。

「とにかく、そちらの事情は分かりました。……要するに、現状大人おとなの保ほ護ご者しやはいらっしゃらないという事ですか。困りましたね。顧こ問もんの先生は急な体たい調ちよう不良との話でしたが、こちらに戻られる予定は？」

「そ、それがだいぶひどい盲腸みたいでして……。どうなるかは、診察してもらってからでないとはっきりとは……」

　口を挟む間もないまま刺とげ々とげしく重ねられる質問に、正直な回答を返す。ミホ姉ねえは『何か文句言われたら全部自分のせいにしろ』とか指示してたが、今回ばかりはあいつが悪いわけじゃないのでそうもいくまい。だから正直にありのままを告つげたのだが、

「ひどい盲腸の人間が、車の運転なんて出来るはずが無いでしょう？　わざと大おお袈げ裟さに話して同情を引こうというのは、感心しません」

　図らずも、それを誠意無い言いい訳わけと受け止められてしまったらしい。……まずった。救急隊員さんに話した時の反応を考えれば想像できることだった。

「おいっ！　みーたんなめんな！　会ったこともない癖くせに！」

「おー。みほしは、すごいんだよ？」

「真ま帆ほ、ひなっ！　失礼な口きくんじゃないの！　──あ、あの、でも本当なんです。みーた……美み星ほし先生は私たちに心配かけないように、ずっと我が慢まんしてくれていて……その」

　断定的な言葉を受けて、真帆とひなたちゃんが一歩踏み出し抗こう議ぎをぶつける。そんな二人ふたりに、紗さ季きは取り乱して自じ重ちようを促うながすが、ミホ姉を弁護したい気持ちに関しては同じのようだ。

「……ひとまず、中へ案内します。ここでずっと立ち話していても時間の無む駄だですので。……ただし、当然ですけどもうとっくに練習は始まっています。今から貴方あなたたちのことを紹介していたらスケジュールが狂いますし、こちらの部員の集中も途と切ぎれてしまいます。ですので合流は明日あしたからという事にさせて頂きますけど、構いませんね？」

「えーなんでー！　やだようあたしらもバスケした──ふが！」

　にべもない物言いに再び真ま帆ほが両手を掲げて抗こう議ぎしだしたが、今度は実力行使。紗さ季きに途と中ちゆうで口を塞ふさがれてしまう。

　しかし、困った。さて、どうすべきか。心情的には、真帆に加勢してやりたいところだが。

「……了解です。では合同練習は明日あしたから、よろしくお願ねがいします」

　逡しゆん巡じゆんした挙あげ句く、俺おれは野の火び止どめ先生に従う。

　いや、断じて威圧感に吞のまれたわけではないぞ……。おおよそ好意的とは思えない雰囲気ではあるものの、途中で乱入されて段取りや集中力が乱れるというのは経けい験けん則そくから言いがかりとも決めつけられなかったし、何より慧けい心しんの皆が山登りでだいぶ体力をスポイルされていることを懸け念ねんしたのだ。口には出さないでくれているが、特に愛あい莉りやひなたちゃんは疲れの色が明白に見て取れる。押おっ取とり刀がたなでさらにバスケの練習じゃあ、さすがにオーバーワークだろう。

「えーすばるんのヘタレっ！　見損なったぞっ！」

「ね、ねえ真帆っ。今日きようはしょうがないよ、山登り大変だったし……」

「ん、そーね。昴すばるがヘタレなのは否定しないけど、トレーニングならわりともう出来てるし、みんな少し休きゆう憩けいしようか」

　俺の発言に真帆は怒りを深めてしまったが、そこに間かん髪ぱつ入いれず智とも花かと葵あおいがフォローを入れてくれる。……ありがたいな。特に智花が意図に気付いてくれたことが嬉うれしかった。自分だって本当ならバスケしたいだろうに、仲間のことを思って我がを抑えてくれるなんて、やっぱり優やさしい子だ。

「智花、ありがとう。──ごめんな真帆。でも今日は、野火止先生の言う通りにしておこう。でないと明日筋肉痛で、みんな辛つらくなっちゃうだろうし」

「………………うー。しょうがないなぁ」

　最後に自分も説得に加わると、口先をすぼめつつも真帆はちゃんと聞き入れてくれた。うんうん、我わが儘まま放題に見えてその実考えるべきところではちゃんと考えられるのが偉い。

「そろそろ付いてきて貰もらえるかしら？」

　なかなか動き出さない俺たちにしびれを切らしたのか、野火止先生は言うが早いか身を翻ひるがえし、かつかつと靴音を響ひびかせる。……いつもこんな調ちよう子しだとすれば、ここ硯すずり谷だにのバスケ部員は毎回非常に息が詰まる部活動を強しいられていそうだ。

　と、そういえば今この時の練習はどうしているのだろう。顧こ問もん不在で、臨りん時じの自主練になっているのかな。だとすれば、その辺にも不ふ機き嫌げんの原因が有るのかもしれない。

　……ううむ。多面的に考えると、原因がアクシデントとはいえ怒りを買うのも道理か。仕方ないかな、これは。明日は多少でも態度を軟化し、取っつきやすい対応を見せて下されば良いのだけど。

「ねーちょっと昴、私にはお礼無いわけ？」

　そんなことを考えながら先生の背中を早足で追い始めたとたん、葵あおいが横に並んでギロリとこちらを睨にらみつけてきた。

「誰だれがヘタレだばーか」

　むろん、半ば無視するようにそっぽを向く。

「ふんが！」

「──ったいなこら！」

　ふくらはぎにローキックが飛んできた。……こんにゃろ本当に可愛かわいげがない。少しは慧けい心しんのみんなの純朴さを見習ったら良いのに。
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　野の火び止どめ先生が開けてくれたゲート横の柵さく戸どを通り、いよいよ本格的に硯すずり谷だに女じよ学がく園えん内部へ。

　空港ロビーのような幅広の廊下を十数メートル進むと、再び屋外に抜ける自動ドアが迫る。そこから一歩踏み出したとたん、強い直射日光にじりりと肌を炙あぶられた。

「うわー。これが、硯谷かぁ……」

　並んで外に出た葵が、左手で日差しを遮さえぎりながら、中庭の噴ふん水すい越しにそびえ立つ建物を見上げ感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやいた。女子学生スポーツ界では屈指の名門ということで、少なからず憧しよう憬けいを抱いているのかもしれない。

「にしても御み庄しよう寺じのやつ、こんな場所に親しん戚せきがいるならもっと早く教えてくれてれば良かったのに」

　そんな様よう子すが、ふと今回の仲介人の顔を思い浮かばせる。中学の時には、強きよう豪ごう校こうに繫つながりがあるなんて情報、一度たりとも聞かせてもらった覚えがない。

「それは私もツッコんだ。ま、ショージらしいんだけどね。どうでも良いことばかり話して肝かん心じんなことすっぽり忘れたりするの、いつもじゃない」

「はは、そういえば確たしかに」

「ま、聞いたからってどうなる話でもないしね。私らが中総体勝ち上がって硯谷と当たる～なんてことになってれば別だったろうけど、あはは。……それに、硯谷の中だけで比べれば、そんなにバスケ部は知名度高くないし」

「そうなのか？」

「うん。硯谷って聞いて普通真まっ先さきに思い浮かべるのは陸上かな。あとはバレー、ソフトボール、武道関係も強い。バスケは、その辺に比べたら幾らか落ち──っ!?」

　女子学生スポーツに疎うとい俺に、ぽんぽんと説明を返してくれる葵。が、急に表情を強こわ張ばらせ眼を伏せてしまう。

「ん、どした？　……ひっ！」

　不ふ思し議ぎに思い何気なく前へ向き直ると、野の火び止どめ先生が首だけで振り返ってこちらを鋭するどく睨にらんでいた。図はからずも自尊心を攻こう撃げきしてしまったらしい。

「で、でも！　中総体二年連続全国進出だったり、かなりすごいよなバスケもっ！」

「そうそうそうっ！　なんだかんだ言ってバスケもめっちゃ強いのよね！」

　慌あわてて声を張り上げまくし立てる俺おれたち。するとほどなくして呆あきれるように、野火止先生はつんと眼を逸そらす。

　危ない、なんとかフォロー成功か……。冷たい凝ぎよう視しから解放され、ほっと一息。

　それにしても、御み庄しよう寺じは一体どうやってこのおっかない先生に約束を取り付けてくれたのだろう。先ほどの対応からしてあまり歓迎されてないような気さえするし、そこはかとなく引っかかりを覚える。隙すきあらばあとで葵あおいに電話してもらい、相そう談だんの機き会かいを作った方が良いかも……。

　いろいろ思案しつつ野火止先生に付き従う。自動ドアを出た先に広がっていた中庭を抜けると、校舎と思おぼしき棟が連続する。こちらはモニュメントみたいに前ぜん衛えい的てきな造りではなかったが、白と薄うすいクリーム色、そしてガラスで構成されたコントラストには現代の風ふう潮ちようが強く感じられる。硯すずり谷だには創立からまだ十年程ほどらしいので、築ちく年数も実際そのくらいなのだろう。歴史に束そく縛ばくされない柔軟な理念が、外がい観かんからもわずかに読み取れるような気がした。

　そもそも、スポーツ特化の一貫校──しかも女子校なんて、一昔前ではニッチすぎてとても生徒を集められなかっただろうな。今となっては、ちゃんと需要もありそうだけど。

　観光客気分であたりをぐるぐる眺めながら歩いていると、近くをラクロスのラケットを抱えた中学生くらいの女の子三人が通り抜けていった。

　夏休み中なのに、校内を歩く人の数が驚おどろくほど多いな。全ぜん寮りよう制せいだというのも理由の一つかもしれないが、各おの々おのの出いで立たちが多た岐きにわたったユニフォーム姿だし、恐らくは休み返上で汗を流している生徒がたくさんいるのだろう。

　にしてもさっきから俺、周りから妙に奇異の視し線せんを向けられてるような気が。男、珍しいのかな。ちょっと気まずい。

「……って、あれ？」

　いたたまれなさに空を見上げ、すぐ視線を戻した瞬しゆん間かん、ふと何か違和感を感じる。

　ここまで先頭を歩く野火止先生を素直に追従してきたものの、どうも行き先が変なのである。

　遠くに見える体たい育いく館かんと思しき建物や、校舎とデザインの違う真まっ白しろな棟、その他ほかあらゆる学園内の施設から──俺たちは着実に遠ざかりつつあるのだ。

　もしかしたら離はなれた位置に寮や寄宿舎が建てられているのかも、という可能性もまだ捨てきれはしないが、いかんせん進行方向の先に見えるものといえば、木、木、木。

　明らかに、ただの森だ。

「足元に気をつけて下さい」

　そして、戸と惑まどいは衰え知らずで増長の一いつ途とを辿たどる。

　ついに森の目と鼻の先まで到達した野の火び止どめ先生は、なんとそのまま足を止めることなく木々の間へと踏みだしてしまった。

　これにはさすがに面食らい、全員で顔を見合わせる。そうこうしているうちに先生はずんずんと奥に進んでしまう。

　ううむ。不可解にも程ほどがあるが、このまま立ち尽くしていても取り残されるだけか。ままよ、とみんなに頷うなずきを返し、先陣を切って後を追うことにした。

「……私たち、どこに連れて行かれるのでしょう？」

　一分近く森を進んだところで、我が慢まんの限界とばかりに紗さ季きが俺おれの隣となりへ身体からだを寄せる。

「この先に寮りようとか、あるのかな……？」

「でも道が無いのって、ちょっと変だよね……」

　見れば智とも花かと愛あい莉りも傍かたわらで不安げに表情を曇くもらせていた。

「ヒナ君っ！　マキョーまであと少しだぞ！」

「おー。まほたいちょー」

　真ま帆ほとひなたちゃんは、突如始まったプチ冒険に上じよう機き嫌げんな様よう子すだが。

「……ん、大丈夫だよ。確たしかに変な感じだけど、別にとって食われたりはしないさ」

　内心では自分も猜さい疑ぎが爆ばく発はつ寸前だったが、みんなの心配を増長させないために笑え顔がおを繕つくろってそう返す。

　しかし、自分で言っといてなんだが。

　俺たちを人里離はなれた山小屋とかに拘こう束そくし、黒くろ魔ま術じゆつか何かの生いけ贄にえに捧ささげようとする野火止先生……。

　わりと、はまり役かも。

「長は谷せ川がわ君……でしたっけ？」

「っ!?　は、はいっ！」

　超絶に不ふ謹きん慎しんなことを考えていた真まっ最さい中ちゆうに当の先生から呼びかけられ、声が裏返る。

「到着しました。それでは期間中、貴方あなたたちはここで寝泊まりして頂きますので」

　そんな胡う乱ろんさにも全く興きよう味みを示さず、野火止先生はおもむろに立ち止まって告つげる。気付けば俺たちは、いつの間にか森の外に出ていた。

　いや。出たというよりは、木々に囲まれた小さな野原に踏み込んだ、と表現した方が正せい確かくかもしれない。そして、野原の中心には──

「……？　あの。何も、ありませんが」

　野原の中心には、やっぱり野原が広がっていた。寄宿舎も、合宿所も。それどころか人工の建造物など何一つ無い。この場に存在するのは草花と、平らな土の地面と、その傍そばでひとまとめにされた馬ば鹿かでかいナイロンの布きれや、傘かさの骨みたいな金属棒。あとは水みず汲くみ用のポリタンクがいくつか積つみ上げられ、隣には炭すみの詰められた一いつ斗と缶かんも…………ん？

　──布に金属の骨、ポリタンクに炭すみだと。これじゃまるで、




「慧けい心しん学がく園えんの皆さんには、合同練習会の間、ここでキャンプして頂きます」




　不意に宿った嫌いやな予感を、『まさかそんな』と笑い飛ばす暇ひまさえ与えずに、野の火び止どめ先生は抑揚無く断言して下さった。

「ちょ、ちょっと待って下さいっ！　なんでそうなるんですかっ！」

　もはや慎つつましやかな態度を貫く余裕さえ失い、意味不明なことをのたまう先生に食ってかかる。歓迎されてないような気配けはいは微妙に感じていたものの、まさかこんなあからさまな嫌がらせを受けるとは。こちらに非が有るとしてもあんまりではないか。

　……いや、でもちょっと待てよ。よく考えると遅刻が原因にしては用意周到すぎるような。

「今さら文句を言われても困ります。もう、予定の変更はできませんよ」

　ふと思い直し一いつ瞬しゆん言葉に詰まる俺おれを見み据すえたまま、野火止先生は訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる。まるで、こちらが駄だ々だをこねているとでも言わんばかりに。

　ますます齟そ齬ごを感じて少し頭が冷えるが、どうあれろくに準備もしていない俺たちにキャンプなど出来るはずもないので、主張は曲げられない。

「こちらこそ、そんなつもりで来てませんので困ります。もっと合宿所とか、普通の宿舎を使わせて頂けませんか？」

「申しん請せいしてませんので。規則により、今から申し立てしても合宿所が使えるのは来週です。……それにしても、どうして準備してこなかったのです？　もしかして、寝泊まりの事を聞いてなかったのですか？」

「聞いてませんよキャンプだなんて一言も！」

　威勢を失った俺を脇わきへ追いやるようにして、今度は葵あおいが強く抗こう議ぎを開始する。けど、どうも先生の言い分は……情報伝達の段階で問題があった可能性を予感させる。

「変、ですね。その点に関しては、こちらでもちょっと確かく認にんしてみます。……とにかく、貴方あなたたちは何一つ、外で寝泊まりをする準備をしてこなかったというわけですね」

「……はい。寝袋もありませんし、夜、外で寝泊まりできる状況にはありません」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き出すのも時間の問題、といった感じの葵を制するように一歩前に出て、俺が答える。終始刺とげ々とげしい態度の野火止先生だが、こちらの話に聞く耳をもたないという感じでも無いようだ。ならば、いたずらに罵ののしり合あいを仕掛けても無意味だろう。

「そうですか。私としてもまさか未成年だけでいらっしゃるとは思ってませんでしたし、それなら──」

「……それなら？」

　お、これはひょうたんから駒こまか。もしかして、宿舎に泊まれるよう便べん宜ぎを図ってくれる？　ミホ姉ねえ不在が偶然にも事態を好転させてくれるかもしれない。つか、もしこの場にいたら暴ぼう行こう事件まで起こしてた可能性すらあり得るよな。今に関しては、不在でちょっと助かった……なんて病人に言ったら、不ふ謹きん慎しんが過ぎるか。

　とにかく、待遇改善の目が見えてきた──なんて思ったのはいささか楽天的だったらしく、

「やはり、中止にしましょうか。練習会」

　先生が淡々と告つげたのはそんな宣告。……世の中、そんなに甘くはないか。

「こ、ここまで来てそれはあんまりです！　うちの顧こ問もんも容よう態だいが落ち着き次第電話よこす手はずになってますので、少し待って下さい！」

　慌あわてて抗こう議ぎすると、先生はしばし腕を組み考えるそぶり。

「……そうですね、まずはそちらの責任者さんと一度お話をさせて下さい。練習後であれば、職しよく員いん室しつから内ない線せんで私に繫つながりますので」

　そしてなんとか、早急に過ぎる決断だけは保留してもらえた。

「は、はい。了解です」

　実際問題として、ミホ姉が今日きよう中じゆうに電話できるまで回復してくれるかは計り知れないのだが、最悪の場合病院から連絡を貰もらえることになっているので、盲腸が噓うそでないという点は証明出来るだろう。そうすれば、過失でなくアクシデントだと理解して貰えるだろうし、少しは状況も良くなる……と願ねがいたい。まあ、このキャンプ命令に関しては降って湧わいた不ふ機き嫌げんで言いつけてるわけでは無さそうだけど。

　なんにせよ、帰れとまで言われてしまってはなりふり構ってられない。ひとまずキャンプでも何でも良いから練習会の実現にこぎ着けなくては。せっかくみんなが対外試合を行える、数少ないチャンス。つまらない事で逃のがしてなんてなるものか。

　……それに、だ。

「キャンプっ!?　テントで寝るのっ!?　やったーあたし初めてっ！」

「ふふ、真ま帆ほってやっぱりお子ちゃまね。私なんか、もう何度も経けい験けん済ずみだけど」

「おー。ひなも、一回だけしたことある。ぱぱのねぶくろにおじゃますると、暖かくて気持ちいいんだよ」

「私の家族は、キャンプとかあまり好きじゃないみたいで、ぜんぜん連れて行ってくれないの……。だから、私も初めて。楽しみっ」

「智とも花かちゃんのおうち、茶さ道どうと日に本ほん舞ぶ踊ようの先生だもんね……。うちはみんなアウトドア好きだからわたしも何度かしたことあるけど、みんなとキャンプは本当に楽しそう……えへへ」

　年長組とは違い、子供たちは誰だれ一人ひとりとしてキャンプに難なん色しよくを示してないんだよな。それどころか、かえって喜んでいるくらいだ。俺おれも年に一回くらいミホ姉に連れ出され、意味不明な野宿とか強しいられて慣なれてるし……せめて寝袋だけでも借りられればもうキャンプでいい気もしてきた。

「では、ひとまずテントの設営に入って頂けますか？　暗くなってからでは組み立てもままなりませんから。私は部活に戻ります」

「そう、ですね……。わかりました」

　ならもうこれ以上野の火び止どめ先生の時間を奪うばわない方が上策だろう。そう思って首肯したのだったが、

「って、勝手に話をまとめないでください！　キャンプ道具の事もありますし、食事やお風ふ呂ろはどうしろって言うんですか!?」

　葵あおいが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうして抗こう議ぎを継続する。確たしかに、従うにせよその辺の課か題だいはクリアしておかないと後で困るかもしれない。

「入浴と食事に関しましては、こちらで便べん宜ぎを図ります。お手洗いは、ここから歩いて五分ほどのところにある球技練習場に隣りん接せつしているものを使って下さい。そこなら、二十四時間開放されてますので。後ほど、地図を届けます」

　ふむ、どうやらライフラインは確かく保ほできるようだ。ならもう、テントでも良いかな。よくよく考えてみたら、それはそれでわりと楽しそうだし。

「……ぐ。で、でもっ。女の中に男一人ひとりですよっ！　いろいろ、問題がっ」

　しかし、葵の方はとうてい納なつ得とくできないらしい。挙あげ句く、俺おれを矢面に立たせやがった。そして遺い憾かんながら、その切り口は初めて有効打となった模様で、

「確かに、男性が居るという点も考こう慮りよに入れておりませんでした……」

　先生の眉み間けんへ深く皺しわを刻むことに成功する。

　と、そう思ったのもつかの間。野火止先生はきっと表情を繕つくろい、氷のような視し線せんで俺たちを突き放す。

「どうやら、お互い情報伝達にかなりの不備があったようですし、やはり練習会は中止にした方が良いかもしれませんね。そちらの男子が、いかがわしい問題でも起こしたら目も当てられませんので」

「そ、それは幾ら何でも失礼じゃっ！」

　結局またしても憤ふん慨がいを抑えきれなくなって声を荒げる俺──であったのだが、

「なななっ、なんて事を！　て、訂正してくださいっ！　昴すばるはそんな歪ゆがんだ性的趣しゆ向こうの持ち主ではありませんっ！　私の友人が汚らわしい劣情で無む垢くな子供たちに牙きばを剝むくかもしれないだなんて……ひどい侮ぶ辱じよくです！」

　それ以上に馬ば鹿かでかい声でまくし立てだした葵のせいで出鼻をくじかれる。っていうかこいつ何を言い出すんだ……!?

「……あの。私は長は谷せ川がわ君と、あなたとの不純異性交遊を心配したのですが？」

「ぶっ！　う、うぇええっ!?」

　あきれ果てた様よう子すで野火止先生が指摘するや、葵は激はげしく取り乱す。いやいや、普通に考えればそっちだろうよ。もちろん、実際には俺おれの内心にそんな欲望など存在しないが。

「そそっ、そんな、わ、私は昴すばるとはただの幼なじみでっ！　別にやましい気持ちなんて、なにも、ぜんぜんっ」

　わたわたと手足を揺ゆらしながら、釈明らしきものを口にする葵あおい。それだと葵自身が俺を襲おそう気まんまんなのをしどろもどろに否定してるようにしか聞こえんぞ……。そんなこと言ったら骨の一本くらい折られかねないので黙だまってるが。

「見ての通り、そういう仲ではありませんので」

　代わりに補足を口にすると、野の火び止どめ先生は嘆息して、

「……そのようですね。ではひとまず、テントを組んでいて下さい。最終的にどうするかは、顧こ問もんの先生と連絡がついてからということで」

　そう言い残し踵きびすを返す。こちらとしても、とりあえずは一次休戦がベターだろう。これ以上威圧的な眼で射いすくめられ続けたら、ちょっと精神的に保もたないし。

　というわけで。

「みんなごめんね！　話し込んじゃってて。なんか今日きようからここでキャンプらしいんだけど、どうしようか。もし嫌いやだったらもう一回抗こう議ぎに……」

　野火止先生の後ろ姿が森に消えてすぐ、振り返って五人の意見を仰あおいでみた……のだが。

「ねえ紗さ季き。これは、ここに繫つないで良いのっ？」

「うん、それで大丈夫。こら真ま帆ほっ、寝るな！　まだぜんぜん終わってないから！」

「うっさいなー。ちょっとヨコーレンシューしてただけじゃんかー」

「ねーあいりー。見て見て。ひな、みのむしさん」

「か、かわいい……。じゃ、じゃなくてっ！　ひなちゃん、その布使わせて欲しいな……」

　気付けば既すでにみんなテントの組み立てに夢中。もう、確たしかめるまでも無いご様よう子すだった。

　とりあえず不幸中の幸いと言えそうなのが、五人には野火止先生の悪意にも似た冷遇がまだそれほど伝わってないことだな。そしてできれば今後も、子どもたちにはなるべく気まずい思いをさせたくない。そのためにも、喉のどから手が出るほど援軍が欲しかった。

　だから、恐らく今日までの人生において初めて、俺は心から願ねがう。

　──ミホ姉ねえ早く来て、と。







　テント設営はつつがなく進む。

　もっとも、自分だけの力ではとっくに頓とん挫ざしていたこと請うけ合いであるのだが。一応、一般的なやつなら何度か組み立てた経けい験けんはあったものの、用意されていたのは無理すれば十人くらいは入れそうな馬ば鹿かでかい代しろ物もの。こんなのは見るのも初めてで、どこから取りかかって良いのか全く見当も付かなかった。

「ほんと、紗さ季きがいてくれて良かったよ」

　それでもこうして日の高いうちに完成間近まで到達できたのは、ひとえに彼女の博はく識しきに助けられてのことだった。

「や、それほどでも……ふふ。実は昔、ガールスカウトにいたんです。低学年までですけど」

　俺おれの賛さん辞じに、地面に杭くいを打ち付けながら、紗季ははにかんで目を伏せる。

　なるほど、そうだったのか。もしかして紗季の先せん導どう力りよくは、そこで培つちかわれたのかな。どうあれ、団体にとってはずっと居てほしい人材だったに違いない。

　ふと、チューリップハットを被かぶりチーフを首に巻いた紗季のビジョンがぽんと頭の中に浮かぶ。うんうん、すごく似合ってる。

「あ、あの……長は谷せ川がわさん。あまり見つめられると……その、困ります」

「へ……？　わ、ごごごめんっ」

　と、気付けば返事もせず紗季の顔を眺めながら笑えみを送り続けてしまっていた……！　うわ、俺というヤツはなんと無礼な真ま似ねを。

　慌あわてて謝あやまると、紗季は「い、いえ、困ると言っても違いまして……決して嫌いやだったわけではないのですがっ！」とフォローしてくれた。ほんと、みんな心が広く大らかな子たちばかりで助かる。

「……ニヤニヤと、やらしー顔して。……変態」

　かたやすぐ隣となりにいた葵あおいは、毎度おなじみの三さん白ぱく眼がんと共に俺を罵ののしる。くそ、確たしかに失礼な真似はしてしまったが、そこまで卑ひ下げせんでも良いじゃないか。

　とまあ、トラブルらしいトラブルといえばそれくらいで、テントは完成まで一いつ直ちよく線せん。俺と葵が支えていた最後のロープを紗季が地面に固定し、一通りの行程が終了した。あとは全体的に強度や留とめ忘れを確かく認にんするだけだ。

　自然と感かん慨がい深ぶかさが滲にじんできて、腰に手を当てふうと一息。




「おお～、すごいすごい。もうできてる」




　ちょうどそんな瞬しゆん間かんに、真後ろから聞いたことのない声が響ひびいた。

　驚おどろいて振り返ると、

「やー。お疲れ様さまっ」

　見知らぬ女の人が、笑っていた。

　歳としの程ほどは、俺や葵と同じくらいか。すらりと伸びた背丈は自分より数cm低いくらいの長身。ベリーショートの黒髪と小こ麦むぎ色いろに焼けた肌、そして制服と思おぼしきプリーツスカートに純白のポロシャツを合わせた服装は健康美の象徴といった様相で、屈託の無さそうな人なつこい笑えみが切れ長の顔立ちを五割増しで美しくみせている。

　──加えて何より目立つのは、そんな溢あふれる躍やく動どう感かんを塗ぬりつぶすかのように右足に施ほどこされた大規模なテーピングと、両りよう脇わきで挟まれた二本の松まつ葉ば杖づえ。……怪け我がの、痕こん跡せき。

「…………」

　なんだか、一度に入ってくる情報が多すぎたうえ、初対面なはずなのに気さくに話しかけられ面食らった事もあって、俺おれたちは言葉を失いしばし固まる。

「あはっ、本当に高校生だ。ねーねー、長は谷せ川がわ君だっけ。何年生？」

　そうしているうちに、女性は跳はねるような杖つえ捌さばきで華か麗れいに俺の至近距きよ離りまで躍おどり出た。

「え!?　い、一年……高校一年生……です、けど」

　明るく尋たずねられ、放心したまま正直に答える。

「わは、私よりウワテがいた。ねーなんでなんで？　どうしてコーチ始めようと思ったの？」

　矢や継つぎ早ばやに、さらなる質問。

「え、ええと……」

「あ、あのう。どちら様ですか……？」

　戸と惑まどい、今度は一転言葉が詰まる。と、隣となりで揃そろって呆あつ気けにとられていた葵あおいがそこでようやく我われに返ったのか、俺に身を寄せて訊きけずにいたことを問うてくれる。こういう時は実に頼もしいよな。内心で感かん謝しや。

「おっと、ごめんごめん。そーいえば自己紹介がまだだったよね！　まさか同志に出会えるなんて思ってなくて、嬉うれしくなっちゃってさ」

　などと、意味を測りかねる情報を会話の節々に織おり交まぜつつ、女の人は松葉杖に体重を預けたまま、こちらに向けて右手を伸ばした。

「こんなポーズでごめんね。……えーと。私、野火止麻ま奈な佳か。硯すずり谷だに女じよ学がく園えん高等部の二年生。今は初はつ恵えお姉ねえちゃんにお願ねがいして、臨りん時じでミニバス部のコーチをやらせてもらってます」





＊






　とりあえず全員でテントに不備がないか確かく認にんしたのち、内部ではしゃぐ五人を残して俺と葵、それに野の火び止どめさんの三人で屋外へ。手て頃ごろな岩の上に座り込み、改めてゆっくりと会話する場を設もうけた。なんだか智とも花かたちのことを長らく構ってやれてなくて心苦しい限りだが、正直いろいろと訊きたいことが山やま積づみだったので、あと少しだけご容赦を願いたい。

「ええと、野火止さん」

　まず皮切りに俺が口を開くと、野火止さんは困ったように眉まゆ根ねを寄せて笑う。

「うーん、そんな畏かしこまった呼ばれ方、慣なれてなくてくすぐったいな。呼び捨てで良いよ？」

「よ、呼び捨てはちょっと……失礼すぎる気が」

「私は構わないんだけどなあ。……ふむー。じゃ『センパイ』？　って自分で言うのもえらそーでアレなんだけど、呼ばれ慣なれてて楽だからそれでどうでしょ？　あ、ただし下の名前でお願ねがいします。お姉ねえちゃんと区別付くように」

　なるほど、確たしかに名みよう字じだと紛まぎらわしいか。……つまり。

「麻ま奈な佳か、先せん輩ぱい？」

「うんむ、よきかなよきかな」

　右足をまっすぐ伸ばし左だけを折り曲げた、ストレッチのワンポーズみたいな座り方をした野の火び止どめ……麻奈佳先輩が、隣となりでからからと笑いながら何度も頷うなずく。なんだか初はつ恵え先生とは正反対に思えるほど気さくで明るい性格をした方だ。念のため訊きいてみたところ、やはり二人ふたりは実の姉妹であるそうだが。

「にしても、本当にごめんね～。こんなことになっちゃって面めん目ぼくないっ！」

　──そしてこの、親しん戚せき同士で顧こ問もんとコーチを分担しているという非常に身に覚えのある体制が、どうやらいろいろと話が行き違ってしまってる原因であるらしかった。突然の謝しや罪ざいに続き、先輩はおおよその顚てん末まつを俺おれと葵あおいに聞かせてくれる。

　まず、今回の練習合宿の約束。これは御み庄しよう寺じと麻奈佳先輩、ほぼ二人だけの間で取とり纏まとめられ、初恵先生には半ば事後報告となってしまったそうだ。

　硯すずり谷だにはスポーツ推進校でありながらその立地的な問題により、他校と交流する機き会かいは自分たちから遠方まで求めていかないとなかなか得られないため、日程にさえ問題がなければよそから来てもらうのは大歓迎だろう。麻奈佳先輩はてっきりそう考えていたものの──

「まさか、お姉ちゃんがあんなに反対するとは思わなくてねー」

　とのこと。顧問からの予想だにしない難なん色しよくに二人は大もめ。「宿泊施設は提供しない」と言い張る姉に「じゃあキャンプしてもらう！」と固持する妹。一応最後にはそれで相手（つまり俺たち）が納なつ得とくするなら、という条件付きで練習会は決行される手はずになったのだが。

「でも、ちゃんと訊いてみてってお願いしたんだけどなー。そしたらキャンプで問題なしって言われて、良かった～って思ったんだけど」

　さらに、仲介役の御庄寺から葵に話が伝わる過程でもう一つ齟そ齬ごが混じってしまった……というか、どうも御庄寺がキャンプの件を俺たちに伝えることなく、勝手に二つ返事で承しよう諾だくしやがったっぽい。まーその辺、ヤツの思おも惑わくは手に取るようにわかる。どうせ俺と葵が同じテントで夜を過ごしたら面おも白しろい事になるかもぉ、とかろくでもない想像を膨ふくらませたのだろう。ならんちゅーに。

　ともあれ、それが現状に至る大まかな流れのようだ。

「たぶん、こっちにもかなり行き違いが有ったんだと思います。むしろ、麻奈佳先輩のおかげで練習会を受けて頂けたみたいですし、とても感謝してます。約束を取り持って下さり、本当にありがとうございました！」

　恐きよう縮しゆくし続ける先輩に、深くお礼を告つげる。この行事、硯谷にとってはただの交流会みたいなものだろうが、俺おれたちにはもっと大きな意味を持っているのだ。だからちゃんと実現に至れたことを思えば、キャンプくらいの不便など些さ事じとさえ言えた。

　そう。これは、とある問題のため公式戦に出られない慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部が他校と試合できる、数少ないチャンス。何が何でも、最終日程の練習試合まで順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに辿たどり着かなくては。コーチとして、みんなをそこまで導みちびいてやらなくては。

「え、ちょ、止やめてよ～！　こんな学園の外にまで追いやっちゃって心苦しーのに、そんなこと言われたらむずむずしちゃうからっ！」

　決意を胸に頭を下げる俺を見て、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいは上半身の可動域おおよそすべてをぶるぶると震ふるわせたじろいだ。あはは、ちょっと失礼な感想かもだけど……なんか、動きが面おも白しろい人だ。

　ちなみに先輩の話によれば、野営地として宛あてがわれたこの場所、正せい確かくには学園の敷しき地ち外がいらしい。最初に通ったゲートのある側がわにはちゃんとフェンスが設もうけられているものの、裏の方には広大な森と山々が広がっているためわざわざ囲って防犯に努める必要が無く、目に見える形での境きよう界かい線せんは存在しないのだとか。

「いえいえ、本当に感かん謝しやしきりで──」

「……」

「──ん？」

　俺もかぶりを振り、もう一度頭を下げたところでふと気付く。そういやさっきから、葵あおいのやつが妙に大人おとなしいな。しかも、身体からだを小さく折りたたみ彫像みたいに固まって、まるで気後れでもしているような雰囲気。

　いつもなら──というよりほんの少し前まで好き勝手に口を挟みまくっていたのに、一体全体どうしたんだろう。

「……葵？」

　不ふ審しんに思って、呼びかける。俺たちの間に入っていた麻奈佳先輩も、釣つられるように葵の方へ視線を向けた。

　すると、そんな先輩の視線から逃のがれるように顔を下げ、

「あ、あの……。野の火び止どめ、麻奈佳先輩……ですか？」

　葵は改まって先輩の名を呼んだ。

「ほえ？　そうだよん」

　きょとんとした顔で、先輩は肯定する。俺にしてみればさっきから何度もそう呼ばせて頂いているので何を今さら……という感じだったのだが、まもなく葵の降って湧わいたような萎い縮しゆく、その理由は本人の口から語られる。

「そ、そのっ。もしかして先輩っておととしの、硯すずり谷だに中等部の女バスの……４番、でしたか？」

「あれ？　何で知ってんの。……あ、もしかして葵ちゃんもバスケ選せん手しゆ？　それどころか昔対戦してたりとかっ？　ぐわーだったらごめんっ！　ぜんぜん気付かないで──」

「い、いえっ！　対戦なんかとてもっ。私たち、超弱小だったので……。でも、中二の時、中総体の県大会決勝がわりと家の近くでやってたので、観かん戦せんに行ったんです。その、すごい試合でした。……感動しました」

「おお～、見ててくれたのかあ。それはそれは嬉うれしいな。ありがとうっ！」

　なるほどな。先せん輩ぱいがかつて憧あこがれの視し線せんを送っていた相手であることに長らく気付けなくて、恥はずかしくなっちゃってたのか。……ん、でも待てよ？　ということは。

「葵あおい。もしかして……いや、もしかしなくても。その試合、俺おれも一いつ緒しよに見てた？」

「見てたどころじゃないでしょ！　さんざん褒ほめちぎって、あの４番すごい！　男子部に居て欲しかった！　とか失礼な事喚わめきまくってたじゃん」

　やっぱりか。言われてみれば記き憶おくが蘇よみがえってきた。もっとも当時はプレーに釘くぎ付づけで、顔も名前もぜんぜん意い識しきに入ってきてなかったので、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいがその人だと言われてもあんまりぴんとこないのだけど。もし男子であれば間違いなくデータをかき集めていただろうが。

　しかし葵め。そんな余計なことまで伝えなくても良いではないか。それじゃまるで俺が先輩のことを男扱いしてたみたいな語ご弊へいがあるぞ。

「なに～。嬉しいこと言ってくれるじゃないの、くぬくぬ」

　とか思って一いつ瞬しゆん青くなったが、エピソードを聞いた先輩はいかにも体育会系なノリで眼を細め、俺の肩に肘ひじを乗せてぐりぐりと戯たわむれ突いた。良かった、ちゃんと賛さん辞じとして受け止めて貰もらえたようだ。

　今さら再さい確にん認しきするまでもないが、すごくフランクでいい人だな、麻奈佳先輩。その上見み目め麗うるわしいし、女子高でこのキャラだと、モテてモテて仕方ないだろう。もちろん同性に。

　そして先輩はかつての……いや、きっと現在も名高きバスケの名手。

　その事実を認識して、この瞬間まで言及できずにいた『痕こん跡せき』を、これ以上見過ごすのは難むずかしかった。

「あの……先輩。足、お怪け我がなされたのですか……？」

　葵にとってもそれは同様だったらしく、俺より早くそう問いつつ、テーピングでがちがちに固められた先輩の右足に沈痛な面おも持もちを寄せる。

「ん？　あーこれ？　いや～、インターハイ予よ選せんでちょっくらね～。でも全然大したこと無いよん。ほらこの学校、やたら科学的なんちゃらをウリにしてるからさ。怪我するととにかく処置が大おお袈げ裟さなんだわ、あはは。ま、確たしかに効果はあるみたいだけど、ぶっちゃけちょいと恥ずかしくて困るよ」

「そ、そうなんですか！　よ、良かったです……」

　あっけらかんと笑う麻奈佳先輩を見て、葵はほうっと息を吐ついた。

「…………」

　俺おれもまた、これ以上怪け我がについて触れるのは止やめておくことにする。どうやらその方が、先せん輩ぱいとしても気が楽そうだし。

「それで療りよう養ようついでに、ミニバスのコーチを引き受けたんですね」

「うんうん。……や、どっちかっていうと私がお姉ねえちゃんにわがまま言ってやらせてもらってると言った方が正しいかな。とにかく、事情は違えど昴すばるくんとはすごいシンパシーだよ。ほんと、ようこそ～！　って感じ」

　話題を逸そらすようにして尋たずねると、先輩は勢いよく頷うなずき、とびっきりの笑え顔がおを向けてくれる。確たしかに境遇は、記号的に見れば近しいものがあるのかも。とはいえ俺の方から怪我した先輩に共感を感じたら、ちょっとおこがましい気もするけど……。

　なお、こちらの事情は『訳わけあって高校のバスケ部が休部になった』と多少ぼかして伝えてある。馬ば鹿か正直にロリコン云うん々ぬんまで話しても、困らせるだけだろうし。

「さてと～。じゃ、私ちょっくら物資調ちよう達たつに行ってくるよ。寝袋とか絶対必要だろうし、山岳部の子に頼んで借りてくる。それと、食料もね。あ、もし元気があったらあっちの方に山道あるから、ちょっと冒険してみると良いよ。めっちゃ美お味いしい湧わき水みずがあるんだ、すぐ先に」

　不意に、手を貸す間もなく左の手足だけで器用に立ち上がる先輩。そして俺と葵あおいを交互に見ながら、さらなるサポートの約束をしてくれる。

「あ、申し訳無いですっ。その、助かります！」

「ん～ん、それはこちらこそ。来てくれてありがとねっ。明日あしたからの練習には、ちゃーんと参加して頂きますので。今日きようは疲れを癒いやしつつ、みんなでキャンプ楽しんで下さい！　じゃ、また夕方頃ごろにいろいろ持ってくるから、ばいばい。部員のみんなにもよろしくっ」

　最後に松まつ葉ば杖づえを掲げたまま敬礼するという荒技を見せたのち、先輩は校舎の方に帰き還かんしていった。なんとなく顔を見合わせ、笑顔になる俺と葵。……良かった。初はつ恵え先生の冷酷な雰囲気に明日からどうなることかと思ったが、麻ま奈な佳か先輩が居てくれるのならキャンプだろうがなんだろうが、三泊四日、非常に楽しく過ごすことが出来そうだ。

　さて、と。これでひとまずは手も開いたことだし……

「みんなごめんっ！　ずいぶん話し込んじゃって」

　テントの中に走り込み頭を下げると、じゃれ合っていた五人の視し線せんが俺に集中する。

　そして智とも花か、愛あい莉り、紗さ季きの三人は笑顔で不問に付してくれたものの、

「まったくだぞすばるんっ！　自分のヤクメを忘れんなよなー！」

「おー。おにーちゃんは、ひなたちをもっとかまわないとダメなんだぞー」

　案あんの定じよう、真ま帆ほとひなたちゃんには激はげしく糾きゆう弾だんされてしまった。まったく仰おつしやる通り。コーチとしてお恥はずかしい。

「ほんと、反省してます。……じゃあお詫わびも兼ねて、今からちょっと探検に行こうか。なんか、近くに美味しい水が湧いてるんだって」

　頭を搔かきつつそう告つげると、ふくれっ面つらだった二人ふたりも俄が然ぜんにんまり。

「マジで！　あはっ、しょーがないからそれでゆるしてやんよっ！」

「おー。おみず飲みたい。のど渇いた」

　ふー、機き嫌げん直してくれて良かった良かった。

「よし、じゃあ早さつ速そく行く？」

　尋たずねた瞬しゆん間かん、五人が競きそうように立ち上がって傍そばに駆かけ寄ってくる。

「はいっ。夜に備えて、いっぱい汲くんできた方が良いですよね。容器、持って行かないと」

「あ、わたし空のペットボトル持ってます。洗えば、使えるかも……」

「そうね、私の水筒ももうほとんど中身入ってないし、飲みきって使うわ」

　智とも花か、愛あい莉り、紗さ季きも元気いっぱいな様よう子すだ。少し休んだだけですっかり回復するあたり、子どもはすごいよなあ。や、俺おれだってまだまだ疲れてなんかおりませんが。

「それでは出発進行──って葵あおい、どうした？　留る守す番ばんか？」

　外へ出て、皆が靴を履はき終えたところで改めて宣言。した矢先、不意に葵が何か思い出したようにテントの中へ慌あわてて戻っていった。

「ごめん、ちょっと忘れ物！　すぐ準備するからほんの少しだけ待って！」

「ん、わかった」

　そして首だけを入り口から出して額ひたいの前に手を立てる。特に急ぐ必要もないので了解すると、ほどなくして葵は小さなポーチを身につけ再登場した。

「もう行ける？」

「う、うんっ。ごめんねみんな、お待たせして」

　葵は何度も頭を下げて子どもたちに詫わびたが、言うまでもなく誰だれしもが笑え顔がおで不問。上機嫌のまま俺たちは一団となり、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが教えてくれた山道に踏み込んだ。





＊









　◆葵手記・一

　それにしてもびっくり。まさか先輩みたいな有名人に会えるとは思ってなかった。

　うー、恥はずかしいな。すぐにあの『野の火び止どめ麻奈佳』選せん手しゆだって気付けなくて。

　ん、とにかく先輩がいて下さるならみんなにとってもきっと楽しい親善合宿になるよね。良かった良かった。




　[image: さんてん][image: さんてん]さて。じゃあ少し肩の荷も下りたことだし、このチャンスに私はもう一つの職しよく務むに取りかかることにしよう。

　昴すばるの素行調ちよう査さという職しよく務むに、ね。

　うん[image: さんてん][image: さんてん]。やっぱりどーも、ここんところの昴はおかしい気がする。なんか、子どもたちにいくらなんでもデレデレしすぎというか。

　まさかとは思うけど。休部事件のせいで心が歪ゆがんで、一周回ってあいつの方も不ふ埒らちな趣しゆ味みに目覚めてたりなんかしないわよね[image: さんてん][image: さんてん]？

　そのへん、良い機き会かいだしじっくり観かん察さつして、挙動に変なところがないかメモとって徹てつ底てい的てきにチェックしてやろ。

　も、もちろん『ただの思い過ごしだったかー』って、私の方が反省することになるだけだろうけどっ。








　さすがに舗ほ装そうまではされてなかったが、山道はなだらかでとても歩きやすかった。木こ立だちが直射日光を遮さえぎってくれていることもあって、実に快適な散歩コースである。

「あれ……？　昴さん、分かれ道ですっ」

「本当だ。んーと……あ。ほら、案内札。湧わき水みずは右の道だって」

　しかも、ちゃんと道しるべまであるので気をつけていれば迷う心配もない。この感じだと、学園の人たちにはかなり有名なスポットみたいだな。

「ご、ごめんなさいっ。み、見落としていましたっ……」

　俺おれが指さした先を見て、少し照れくさそうに顔を伏せる智とも花か。

「あはは、立て札で良かった。試合中にフリーの選せん手しゆ見落としたら大変だったよ」

「ほ、本当ですね……。き、気をつけないと！」

　冗じよう談だんめかして言うと、智花はたちまち真剣な面おも持もちになって胸の前でぎゅっと両手を握ってみせる。っと、いかんいかん、実直なエースに対してちょっと軽口がすぎたか。

「とはいっても智花は試合本番になると集中力がすごいからね。いざという時のことはぜんぜん心配してないけど」

「そ、そんなことは……え、えへへ」

　よし、フォロー成功。もちろんお世せ辞じじゃなく、改めて本心を告つげたまでだけど。

　再びはにかんで気負いを解いてくれた智花と横並びに、どんどん山道を歩く。立て札の前を通り過ぎ、Ｙ字路を右に。

「あーっ！」

　その瞬しゆん間かん、なにやら後ろから大きな叫び声が響ひびく。驚おどろいて振り返れば、真ま帆ほが立て札のすぐ後ろに生はえている樹じゆ木もくを指さし、眼を瞠みはって立ち止まっていた。

「どうかした？」

　智花と頷うなずきあってから、早足で道を引き返すと、

「ほらほらすばるんっ！　クワガタ！」

　真ま帆ほは斜め上方向に人差し指を突き出したまま、俺おれに嬉き々きとした顔を向ける。

「おー本当だ。こんな時間に珍しいな」

　見れば確たしかに、猛たけ々だけしいツノを持った黒光りする昆虫が、木の幹にじっとしがみついていた。あれはミヤマクワガタ、かな。日の高いうちに姿を拝めるなんてすごくラッキーだ。

　……なんて事を伝えようと口を開く寸前、俺に向けられた爛らん々らんと輝かがやく瞳ひとみが期待している言葉は、まったく別のものだということにギリギリで気付いた。

「……ええと。あはは、捕まえたい？」

　慌あわてて台詞せりふを修正すれば、真ま帆ほは破顔しながら無言でこくこくと何度も首を縦たてに振ってみせる。まったく、この無邪気な表情は反則だ。ついつい甘やかさずにはいられなくなってしまう。

「捕まえても、飼う容器無いじゃない」

「飼わなくてもいーの！　一回すぐ近くで見たいだけっ！　それに写真撮とっとけば夏休みの自由研究で使えるかもしれないし！」

　呆あきれ気味に指摘する紗さ季きには目もくれず、真帆は木の幹を見み据すえたままその場でぴょんぴょん跳はねる。クワガタが止まっているのは地上から３ｍほど上の位置。俺でもちょっと捕まえるのは無理な高さだが、

「ほら、乗って」

　肩かた車ぐるまなら、なんとかいけそうだ。真帆もとっくにそう考えていたようで、俺が膝ひざを突くか突かないかのうちに勢いよく肩に両りよう脚あしが乗っかってきた。

「じゅんびかんりょ～！　たのんだすばるんっ！」

「あいよっ──と」

　俺の頭を抱きかかえながら真帆が叫んだのを合図に一息で立ち上がり、幹の方へ歩み寄っていく。

「どう、とれそう？」

「もーちょい右に行って！　うん、そこそこっ！」

「おー。まほ、がんばれ。ひなも、くわがたさん近くで見たい」

「真帆っ、はさまれないように気をつけてねっ！」

「あっあっ……！　うう、落ちないでね真帆ちゃあんっ」

「あはは、心配すんなって！　はさまれたりしないし、すばるんが支えてくれてるんだぜ？　落ちるわけないって！　まってろよー。今捕まえちゃうからな～」

　ひなたちゃんの応援、そして智とも花かと愛あい莉りの懸け念ねんに、あっけらかんと返事する真帆。そんな言葉を聞いて、自然と両膝に添そえた掌てのひらに力が入る。俺のせいで怪け我がなんか絶対にさせられない。信頼には、是ぜが非ひでも応こたえるべし。

「え……あああ──っ!?」

「んっ!?」

　と、胸の内に決意を燃もやした矢先。真ま帆ほがいきなり身体からだを反そらせ、後ろ向きに倒れんばかりに重心を傾けた。何が起こったのかと膝ひざを支えながら上を向けば、クワガタがいない。今の焦あせりようからして、捕まえたのではなく飛んで逃げられたっぽいな。

　これは残念。思わず、俺おれの口からも溜ため息いきが漏もれる。

「わ、と、と！」

「ぐぎゅ!?」

　そんな息を漏らしきったタイミングで、真帆が肩の上で大きくバランスを崩くずした。慌あわててこちらから重心を持ち直してやろうと試みるが、真帆自身も落下するまいと両の太ももにぎゅっと力を込めてしまったせいでそれどころじゃなくなる。キュロットスカートから伸びる素す足あしにスリーパーホールドのごとく首筋をぐいぐいと締しめ上げられて、倒れるのが先か失神するのが先かという絶体絶命の状況に陥おちいってしまう……！

「ま、真帆……く、くるし……」

「うおっとっとっとととととと！」

　それでも真帆のヤジロベエ状態は一向に収まらず、太ももに頸けい動どう脈みやくを圧迫され続けて一いつ瞬しゆん気が遠くなる。

「あ、危ないっ！」

　が、いち早く状況に気付き駆かけつけてくれた葵あおいに助けられ、なんとか事なきを得る。いやはや、思わぬ所に危険が潜ひそんでいたものだな……。

「あーあ。逃げられちゃった…………けどまいっか！　あははっ、早く水汲くみにいこうぜー！」

　せっかくの大物を捕らえ損ね、真帆は大きく項うな垂だれる。しかしそれも一瞬のこと。すぐさま元気を取り戻すと、今度は一転みんなを引き連れるようにスキップで先を急ぎだした。

「こら待ちなさい！　もー、誰だれのせいで足止めされてたと思ってるのよっ」

　そんな姿を見て呆あきれる紗さ季き。見み慣なれたやりとりに気持ちが和なごみ、俺の口からは自然と笑えみがこぼれた。







　◆葵手記・二

　な、なんで昴、あんな苦しがってたすぐ後にへらへら笑ってるんだろ[image: さんてん][image: さんてん]？

　なに？　もしかして、そういうシュミ[image: さんてん][image: さんてん]。

　それとも真帆ちゃんのふとももに挟まれる悦よろこびを思い出してる[image: さんてん][image: さんてん]とか。

　うー、それはさすがに考えすぎとは思うけど、でもやっぱりなーんか気になるなあ。

　[image: さんてん][image: さんてん]膝ひざの支え方とかも、みょーに手つきがやらしい気がしたし。

　とりあえず、もう少し調ちよう査さを継続してみないとね[image: さんてん][image: さんてん]。








「きひひ、くらえサキっ！」

「きゃ……ちょっと何すんのよ！　お返しっ！」

　ほどなく辿たどり着いた泉は驚おどろくほど水量が豊かで、近くにはちょっとした小川が出来ていた。それを見るや真ま帆ほとひなたちゃんが率先して靴を脱ぎ飛び込み、連れん鎖さして五人全員での水遊びが始まる。







[image: ]







　俺おれと葵あおいはそんな光景を眺めながら近くの岩に腰掛け、しばし森林浴に興きようじることに。

　木こ漏もれ日びの中、子どもたちの跳はね上げる水しぶきが世界を煌きらびやかに彩いろどる。ああ、なんか癒いやされるなあ。

　などと、五人の楽しそうな様よう子すから眼がん福ぷくを得ていたところ、

「……ん？」

　ふと横から冷たい視し線せんを感じる。首を捻ひねれば、葵がしかめっ面つらで俺の顔を射いすくめていた。

「なんだよ？」

「なんか、みんなのことをなめ回すように眺めてて……不ふ審しんなんだけど」

　訝いぶかしんで問えば、そんな文句。相変わらず、こいつは何を言ってるんだろう。

　……しかし。とはいうものの、だ。

　さっきは軽く流したが、確たしかにここ最近の自分は、子どもたちに対する態度において反省すべき面も多々あったような気もするのだよなあ。

　尊敬していた元部長のロリコン事件という忌いまわしき記き憶おくのせいで変に意い識しきしてしまったためか、五人との直接的な接触や特定の感情を覚えることに対する過剰なまでの危き惧ぐを抱く傾向にあった俺だが、考え直してみれば別にそのケはないのだからもっと堂々と、自分の感情に素直になっても良かったはずなのだ。

　なのに無む理り矢や理り内心を隠かくそうとなんかしたため挙動が不自然になり、葵にもあらぬ心配をかけてしまっていたに違いない。

　その事に気付き、密ひそかに深く自戒した。そしてこれからはもっと素直に、自然体で生きようと思い直したのだった。

「不審ってなんだよ。ただ、無邪気で可愛かわいいなーと思って見み惚とれてただけじゃないか」

「………………え」

　そう、これで良いのだ。包み隠さず堂々と素直な想おもいを告つげれば、葵にも安心させてやることが出来るはずだ。だって俺には、やましいことなんか何も無いんだし。







　◆葵手記・三

　あ、あれ？

　今何か、どうしようもなく決定的な言葉を聞いてしまったような気が[image: さんてん][image: さんてん]。

　き、聞き間違いよね！

　よ、よーし！　さあどんどん調ちよう査さしよっと！

　で、でももしかして。本当にもう誰だれかに対して特別な感情を抱いていたり[image: さんてん][image: さんてん]とか、しないよね[image: さんてん][image: さんてん]？

　も、もしそうだとしたら、昴すばるってば五人の中だと誰が一番タイプなんだろ。

　いやもちろん『いるとすれば』の仮定の話だけど！

　[image: さんてん][image: さんてん]そうね。しいて、予想するならやっぱり──








　ひとしきり水を掛け合ってはしゃいでいた五人であったが、「そろそろ仕事！」と紗さ季きが鶴つるの一声を発すれば、全員が速すみやかにタンクや水筒を持ち出す。この辺のメリハリは、俺おれから注意なんてするまでもなくちゃんと自律してくれるので頼もしい限りだ。

　というわけでレクリエーションは一いつ旦たん終了。それぞれ水の入った容器を携たずさえ、帰路を辿たどる。

　もちろん俺も大サイズのタンクを一つ運うん搬ぱん中ちゆうなのだが、

「……っ」

　ふと見ればすぐ脇わきで智とも花かが小ぶりなタンクを左右に一つずつ抱えて奮ふん闘とうしていた。

「智花、無理しないでな。もし良かったら、片方持つよ？」

　そう尋たずねながら、左手を差し出す。うん、俺の方はもう一個くらい持ってもなんてことなさそうだ。

「あっ、ありがとうございます！　でもトレーニングになりますし、大丈夫です！」

「ん、確たしかに……そうか」

　大きさからして、智花が持っているのは一つで２kgくらい。なら小学生の女の子にはちょうど良いウェイトかもしれないな。紳士としては無理にでも預かってやるべき場面なのだろうが、コーチとしては、智花の言い分を聞き入れる方が正しいか。

「でも……」

「ん？」

　そう思って差し出した腕を引っ込めた直後、わずかに智花が俯うつむき加減に。

「女の子はもっとおしとやかでなければダメだと、お父とうさんにはよく注意されて……。こんな姿を見られたら、きっとまた怒られちゃいます、あはは」

　そして自じ嘲ちよう気味の笑えみで、そんなことを呟つぶやいた。

　ふむ。まあ智とも花かのお父とうさんの言い分も分からないではない。智花がこれほど可愛かわいらしくて素直なのは、きっと並々ならぬ愛情で大切に育てられてきた証あかしなのだろうし。

　けど、個人的な意見としてはやっぱり……。

「男だろうと女だろうと、俺おれは素す敵てきだと思うけどな、頑がん張ばってる子って。……それに。普段ふだんの智花は充分……お、おしとやかだと思うぞ」

　ちょっと照れくさかったけど、正直な想おもいを告つげる。

「ふぇっ!?　あああっ、ありがとうございますっ！　で、ではもっともっと頑張りますっ！」

　すると智花は跳はねるように背筋を伸ばし、二つのポリタンクをぐっとへその辺あたりまで持ち上げ、きびきびと早足で前進し始めた。

　あはは、どうやら励ましてやれたみたいだ。良かった良かった。







　◆葵あおい手記・四

　やっぱり智花ちゃんかな──と思ったんだけど。う～ん。ちょっと違うかな。

　よく二人ふたりで話してるけど、ほとんどがバスケに関係あるコトだもんね。ただプレーヤーとして息が合ってるだけなのかも。

　にしても。ふふ、そっか。頑張ってる子か[image: さんてん][image: さんてん]。た、たまには昴すばるも良いこと言うじゃない。私ももっと頑張ろう[image: さんてん][image: さんてん]っていや、あいつにどう思われようと別に関係ないけどっ！

　さ、さーてと。そんな事より調ちよう査さ調査！

　うーん、智花ちゃんじゃないとしたら、次に考えられそうな子は誰だれかな。

　あ、そういえばさっきテント建ててたときは[image: さんてん][image: さんてん]。








　一団で来た道を戻り、分岐路まで帰き還かんする。

「あ……！」

　と、そこで紗さ季きが木の根に躓つまずき、バランスを崩くずしてしまう！

「大丈夫っ!?」

「──っと、と。だ、大丈夫です。うっかりうっかり」

　けれどもなんとか踏ふみ留とどまり、転倒には至らなかった。ふう、安あん堵ど。

「気をつけないとね。怪け我がでもしたら大変だ」

「はい、ごめんなさい」

　胸をなで下ろしながら微笑ほほえんで告げると、紗季も恥はずかしそうに口角を上げる。

「そ、そういえばっ。お水の他ほかに、あらかじめ何か準備するものってありますか？」

　そして話題を変えるように、少し早口でそんな質問。

「んー。とりあえず寝袋とかは借りられるみたいだし、あとは食料を頂いてから料理の準備するだけかな」

「あ、そうですねっ！　夕食も自分たちで作らないといけませんね。……じゃあ、もし良かったら、献こん立だては私に考えさせて下さい」

「あはは、ありがとう。もちろん大歓迎だけど、いつも紗さ季きに頼り切りで申もうし訳わけないな」

　五月の合宿の時も炊すい事じでは紗季にすごくお世話になったので（ケンカのせいでカレーがダメになったのち、野菜炒いためなら今からでも作れると提案してくれたのも紗季だ）、感かん謝しやの反面、押しつけてばかりで良いのだろうかという逡しゆん巡じゆんもあった。

「いえっ。料理大好きですし！　それにみんな、絶対手て伝つだってくれますから。……真ま帆ほは別としても」

　けど、確たしかに他ほかの子たちも協力してくれるだろうし、紗季一人ひとりに負担を強しいる事にはならないか。うむ。なら、お言葉に甘えさせてもらおう。

「そっか、ありがとう。じゃあ今晩も紗季にお願ねがいしちゃおうかな？」

「はい、喜んで！　長は谷せ川がわさん何かリクエストありますか？　何でも応こたえますよ、ふふ」

「おおー、頼もしいね！　でも野外だし調ちよう理り器具もあんまりないから、そんなに凝こったものじゃなくて大丈夫だよ。定番で良いと思う」

「う～ん、そうですね。外というだけで、普段ふだんより美お味いしく感じたりするものですし」







　◆葵あおい手記・五

　[image: さんてん][image: さんてん]え。どういう、こと？

　今晩『も』って、それじゃあまるでいつも昴すばるが紗季ちゃんにご飯作ってもらってるみたいじゃない。

　ま、まさか。普段からそんな風ふうにお互いの家を行き来するような、深い仲に[image: さんてん][image: さんてん]？

　ちょ、ちょっと本格的に、探りを入れた方が良いのかな。昴の、紗季ちゃんに対する態度を[image: さんてん][image: さんてん]。

　うう。もしかして昴って、紗季ちゃんみたいに落ち着いてしっかりとした子がタイプだったの？　は、初耳すぎるよそんなのー!!








　俺おれと紗季との会話に四人も加わって、『やはりカレーか』『あえてシチューというのも』などと夕食について思いを馳はせつつ森を歩き続けると、まもなく無事テントの前に到着した。

　しばし休きゆう憩けいということで各おの々おのが床ゆかに腰を落とし、談だん笑しようしながら自分たちで組み上げた拠点の住み心地ごこちを堪たん能のうする。そんな中、ふと気付けば隣となりでは再び葵が疑念たっぷりといった表情で俺の顔を覗のぞき込み続けていた。

「……どした？　なんか今日きよう、ちょっと変じゃないかお前？」

「なんでも、ない」

　居い心地ごこちの悪さを感じながら問うてみたものの、葵あおいはぎこちなく首を振るばかり。なんなんだろう。子どもたちに対するあらぬ誤解は先ほど森で完全に解けたはずだし、今度は一体何を気にしているのやら。

　ええい。別に隠かくし事ごとがあるわけでもないし、単刀直入にちゃんと訊きいてみよう。そう思って口を開きかけた瞬しゆん間かん──やにわに自分の携帯電話が震ふるえ出す。

　びくりとしつつ手に取れば、ディスプレイには知らない番号が表示されていた。

「……うーむ」

　その時点で嫌いやな予感しかしないのだが、出ないという選せん択たく肢しは有り得ないわけで。

　覚悟を決めて受話口を耳に当てると、予想通り『○○病院です』という第一声。

　それから、淡々とミホ姉ねえの容よう態だいが説明された。

　──今夜、緊きん急きゆう手術を行います、と。
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「つまり、今日はおろか日程中にこちらへ来られるかも不透明ということですか……」

　頼み込んで葵にも同行してもらい、学園内の中庭で初はつ恵え先生と再会する。

　事情を話すと、予想通りの渋じゆう面めんで射いすくめられた。病院の番号を渡し、盲腸が噓うそでないことは説明したものの、あまり不ふ慮りよの事態を強きよう調ちようするのも居直ってるみたいなので、あとは口を噤つぐみ、頭を下げ続けるしかない。

「トラブルならしょうがないじゃんか。ねーお姉ちゃん。もう意地悪やめよ？」

　そんな不自由の中、唯ゆい一いつの救いだったのは麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが初恵先生に帯同してくれていたことだ。たぶん、気を利きかせてくれたのだろう。事実、これほど頼もしい援軍は無かった。

「あのね麻奈佳、私は…………困った子ね、貴女あなたも」

　眉み間けんに皺しわを寄せつつ、初恵先生は言葉に詰まる。意外なくらい、麻奈佳先輩に対してはあまり強く出ないのだな。仲が良いからだろうか。

「私も今のお姉ちゃんには困ってるよ……。ねー良いじゃん。キャンプが無理なら寮りようのゲストルームに入ってもらおう？　今、遠征ラッシュと帰省で人少ないし」

　さらに、麻奈佳先輩は嬉うれしい提言を続けてくれた。本当に姐あね御ご肌はだで頼りになる人だ。

「たとえどんな事情であれ、こちらに非がない以上例外は認められません。申しん請せい時期は過ぎています」

「あーもう頭硬いんだから！」

　さらに憤ふん慨がいを重ねてくださる先輩だが、まあ初恵先生の言い分も正せい論ろんだしなあ。

「……あの。キャンプで構いませんから、ここに居させて下さい。問題なんて、絶対に起こしません」

　俺おれも葵あおいも、しばし姉妹喧げん嘩かを固かた唾ず吞のみで見守るばかりであったが、自分たちのことなのだから先せん輩ぱいに頼りきりというわけにもいくまい。そう思って、先生の眼をまっすぐに捉とらえ訴えかける。この程度のことで情じよう状じよう酌しやく量りようしてくれるタイプじゃ無さそうとは思いつつ、それでもみんなのために俺が今できることはすべてしておかないと。

　視し線せんを交差させたままで、長い沈ちん黙もく。ほどなく、やおら葵が一歩前へ出て胸に手を置きながら加勢してくれた。

「もし、こいつが問題を起こしそうになっても、私が命に替えて阻止します！」

　──っておい。なんで問題起こす前提なんだ。しかもまた俺が子どもたちに変な目を向けかねないみたいな言い方を。おかしい、もうそのいわれのない容疑は晴れたはずなのに。

　それはともかくとして。二人ふたり、いや麻ま奈な佳か先せん輩ぱいも合わせて三人に見み据すえられ、やがて初はつ恵え先生は辟へき易えきしたようにかぶりを振る。

「……夜に数度、見回りに行きます。その時些さ細さいでも何か問題が有れば、すぐに帰って頂きますので、そのつもりで」

　そしてそう言い残し、返事も聞かずに踵きびすを返してしまった。

　少しして、ほう……と溜ため息いきが三つ。どうやら、始まる前に終了という最悪のケースは免れたようだ。

「……あはは、一件落着。せっかく来てもらったんだもん、楽しい練習会にしよっ」

　松まつ葉ば杖づえに寄りかかってぽんと自分の胸を叩たたきながら麻奈佳先輩が笑う。

「助かりました、本当に先輩には何とお礼を言って良いのか。その……今回の親善合宿、何としても実現させたかったので」

　みんなのために。みんなの初めての、他流試合のために。

「そんなの私だって同じだよう！　ダメになんなくて良かった。……じゃ、とりあえずは夕食の準備しよっか。山岳部の子から色々借りる約束は取り付けといたから、寝袋とお鍋なべ、それに食材とかもろもろ運んじゃおー。申もうし訳わけ無いけど、一いつ緒しよに取りに来てくれるかなっ？」

　ぐっと親指を突き出したのち、麻奈佳先輩が屈託無く首をかしげる。

「はい、もちろんです！　ありがとうございます！」

　俺と葵は頷うなずきあって、即座に笑え顔がおで返事した。
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　ほどなく、夜を迎える。

　やはり初日は定番……ということでカレーを作り、和わ気き藹あい々あいと夕食を済ませ、ボールを使ってテント内でパス遊びに興きようじていたところ、外から麻ま奈な佳か先せん輩ぱいに呼ばれた。話を聞けば、どうやら浴場に案内して頂けるらしい。

　もちろん断る由よしもなく、喜ぶ子どもたちに囲まれながら、タオルを首に俺おれも連なって学園の方へと歩いて行く。




　……まあ、この時点である程度オチは読めていたのだが。




「本っっっっっ当にごめんね昴すばるくんっ！　お願ねがいだから風か邪ぜ引かないでねっ！」

「あはは、大丈夫です。夏ですから」

　道すがら、夜でも使用可能な手洗いを案内してもらうついでに、俺たちはソフトボール場に寄り道をする。

　そして、そこに隣りん接せつする水飲み場が、俺専用の浴場であった。

　いや、文句などもちろんない。だって女学園なのだから。男湯が無いなんてことは予想のつく話だもの……。

　何度も頭を下げる麻奈佳先輩に恐きよう縮しゆくを返し、「おにーちゃんも一いつ緒しよに入ればいいのに」と不ふ思し議ぎそうな顔をするひなたちゃんを葵あおいに説得してもらい（しかし葵のやつ、あんな鬼のような形ぎよう相そうにならなくても良いのに……）、ぽつねんと一人ひとり残ってグラウンド脇わきの草むら近くでごしごしとタオルで身体からだを擦こすり始める。

　上半身裸にトランクス姿である。

「うう……これは、効きくな……」

　ソフトボール部は遠征中らしいし、こんな時間に誰だれも来ないだろうと自みずからに言い聞かせてみるものの、寒さ以外の理由で背筋の凍こごえが収まらない。もし、誰かにこの場面を見られたら、もはや言いい訳わけの余地は無いよなあ……。

「あ、いけね」

　しかも最悪なタイミングで、重要なことを思い出す。

　日につ課かである筋トレ、今日きようまだやってないじゃないか……。

　本来もっと遅い時間に行っているので失念していたが、今後汗を落とせるチャンスは無さそうなので身を清める前に済ませておく必要があったのに。

「やる、か……」

　どう考えても、チャンスは今しかないよな。みんなはどうせ風ふ呂ろ長いだろうし、いつも通りのメニューをこなすならうってつけのタイミングだ。

「しかし、弱ったな」

　着ていたＴシャツ。洗っちゃったんだよなあ。着替えは持ってきているが、それを着て地べたに寝転がったり汗をかいたりしたら、せっかく取り戻した清せい潔けつが水泡に帰してしまう。




　…………………………………………つまるところ、だ。




「────ふっ！　────ふっ！　────ふっ！」

　満天の星空の下。夜の女子高、それも全ぜん寮りよう制せい、男子禁制の花園の中。上半身裸で、汗まみれになって腕立て伏せを繰くり返す俺おれの声が響ひびく。

　ああもう、ここのところどんどん自分が汚れてしまいつつある気がしてならない……。

　けど、サボるわけにもいかないしな。復帰までの間チームプレーの練習にはどうしても不自由してしまうので、せめて独ひとりで出来ることだけは重点的にやっておかないと。

　虫の鳴き声と、自分の吐と息いきだけが宵よいに広がる。あまりに現実離ばなれしたシチュエーションからか、わりとすぐに落ち着かない気分は抜けていった。我われながら結構肝きもっ玉たまが据すわっているというか、もし見つかったら即通報レベルだというのに、よくもまあこんなに没頭できるものだ、はは。




「──ふんふ～ん♪　甘いもの禁止とか寮長マジでウルサすぎっ。未み有ゆは虫歯なんて気にしないんだから。部へ屋やだとバレるなら外で食べれば良いだけだし……って、え？」




　なんて自じ嘲ちようの笑えみを漏もらしてしまった瞬しゆん間かん。

　忽こつ然ぜんと草の陰から現れた女の子と、ばっちり目が逢あった。

　………………………………………………………………………………………………マズい。

　至近距きよ離りで地べたに這はいつくばる俺を見下ろし、女の子は半ば放心して微動だにしない。

　歳としの程ほどは、どう見ても小学生。薄うすい色のストレートヘアを大きな黒いリボンで飾った、いかにもお嬢じよう様さまといった面おも持もちが、まるで精せい緻ちな人形のように無表情を保っている。

「あ……あの……その……ええと、ち、違うんだ。俺はっ……」

　しかし、こちらが口を開いた瞬間。まるでビスクが砕くだけ散るように顔つきが歪ゆがむ。

「ぎゃ、ぎゃあああああああああああああああ！　怪かい奇きオオサンショウウオ男っ！　あああ悪あく霊りよう退散っ、そして助けてえええええっ！」

　そうして一目散に踵きびすを返し、釈明する暇ひまも与えてくれないまま叫びながら走り去っていってしまった。

「……ヤバいなあ」

　問題に、ならなければ良いのだけど。……なんか妖よう怪かいの類たぐいと間違われた感じだったし、通報されたりはしないと信じたいが。

　しかし、オオサンショウウオって。そんなにヌルッとツルッとしてたのか俺……。

　正直、ここ最近浴びせられた罵ば詈り雑ぞう言ごんの中で、密ひそかに一番グサッと来たかも。
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「み・の・む・し・み・の・む・し」

「な～かみ～はけ～むし～♪」

　とんだアクシデントに痛む心を自みずから宥なだめつつ、先にテントへ戻って待たい機きしていると、数分後にようやく全員がぞろぞろと帰ってきた。しかし本当に女の子というのは入浴がゆっくりだ。下へ手たしたら自分の方が遅くなって心配掛けるかとも思ったが、まったくの杞き憂ゆうだった。

　ここまで見送りまで買って出て下さった麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが「じゃあまた明日あした～」と帰き還かんしてすぐ、俺おれたちも就寝準備に入る。とはいえ物珍しいテントと寝袋の存在が興こう奮ふんを呼び起こしてしまい、なかなかスムーズな消灯に至れないでいたが。

「ええと、真ま帆ほ、ひなたちゃん。明日の朝早いしもう寝ようか……ね？」

　二人ふたりで一つの寝袋に入り込み、即そつ興きよう歌かにのせてもそもそと不ふ思し議ぎな踊りを続ける真帆たちに、困り笑いで告つげる。時間的にはあと少しくらいなら夜を楽しんでも健全な範はん囲いだろうが、合宿として来ているのだから規律ある生活を厳げん守しゆすることも大事だ。

　これも、全すべては明日からの練習をみんなに楽しんでもらうため。たとえちょっとくらい口うるさいやつだと思われても、甘んじて受け入れ保ほ護ご者しやとして鬼になろう。

　ちなみに二人のコラボみのむし、脳が蕩とろけそうな程ほどにかわいい。許されるのなら何時間も眺め続けていたい所存であったのだけれども。

「おー。ひな、ねる。今日きようもいっぱい楽しかったし、ちょっとねむくなってきた」

「ふわー。あたしもそろそろ眠いかも。ほんじゃヒナ、おじゃましたぜっ！」

　もしかしたら『まだ早い』と文句を言われてしまうかな、なんて心配もしたが、全員が素直に申し出を聞いてくれた。よく考えたら移動も含めて朝から大忙しだったわけで、元気盛りとはいえそろそろ燃ねん料りよう切れでもおかしくない。

「……あれ？　わ、すばるん大変だっ！　寝袋のジッパー開かない！」

「えっ？　ああ、二人で入ったりするから服に引っかかったんだな。……ほら、これでよし」

「おおー。さんきゅ！　あはは、あーびっくりした」

　なんてちょっとしたトラブルはあったもののそれ以外は滞とどこおりなく、皆揃そろって就寝準備に入る。俺も寝袋を持ち出し、一応門番になるべく、出入り口のすぐ横に陣取ってジッパーを開いた。

「……」

「……」

「……え、ええと」

　と、その傍かたわらで、智とも花か、愛あい莉り、紗さ季きの三人がなにやらぎこちなく固まったままそわそわしている事に気付く。

「……あ、あれ？　何か忘れてる、俺おれ？」

　もしかしてお休みの挨あい拶さつだろうかと思い口を開こうとしたところ、それより早く智とも花かが慌あわてて両手を胸先で振る。

「い、いえっ。た、大したことでは無いのですが……そ、その……寝るときの場所決めは……し、しなくてもよろしいのでしょうかっ？」

「あ、そうか……」

　確たしかに自分のことだけでなく、それぞれのテリトリーくらいは決めておいてあげた方が荷物の整せい理りとかをしやすいかもしれない。けど、もう真ま帆ほとひなたちゃんは力尽きたように寝転んじゃってるし、やっぱり明日あしたからで良いかな。

「今日きようのところは自由……だとマズい？」

「じ、自由……ですか」

　軽い気持ちで告つげた瞬しゆん間かん、三人はますます戸と惑まどいを深めて顔を見合わせ始める。

　ん、何か場所に拘こだわりでもあるのだろうか。テントの中なんて、大体どこに寝ても同じだと思うんだけどなあ。

　とにかくこのままじゃ埒らちがあかなそうだったので、じゃんけん大会の開催でも進言しようか……なんて思っているうち、

　──とすん。

　藪やぶから棒に、葵あおいが俺の寝袋のすぐ隣となりに寝転んだ。

「あ……」

　それを見て、毒気を抜かれたようにきょとんとする智花たち三人。

「ん？　珍しいなお前。俺の近くとか、普段ふだんだったら死ぬほど嫌いやがりそうなのに」

「いっ、嫌に決まってるでしょ！　で、でもあんたを子供たちの隣に寝かせるなんて危なっかしくてできないもん！　い、いっとくけど私にだって変なことしようとしたら迷わずぶち殺すかんねっ！」

「だ、誰だれがするかアホ！」

　とんでもない言いがかりに憤いきどおりつつ……内心では反省も覚える。

　なるほど、智花たちの逡しゆん巡じゆんの理由は、それか。もちろん俺にやましい気持ちなど無いが、女の子たちの心境からすれば男の隣で寄より添そって寝るなんて何かと気がかりで、落ち着かなくて仕方がないだろう。

　うわ、葵が気を利きかせてくれて良かったな。危うく自分のデリカシーのなさに気づけないところだった。貧乏くじを自みずから引いてくれた幼なじみへ、密ひそかに強く感かん謝しや。

　それにしたって言い方があんまりにもあんまりなので直接礼なんて絶対言わないけどな！

「うん……まあとにかく。それじゃ、お休み」

　ともあれこれで問題はクリアされたと思われるので、三人に手を振ると、

「お、おやすみなさいっ」

「は、はいっ。今日きようもお世話になりましたっ」

「え、えへへ。明日あしたもよろしくお願ねがいしますっ」

　やたら早口ながら、元気の良い挨あい拶さつが返ってきた。

　そうしてみんなが寝袋に潜もぐり込んでくれるのを見届けてからランタンの明かりを落とし、最後に自分も寝ね床どこに就つく。

　色々と問題もあったが、これで合宿の初日もなんとか終了。

　明日からの本番に備え、ゆっくり身体からだを休めることにしよう。







　◆葵あおい手記・エクストラ
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　うわあああああああ！　昴すばるの顔が、近すぎる～～～～～～～～～～～～～っ!!
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　翌日。簡かん単たんな朝食を済ませてから小学部の体たい育いく館かんに案内してもらう。

　そして、トラブルとはえてして連れん鎖さするもの、という法則を再さい認にん識しきさせられた。

「お、お、お──」

　正面玄関の奥に体育座りで待たい機きしてくれていた硯すずり谷だに女じよ学がく園えんミニバスケットボール部のみなさん。その最前列でツンと斜めを見上げ、品定めするように目め線せんだけを動かしていた女の子が、最後に足を踏み入れた俺おれの顔を見るや瞼まぶたを見開き、わなわなと唇を震ふるわせて──

「男ぉぉぉぉおっ!?」

　──おののくように立ち上がると、びしぃとこちらを指さし、甲かん高だかい叫び声を天てん井じように響ひびかせた。

　真ま帆ほの髪よりさらに明るめの栗くり色いろストレートヘアを束ねた大きな黒いリボンが目立つ、小柄な少女。細長い眉まゆやつんと尖とがった鼻が、そこはかとなく気品……そして苛か烈れつな気性を予感させる。初はつ恵え先生とは別のベクトルで、怒らせたら大変なことになりそうな子だ。

　いや、もうなってるかもだが。だって彼女、間違いなく……昨日きのうの子だよなぁ。

「せ、先生っ！　ななななんで男が未み有ゆたちの神聖なコートに侵入してきてるんですかっ!?」

　その子（未有ちゃん、という名前だろうか。そういやあの時もそう自称してたような気も）は存分に俺を睨にらみ付けたのち、壁かべ際ぎわで待機していた初恵先生の許もとに駆かけ寄り、おぞましげな横目をこちらに向けつつ糾きゆう弾だんを開始する。

　突然やり玉に挙あげられ面食らう反面、しかし俺は僅わずかに安あん堵ども感じていた。どうやら彼女が取り乱しているのはあくまで俺が男だから、という理由のみで、昨日出くわした相手だとはバレていない様よう子すだ。なら、即死だけは回かい避ひできそう……かな？

「な、なんだよてめーすばるんにしつれーだぞ──もが！」

　罵ば声せいを聞いて、有あり難がたいことに真帆が憤ふん慨がいして声を荒げてくれたが、今こちらからも騒さわぎ立てると収拾がつかなくなりそうだ。なので俺は普段ふだん紗さ季きがしてるように真帆の口元を押さえてから、耳元で「ありがと。でも大丈夫だから、な？」と囁ささやき、矛ほこをおさめてもらった。

「別に、男子禁制というわけではありませんよ、この体育館は」

「そうだぞ未有～。それに男の監かん督とくなんて外に出ればいくらでもいるんだから、いちいちアレルギー起こすな」

　しばし、我わが身を案じつつ動向を見守る。

　初恵先生は淡々と返答し、抗こう議ぎを取り合う気もないようだ。……助かったな。歓迎はあまりしてくれてないみたいだけど、さりとて理不尽な嫌いやがらせで俺たちを追い出すようなつもりでもないらしい。

　同じく待機中だった麻ま奈な佳か先せん輩ぱいも身を寄せ、俺の弁べん護ごに回ってくれた。どうやら旗色は悪くない感じだ。今度こそ強制送そう還かんされたらどうしようかなと思ったけど……。

　二人ふたりに感かん謝しやしつつ、場が落ち着くのを待つ。自分のことなのに傍ぼう観かんしていて良いのかという不ふ甲が斐いなさも有ったが、たぶんここで俺おれがしゃしゃり出ても余計あの子の機き嫌げんを損ねるだけになりそうなので、大人おとなしくしていることに。

　しかし、やっぱ全ぜん寮りよう制せいの女学園ともなればいるんだなあ。男という存在そのものに拒絶反応を示す女の子なんて、物語の住人みたいな子。ちょっと感動すら覚える。

　好奇心を刺し激げきされたせいか、拒絶されたわりには怒りも失意も湧わいてこない俺であった。

「で、でもでもでもっ！」

　少女の抗こう議ぎは、なおも続く。もはや理屈ではなくひたすらに否定を漏もらすばかりで、それ故ゆえに説得は難なん航こうしている様よう子すだ。……ああ、なんか申もうし訳わけ無い。

　いたたまれなくなる気分を紛まぎらわすように、少し辺あたりを観かん察さつしてみる。

　うん、改めてすごい学校だな……。まずこの体たい育いく館かん。縦たてに三面バスケコートが取れそうなほど広い。しかも小学部専用だというからなおさら驚おどろきだ。

　加えて、戸と惑まどいの表情で待機を続けるミニバス部員の数にも圧倒される。……数えてみたら、三十一人。昨日きのう聞いた話だと三年生までは『チャレンジ実習』と呼ばれる、いろいろな競きよう技ぎを遊びながら体たい験けんしていくプログラムへの全員参加が義務づけられており、まだ部活には所属できないらしいので、四年から六年までで、この人数である。

　なんとも、壮そう観かんだった。学校の特殊性を鑑かんがみれば大所帯と呼べるほどでは無いのかもしれないけど、日本のバスケ部に男女どちらかだけでこんなに人が集まるのは、普通の学校だとかなり恵まれたケースに思う。

　ちなみに現在バスケ部員以外の生徒は見あたらないが、まさかこの広い体育館を一つの団体だけで使っているとも思えないので、恐らく他ほかの部は遠征中か夏休みなのだろう。

　と、いろいろ驚いているうちに騒さわぎが収まったようだ。いよいよ言葉尽きたらしい女の子が渋じゆう面めんで列に戻っていく。すると間かん髪ぱつ入いれず麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが声を張り、

「いよっし、そいじゃ一日遅れになっちゃったけど、早速合同練習会を開始しよう！　まずはお互い、自己紹介！」

　明るく宣言したのち、俺に向けて目配せしつつ、謝あやまるように片手を立ててくれた。もちろん、「全然構いません」の意でアイコンタクト。

　そうしてようやく、今度こそ合同練習会の幕開け。先輩の進行に従って全員でコートの真まん中なかに輪わを作って座り込み、顔合わせをする。

　まずこちら側から五人と俺、葵あおいが簡かん単たんなプロフィールと招き入れてもらった事への感かん謝しやを告つげ、硯すずり谷だにのおおよそ全すべての部員さんから笑え顔がおと拍手で歓迎してもらった。

　続いて挨あい拶さつは硯谷サイドに移り、元気よくはしゃぐ四年生やはきはきと語尾を切る五年生の言葉に微笑ほほえましさを感じたりしているうちに、バトンは終しゆう盤ばん。残すは六年生最後の一人ひとり。

　──終始不機嫌を貫く、硯谷女学園ミニバス部、キャプテンの順番である。

「……藍あい田だ、未み有ゆ」

　そう。どうやら俺おれに対し敵てき愾がい心しんむき出しの少女──未有ちゃんは部のキャプテンであるらしい。……ううむ、相手のリーダーに嫌けん悪お感かんを持たれてしまうとは、なんともみんなに申もうし訳わけない。これで昨日きのうの件まで取りざたされてたら切腹ものだった。

　思わず内心で嘆く。

　と、ひとまず名前だけは絞しぼり出すように教えてくれた未有ちゃんが、

「だあああああっ！　やっぱり納なつ得とく出来ないそしてキモい！　なんで未有が、オトコなんて毛深くて不ふ潔けつな生き物が率いるヤツらと一いつ緒しよにバスケしないとダメなわけ!?　聞いてない聞いてない聞いてないっ！」

　突然我が慢まんの限界とばかりに頭を抱え、眼を吊つり上げながら俺に罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかける。

「おいざけんなてめー！　すばるんはぜんぜん毛深くなんかないぞっ！」

「おー。つるつるだー」

　とたん、再び憤いきどおる真ま帆ほとひなたちゃん──ってやめて！　味方してくれるのは嬉うれしいのだけれども、そこは！　毛のことは触れなくて良いから……っ！

「つるつる……？」

　聞いて、なにやら不ふ思し議ぎそうな顔で顎あご先さきに指をあてる麻ま奈な佳か先せん輩ぱい。もういっそ殺して欲しい。

「未有、静かにして」

　喧けん噪そうに包まれる中、初はつ恵え先生が再び眼を光らせると、一いつ瞬しゆんで水を打ったように体たい育いく館かんが静まりかえる。さすがだ……と思ったら、よく見れば先生も微妙に頰ほおが朱あかい。どうでもいいことで鉄面の牙が城じようを崩くずすことに成功してしまった……？

「で、でも先生！　未有たちもうすぐ大会なんですよ！　オトコとか抜きにしたって、余計なことして遊んでいる場合じゃないと思うんですっ！」

　箝かん口こうを命じられて一度は言葉を吞のみつつも、やはり納まりがつかないらしく抗こう議ぎを続ける未有ちゃん。しかし、余計なこととか遊びとか、ずいぶんな言われようだな。これは初恵先生に、教育者としてしっかり叱しかってもらわないと。

　──そんな俺の憤りは、続けられた意外な返事で、一息に戸と惑まどいへと塗ぬり替えられる。

「大会が迫っているのは私が誰だれよりも分かっています」

　なんと、まさかの同どう調ちようが先生の口から漏もらされたのだ。

　いや待て。でもこれは……違うよな。まず相手の言い分を理解してみせつつ、次の言葉で諫いさめようという論ろん法ぽうだ、きっと。そうに決まってる。

　……そんな希望的観かん測そくも、長くは保もたない。さらに重ねられた言葉で、今度こそ俺の頭の中は衝しよう撃げきで真まっ白しろになる。

「ですからもちろん、あなたたちレギュラーの邪じや魔まはさせません。慧けい心しんさんには、下級生の練習に合流してもらいます。なので、落ち着きなさい」

　……………………………………なん、だって？

　意味が、しばらく理解できない。

　ええと、これは、つまり。俺おれたちとレギュラーを一いつ緒しよに練習させたら足手まといだから、隔かく離りして下級生に相手させると言われた……のか？

　いや、もちろん下級生との合流を命じられることが即すなわち冷遇などと奢おごるつもりはないが、でも……それにしたって、一度もこの子たちがバスケしているところを見もしないで、そんなにべもなく突き放すなんて……！

「ちょ……あんまりだよお姉ねえちゃんっ！　せっかく来てもらったのになんでそんなひどいこと言うわけ!?」

　とうとう我が慢まんできなくなってかっと頭に血がのぼる俺であったが、強い言葉を吐き出すよりも一いつ瞬しゆん早く、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが初はつ恵え先生を問い詰めてくれた。

「……正直、心外です。まずはせめて、この子たちの実力を見て頂いてからでも判断は遅くないのではありませんか？」

　おかげで僅わずかに冷静さを取り戻すことができ、完全には礼節を失わずに済んだが、だとしてもそろそろ限界だ。ここまで無価値に扱われてさすがに黙だまってられるか。

「むがー！　バカにするのもいい加減にしろー！」

「真ま帆ほ、もう止めないわ。……ちょっとひどすぎると思います。そんな決めつけ」

「見もしないで独断なんて、顧こ問もんの先生としてどうかと思います！」

　立ち上がり、前進して初恵先生の至近距離で問う俺の背後に、真帆、紗さ季き、さらに葵あおいの三人が続き、居い丈たけ高だかに告つげる。いや、智とも花かも愛あい莉りもひなたちゃんも言葉こそ荒げてないものの、追従して不満を露あらわにしていた。当然のことだろう。

「ふ、ふふ……。そう、そうですよね先生！　ごめんなさい、未み有ゆが早とちり、そしてあせりすぎでした。先生がこんな無意味なこと、するわけないですもんねっ」

　七人が憤いきどおり、三十人が不意に巻き起こった騒そう動どうに困こん惑わくする中。子供たちの中でただ一人ひとり嬉き々きと破顔した未有ちゃんが俺に愉たのしげな上うわ目め遣づかいをむける。

「こんにゃろっ、さっきから遊びとか無意味とか決めつけてんじゃねーよっ！　あたしたちのこと何も知らない癖くせにっ！　そんなに言うなら勝負！　勝負しろっ！　そのハラタツ顔、あたしたちの実力で泣かせてやる！」

　それを見るや、いきり立って未有ちゃんの正面に立つ真帆。他ほかの四人も隣となりに並んで視し線せんで加勢する。

　……勝負。いっそのこと、それが良いかもしれない。敵は強きよう豪ごうで、データもまだ集めきれていないという不利にも程ほどがある条件だが、ここまで言われてそのまま引き下がるなんて、みんなのバスケを誰だれより認めているつもりである俺自身がお断りだった。

「勝負ぅ？　無む謀ぼうそして無意味ねっ。未有たち、もうすぐ夏の大会が控えてるって言ったの聞こえなかったのっ？」

　けど、未み有ゆちゃんから返ってきたのはそんな歯し牙がにもかけないような反応。

「聞こえてましたけど、だから何だって言うんですか。ふふん、ただ単に、私たちに負けるのが怖いから逃げてるんじゃないです？」

　紗さ季きが冷たく挑発を重ねるが、それでも敵キャプテンの勝ち誇ったような態度はまったく崩くずれない。
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「何をバカなこと言ってるの？　そんなはずないでしょ。いーい、大会にはいつも未有たちがちょっぴり苦戦しちゃうような、強ーい敵が出てくるわけ。ちゃんと調ちよう整せいしとかないと、負けちゃうわけ。それなのに、アンタたちみたいなチームにもなってないような部と関かかわってる暇ひまなんかないのよ。──たった、五人しかメンバーがいないようなつくりかけの部と」

　──ヤバい！

　そう思って俺おれ、そして葵あおい、智とも花か、さらには麻ま奈な佳か先せん輩ぱいの顔がにわかに引きつった頃ころには……もう、全部手遅れだった。

「つ、つくりかけって……ひどいです」

　愛あい莉りが哀かなしそうに呟つぶやいたのに被かぶせて、




「あら事実じゃない。完全に作りかけでしょ。たった五人しかいない……公式戦にも出られないようなチームなんて」




　未有ちゃんは、俺たちの急所を的てき確かくに抉えぐった。

　まだ智花以外の四人には、存在すらも黙だまっていた、泣き所を。

「……ど、どういう……意味だよっ？　公式戦に出られないって!?」

　虚を突かれ眼を見開いた真ま帆ほは、まだ戸と惑まどいよりも怒りの方が勝まさっている様よう子すだった。反射的に未有ちゃんの鼻先まで顔を近づけ、きっと睨にらみを利きかせる。

「……なーに？　そんなことも知らないわけ？　ふふん、じゃあ教えてあげるから感かん謝しやしてよね。ミニバスは、コートに五人、ベンチに五人以上。全部で十人以上メンバーがいないと大会に出ることすらできない決まりなの。あはは、だからあんたたちみたいな五人だけのチームなんて、調整相手にもならないわけ」

　対決拒否の理屈としては、ちょっとおかしい言い分。

　けど……今の俺たちにとって、それはあまりにも致命的な暴ばく露ろだった。

「と、トモ……。本当、なの？」

「…………ごめん、なさい。……みんな、ごめんね」

　紗季に虚うつろな瞳ひとみを向けられ、智花が沈痛に顔を伏せる。

「そ、そんな。わ、わたし……みんなと一いつ緒しよに頑がん張ばろうって、決めたのに」

「いつかは言わなくちゃって、わかっていたんだけど……」

　葵あおいが震ふるえる愛あい莉りの肩に手を置いて、ゆっくりと頭を振る。

「……おー。おにーちゃん、ほんとうなの？」

「う、噓うそだよなすばるんっ！　あたしたちこんなに練習しまくってきたのにっ！　それなのに試合出れないなんて……噓でしょっ!?」

「ひなたちゃん、真ま帆ほ…………すまない」

　──罪を、犯してしまっていた。

　夢を見たのは、他ほかでもない俺おれだ。出会った五人の才能が、あまりにも素す晴ばらしいものだったから。みんなのやる気が、自分の糧かてになるほど嬉うれしくて仕方がなかったから。

　バスケへの気持ちが折れてしまうことを畏おそれ、厳きびしい現実を隠かくそうとした。

　馬ば鹿か、だったのだ。俺のせいで、俺が持ち上げに持ち上げたせいで。必要以上に高いところから地に叩たたきつけられる痛みを、もちろん智とも花かも含めた五人に、味わわせてしまった。

「ぷぷっ、何お通つ夜やみたいになっちゃってんの？　基き礎その基礎みたいな知ち識しきもないくせに良くもあんな偉そうなこと──きゃ！　……麻ま奈な佳か、せんぱぃ？」

「そこまでだよ未み有ゆ。それ以上失礼な事言ったら、怒るよ」

「──っ!?」

　未有ちゃんを睨にらみ付ける麻奈佳先せん輩ぱいの厳しい表情を見て、俺はようやく先輩と初はつ恵え先生が姉妹であることを実感できた気がした。……今は、どうでも良いことだけど。

「麻ま奈な佳か、そろそろ練習を始めて頂ちよう戴だい。──長は谷せ川がわ君。こちらの失言は、私からも謝あやまるわ。けれども、時間が無いの。先に、レギュラー組の練習を奥のコートで始めさせてもらうから、貴方あなたたちが控えメンバーと練習に合流するかどうかは、貴方たちで決めて」

　毅き然ぜんとそう告つげ、未み有ゆちゃんも含めた部員の三分の一ほどを率いて歩き出す初はつ恵え先生。

　いっぽう、麻奈佳先せん輩ぱいは後ろ髪引かれるようにその場で身体からだを揺ゆらしていた。

「行って下さい、お願ねがいします……」

　たまらず俺おれからも、頭を下げる。やがてようやく「ごめんね……。これ、いつもの練習メニューだから……」と、バインダーを差し出して先輩は離はなれていった。

「…………」

　それでもう、言葉は枯れた。ただ押おし黙だまり、俺は、俺たちは立ち尽くす。

「昴すばる……。あまり、独ひとりで思い詰めないで。隠かくそうとしたの、あんたの独断じゃないんだから。私も美み星ほしちゃんも、今はその時じゃないって思って、相そう談だんして決めたことなんだから……ね？」

　沈ちん黙もくの末、葵あおいが優やさしく声をかけてくれる。

　それはとても有あり難がたかったけど、でも……やっぱりこれは、俺の罪だ。

　俺は、俺だけは、もう気付いていなくてはいけなかったのだ。問題を先送りにしたことで、子どもたちにより深い傷を付けてしまう、危険に。

　先月。他ほかならぬ葵に対し隠かくし事ごとを続けたせいで、余計な心配をかけてしまった俺が、真まっ先さきに。

　返事も出来ず、俯うつむく。誰だれしもがその場で動きを失い、慧けい心しん学がく園えん女子バスケットボール部の、時間が止まる──。




「おー。ひなのこと、入れてください」




　と、そのとき。よく知る伸びやかな声が、体たい育いく館かんに響ひびく。

　はっと顔を上げると、ひなたちゃんが単身、気まずそうに練習の準備をしようとしていた一団ににこにこと話しかけていた。

　少し……涙が出そうになった。

　自分のせいでバスケから興きよう味みを失わせてしまったとしても、仕方が無いほどの大罪。そんな仕打ちを受けてもなお、もう一度コートに立つと、ひなたちゃん自身が誰に言われるでもなく決めてくれたことが、あまりにも眩まぶしくて。

「……ありがとう、ひなたちゃん」

　思わず呟つぶやきを漏もらす俺の前へ……さらに三人の影かげが躍おどり出る。

「わ、私もしますっ！　……みんな、ごめんね。部を作ってもらったときすぐに言わなかった私が悪いの。昴すばるさんは、ただ優やさしくて、みんなのことが大切で、だから……」

「ふふ、トモ。分かってるわよ、そんなこと。もちろんトモだって悪くないってこともね。よーし、んじゃーそろそろ始めますか。レギュラーには逃げられちゃったけど、今は良いわ。──ええとっ、お騒さわがせして申もうし訳わけありませんでした！　硯すずり谷だに女じよ学がく園えんのみなさんっ」

「あ……！　ご、ごめんなさいっ！　す、すぐに練習の準備しますっ！」

「愛あい莉りちゃん。……よし、偉いぞっ！　それでこそ私が惚ほれ込んだセンター！」

　葵あおいが俺おれの隣となりで嬉き々きと声を張り上げる。振り向き、えへへ、と微笑ほほえむ愛莉に、ひなたちゃん、智とも花か、紗さ季きも寄より添そってガッツポーズを交かわしあう。

「は、はいっ。こちらこそよろしくお願ねがいします！」

　こちらに活気が戻ったとたん、胸のつかえが取れた様よう子すで硯谷の子たちも一様に破顔した。そして先ほど五年生の中で一番最後に自己紹介してくれた、眼鏡めがねを掛けたショートカットの子が、代表して頭まで下げてくれる。

「…………っ」

　しかしそんな中、ただ一人ひとり口を閉ざし、俯うつむいていた真ま帆ほが、不意に外へ向けて走り出してしまう……！

「真帆っ!?　待って──」

「長は谷せ川がわさん！」

　慌あわてて追いかけようとした俺を、強い言葉で紗季が制した。

「でも紗季っ、追いかけないと……！　俺、真帆に謝あやまらないと……」

「あのワガママは焦あせったってダメです。少し冷まさなければ、何も聞こえなくなっちゃいます。ふふ、大丈夫ですよ。この程度じゃ、へこたれません。……こ、こんなこと本当は言いたくないんですが。あいつ、飽あきっぽいですけど……こ、根性無しじゃありませんからっ」

「…………ん」

　それが、誰だれよりも真帆のことをよく知る少女の言葉だったからこそ、我われを忘れつつあった中でも俺は素直に従うことが出来たのだろう。

「……………………わかった。今は、練習しよう。……ありがとう、紗季」

　唇を嚙かみしめ、断だん腸ちようの思いで決断する。

　そして真帆がひょっこり戻ってきてくれることを密ひそかに祈り続けつつ、まずは麻ま奈な佳か先せん輩ぱいのメニューに沿って硯谷の控えメンバーと慧けい心しん四人の指し導どうに集中するよう努めた。
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　午前中の練習が終わるや挨あい拶さつもそぞろ、外に出て手近にあった水道で頭から水をかぶる。

「……っし！」

　真ま帆ほは結局、戻ってきてくれなかった。だから、捜さないと。まだ、何と声をかけて良いのかすらわからないけど。話を聞いてもらう自信もないけど。とにもかくにもちゃんと自分で謝あやまって……それから、もう一度バスケして貰もらえないか、お願ねがいしないと。

　続けて欲しいのだ。バスケを好きでい続けて欲しいのだ。コーチとして、じゃない。俺おれ自身が、それを望んで止やまないのだ。

　真帆のバスケが、五人のバスケが。好きで好きで、たまらないから。

「昴すばるくん」

　水しぶきにまみれた顔を掌てのひらでこそげるように拭ぬぐい、まさに走り出そうとしたその瞬しゆん間かん。後ろから、遠えん慮りよがちに呼びかけられた。

「麻ま奈な佳か、先せん輩ぱい……」

「あの。……未み有ゆのこと、ごめんね！　私ちゃんと話──今は五人だけで頑がん張ばってるって、ちゃんと聞いてたのに、口止めできてなくて。まさかこんなことになるなんて……ううん、言いい訳わけはしない。完全に私のミスだ、ごめんなさいっ！」

　手を額ひたいの前で重ねる先輩。心底申し訳なさそうにぎゅっと瞳ひとみを閉じる様よう子すがどこまでもまっすぐで、気苦労をかけてしまったことを逆に謝りたい気持ちだった。

「いえ、そんな！　元はといえば、自分が悪いんです。大事なことを隠かくして、それでやる気にさせようとか……浅はかでした」

　深い後悔に駆かられ、唇を嚙かむ。けど、だからといってこのままみんなのバスケ部を俺が瓦が解かいさせたまま放置するなんてことは絶対に出来ない。

「すいません。真帆を……俺に怒って飛び出しちゃった子を、追いかけます。謝って、説得しないと。……なんて言っても許しては貰えないかもですけど、それでも」

　そう告つげて、歩き出す。すると先輩はすこし慌あわてた様子で器用に松まつ葉ば杖づえを大きく突きだし、

「ねえ昴くんっ。少しだけ、お話しよっ。もっと詳しく聞かせて。慧けい心しんのバスケ部と、昴くんのことを」

　隣となりに並びかけ、微笑ほほえみながら俺の眼を覗のぞき込んで歩ほ調ちようを合わせた。

　……今は、一刻も早く真帆を捜すべきなのでは、という葛かつ藤とうも有ったが。

　微笑みの真まん中なかで揺ゆるぎなく据すえられた先輩の眼まな差ざしに、ふと引力のようなものを感じて、わずかな逡しゆん巡じゆんののち、気付けば俺はこくりと頷うなずいていた。







「なるほど、ね。智とも花かちゃんのために、友達で新しく作った部活かぁ」

「……あの子たちの場合、五人であることが、たぶんきっとすごく特別だから。部員を増やす必要があるなんて話を切り出すことは、できませんでした。

　それに初めのうちは、バスケ部が──ただあの場所さえあれば良かったんだと思います。けど、男バスとの対抗戦や球技大会で試合をしているうちに、智とも花か以外の四人も純粋にバスケの楽しさへどんどん目覚めていってくれて。それが俺おれも嬉うれしくて……だからこそやる気を削そいでしまうのが、ますます怖くなって」

　体たい育いく館かんから少し離はなれ、歩道沿いに備え付けられたベンチに並んで腰掛け、ここ数ヶ月の、俺と五人との思い出を麻ま奈な佳か先せん輩ぱいに話した。

「……うん。わかるな、その気持ちは。同じ立場だったら、私も迷った……言えなかったかもしれないよ」

　気き遣づかいかもしれないけど。そう微笑ほほえんでくれる先輩の存在が、有あり難がたかった。

「けど、やっぱりそれじゃダメだったんだと思います。未み有ゆちゃんが悪いわけじゃない。口をつぐんだところでいつかはみんなの耳に真実が届いてしまうなんて、ちょっと考えれば当たり前の話だったのに」

　それなのに、先送りにした。そんなの責任転てん嫁か以外の、何物でもない。

「かも、しれないね」

「……っ」

　今度は率直に。それもまた、この時は有り難いのだった。

　ほー、と大きく息を吐いて、先輩が言葉を紡つむぐ。

「でもね、まだ遅くないんじゃない？」

「……遅く？」

「そ。今からでも、軌道修正なんていくらでもできるでしょー。試合出たいって燃もえ上がっちゃった子が、やっぱり出られないって知ったらショックを受けたかも知れない。それでもまだ、その子の……真ま帆ほちゃんのバスケが終わってしまったとも限らないよ？」

「だと、嬉うれしいのですが……。でも正直、目標を持てないのは、目標が急に消えて無くなるのは、何よりも堪こたえるんじゃないかなって、そう思います。……俺だって、そうだ。一年後に復帰できるかもしれないっていう望みがもし断たれてしまったら、果たしてもう一度立ち上がれるかどうか。ああもう！　なんてバカなんだ、俺……」

　溜ため息いきが漏もれる。不安で、申もうし訳わけ無くて、真帆にかける言葉がみつからない。

　──むにっ。

　項うな垂だれていると、突然。本当に脈略もなく突然。先輩に、頰ほおをつねられた。

「へ……？」

　痛くはなかったが、呆あつ気けにとられて言葉を失う。

「もー。頭で、考えすぎっ。これだからポイントガードは……なんて、そりゃさすがに偏へん見けんか、あはは」

　わけもわからず横を向く俺の眉み間けんに空あいてる方の人差し指を寄せ、先輩は快活に笑った。

「……うん。確たしかに目標は、先のことを想おもうのは、何よりの燃ねん料りようだと、私も思う。けどね、たとえ『今』のためだけにだって、バスケはできるよ？　……とっても、楽しめるよ？　ね、昴すばるくんがみんなのコーチになろうって決めた理由、もう一度思い出してみて。今度は私に聞かせるためじゃなく、自分のために」

「え……」

　理由。慧けい心しんのみんなと、俺おれが出会い、共に歩もうと、決めた理由。

「勉強のためとか、将来の自分に役立てるためとか。それもゼロではないんだと思う。けど、それだけでも無いよね？　ただ……突然出会った智とも花かちゃんっていうすごい選せん手しゆを、昴くんが、昴くんの『バスケが好きだー』っていう強い気持ちが、放っておけなかったんでしょ？　未来のためじゃなく、『今』そこに、目の前にあるバスケが、たまらなく大事になっちゃったから、同じ場所に立ちたいって思ったんじゃないかな？

　……だから『今』。昴くんはコーチとして、自分の未来のためじゃなく、真帆ちゃんの『今』を想って、こんなにも頭を悩ませている。……違うかな？」

「…………」

　脈略を無視して良いのなら、無性に、『ありがとう』と告つげたかった。

　きっと、境遇が近いから。まるで鏡かがみを合わせたように、先せん輩ぱいは俺の底にもやもやと沈んでいた感情未満の気持ちを、形にしてくれる。言葉にして、聞かせてくれる。

　そう、やっぱり、似てるんだ。……きっと、哀かなしいほどに。

「ねっ、昴くんなら、分かるでしょ。だいじょうぶ！　真ま帆ほちゃんだって、きっと未来のためだけじゃない。『今』の気持ちだけで、またバスケと向き合ってくれるよ。だから……うん。謝あやまるだけじゃなく、怖がらずにちゃんと誘ってあげなさい！　『頼む、俺と一いつ緒しよにバスケしようぜっ！』てね」

　なんだか、気道が二倍くらいまで広くなったような気がするほど、呼吸が楽になった。縮ちぢこまっていた心が、気付けば一いつ直ちよく線せんに真帆へ、みんなへ想いを伝えたくてはち切れんばかりだ。

　けど。

「……先輩」

　こんなにも俺をまっすぐに見つめてくれた先輩から、俺もまた、もはや眼を逸そらす事なんてできはしなかった。

「んー？」

「俺は先輩に、謝らなくてはいけません。……たった今も、先輩と俺が、似てるなんて思ってしまっていることを。きっと……重みが全然違うのに。図ずう々ずうしく」

「あはは、全然そんな必要ないって。……ん、でもそっか。バレてたのか」

　きまりが悪そうに笑って、麻ま奈な佳か先輩は──自みずからの右足に視線を落とした。

　がちがちにテーピングで固められた、その右足に。

「いつから、気付いてた？」

「確かく信しんしたのはついさっきです。けど疑問に感じたのは、自己紹介して頂いた時、すぐに。先せん輩ぱいはインターハイ予よ選せんで怪け我がしたって仰おつしやってましたけど……今年ことしの予選は『六月の頭』です。それなのにまだ松まつ葉ば杖づえなんて。……もしかしたら軽傷ではないんじゃないかな、と」

　骨折でも、よっぽどじゃなければ一ヶ月有ればギプスは外れる。なのに、先輩の足は完治しておらず、しかも処置はテーピング。そして、怪我が治ってしまえば中ちゆう途と半はん端ぱな時期に任を離はなれねばならぬであろうに、臨りん時じで開始したという、コーチングの役目。

　思わず眼を逸そらしたくなるほど、最悪の事態を指し示す状況証しよう拠こは揃そろっていた。

「わ、しまった。失言だったなー。推理モノの犯人役とかはたぶん一生出来そうにないな、私。あはは」

　額ひたいを押さえ、しばらく笑い声を響ひびかせ続ける先輩。しかし、やがてすうと息を吸い込み、観かん念ねんしたように眉まゆ尻じりを下げた。

「……実はもう、その気になれば歩けるんだけどね、杖無くても。けど、少しでもいたわった方が、治る見込みがあるかと思って」

「……っ」

　息を、吞のむ。

　治る見込み。それは、治らない可能性も有るという意味に他ほかならなかった。

「……膝ひざ、靭じん帯たいですか？」




「うん。えっとね、前十字靭帯断裂・内側副靭帯断裂・半はん月げつ板ばん損傷だそうです。あはは、何もそこまで一気に押しかけてこなくても良いのにねー。……ほんと、困ったもんだ」




　恐る恐る、最悪の事態について尋たずねた直後、あっけらかんと返ってきたのは懸け念ねんを三倍凌りよう駕がする凄せい惨さんさだった。どれか一箇所だけでも、運が悪ければアスリートの選せん手しゆ生命を脅おびやかしかねない致命的な部位。それが、三つ同時だって……。

「しゅ、手術はっ!?」

　言葉遣づかいが乱れるのにも構ってられず、食いつくように先輩の肩を摑つかむ。

「やん、そんな顔寄せられたら照れるじゃないのさ。……手術、したんだけどねー。いちおう上う手まくいったはずなのに、なんかちょいとでも飛ぶと痛いわ、すぐ血が溜たまるわで困っておりまして。近々再手術のプランも上がってますが、どこが良くないのかさっぱり分からないのが悩みの種だそーで。……靭帯の神秘ってやつ？　あは」

　あは、じゃないよ……。

　座り直し、頭を抱えて深く項うな垂だれる。

　そんな。葵あおいが一心に憧あこがれるほどの、名手だぞ。いや俺おれだって、名前と容姿を把は握あくしてなかっただけで、かつて麻ま奈な佳か先せん輩ぱいのプレーに魅みせられた人間の一人ひとりだ。

　なのに、それほどバスケに愛された人なのに、根治未定……あんまりじゃないか、そんなの。

「ごめんなさい……俺おれっ……」

　今さらにも程ほどがあったが、自分が情なさけなくて仕方なかった。比べものにならないほど深い絶望の中にある人に愚ぐ痴ちを漏もらし、その上明るく励ましてもらったこと……励まさせてしまったことに、身が焼けような罪の意い識しきを覚える。

「や～めろっての！」

「なっ!?　せ、先輩？」

　……デコピン、された。満面の、笑えみで。

「そんなふーにジメっとされんのやだから隠かくしてたんじゃんかよう。オトメゴコロの分かんないヤツだなあ、昴すばるくん」

「……で、でも、だって！」

「ん。皆まで言うな。まー私もさ。そりゃ怪け我がしたときはヘコんだよ。わりと、泣いた。……でもさ、今は別に強がってるわけじゃないの。ちゃーんと、楽しんでる。楽しくバスケ、出来てるから。……あの子たちの、コーチとしてね」

「……あ」

「ここで衝しよう撃げきのカミングアウトをいたしますと、野の火び止どめ麻奈佳さんって実ははそれほど口がたつ方じゃないんだなあ。アドバイスなんて、自分が思ったこと、感じたことの中からでしか出来ないよ。

　うん、そう。怪我しようがなんだろうが、私は昔も『今』も、バスケが大好きなわけです。それはきっと、もう死ぬまで変わんないと思う。だからね、どんな形であれ……選せん手しゆとして復帰できても……出来なかったとしても。私はずっと『今』この時のバスケに、誠心誠意向き合っていこうと思うんだ。ずっと『今』のバスケを力の限り頑がん張ばって、今を『ずっと』繫つないでいこうってね」

　──先輩の、全部の言葉を聞き終わった瞬しゆん間かん。俺はもう立ち上がっていた。

「うふふ。行くかね、少年」

「行きます。……本当に、ありがとうございました。改めて、後でまたお礼させて下さい」

「や、正直なとこ私も話せて良かった。ついでに言うと、口くち下べ手たな上に隠し事も苦にが手てでさあ。変に心配されるのは嫌いやなんだけど、怪我のこと黙だまってるのもそれはそれでむずむずしちゃってね～。これで胸のつかえも取れたよ」

「あはは……助かります、そう言って頂けると」

　実際のところはお役になんて立ててないことは分かっていたけど、それでも朗らかに笑う先輩の顔をみていると少しずつ肩が軽くなっていくような感覚があった。

「では、失礼します」

　お世話になりっぱなしなのが心苦しかったが、でももうじっとしてはいられなくて、一礼して先せん輩ぱいに背を向ける。

「あ、ちょい待ち！」

　そしてぐっと前へ踏み出そうとした瞬しゆん間かん、慌あわてた調ちよう子しで声が掛かる。振り返ると、

「……っと！」

　目の前に、バスケットボールが迫っていた。間かん一いつ髪ぱつで受け取り、先輩の方に向き直る。

「ええと、これは……」

「ふふふ、餞せん別べつ。もし必要そうなら、使って。私の汗と手て垢あかがたーっぷり染しみ込んでる、霊れい験げんあらたかなる品です」

　にんまりと笑い、ジッパー全開のリュックを抱きしめる先輩。

「……それは、効ききそうだ。何から何までありがとうございます！」

「おやすいご用です。──じゃあ、確たしかめてきなさいな。自分の愛まな弟で子しの、バスケへの深い愛情ってやつをさ！」

「はいっ！」

　先輩への強い感かん謝しやを胸に、駆かける。脇わき目めも振らず。全速力で。

　もう、不安は無かった。

　……すぐ信じてやれずに、ごめんな真ま帆ほ。

　そうだ、へこたれるわけがない。あんなに楽しそうにバスケする子が、俺おれの失策ごときでバスケを嫌いになんか、なるはずがないんだ。
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　さんざん捜し回った挙あげ句く、昨日きのう水みず汲くみに来た泉のほとりでようやく真ま帆ほの姿をみつけた。

「よかった、ここにいたか……」

　仰あお向むけに寝転ぶ隣となりで腰を落とし、大きく一息。広大な学園と森を奔ほん走そうし続けて、さすがに疲れた。

　けど、弱音はこれきりだ。まずはなにより、謝あやまらないと。

「ごめんな、真帆。……隠かくし事ごとしてて」

　向き直って頭をさげる。が、しばらくはなんの反応も返ってこない。

「…………………………………………………………すばるんの、せいじゃない」

　それでもじっと下を向き続けていると、やがてぼそりとそんな返事。

　咎とがめずに、いてくれるのか。……ありがとう。

「でも、がっかりさせちゃったよな」

「がっかりは、した」

　当然だ。真帆はその優やさしさで俺おれへ矛ほこ先さきを向けずにいてくれているが、あれだけ対外戦を楽しみにしていたのだ。やはり、気を持たせた罪はあまりにも重い。

　でも、恐れない。たとえ嫌われることになろうと、もう俺は、逃げちゃだめだ。

　そうきっと、本当に必要だったのは徹てつ底てい的てきな対話と熟じゆく考こう。その上で、真帆自身に──みんな自身に選えらんでもらうべきだった。この先の、針路を。

　あまりにも遅くなりすぎたけど。今からそれを、始めよう。

「部員、あと五人見つけるっていう手もあるけど……」

　まずは、可能性の話。自分だけの憶おく測そくで決めつけずに、ちゃんと確かん認にんしてみる。

「……なんか、違う気がする。そりゃ、もちろんあたしらの仲間に入りたいって誰だれかが言ってくれたら、大歓迎する。けど、五人じゃ足りないからあと五人増やすっていうのは、うまく言えないけど……なんか、へん。数合わせなんて、したくない」

　返ってきた答えは、ほぼ予想通りだった。真帆たちにとって、慧けい心しん女バスは五人だからこそ意味のある聖域のようなもの。自然に広がっていくわけでもなく、自みずからの手で五人の絆きずなを無む理り矢や理り稀き釈しやくするなんて、それは冒ぼう瀆とくのようなものなんだと思う。

「そっか。でも、それなら…………ん、ごめん。こんなの本当は俺が偉そうに言えることじゃないんだけど。だとしたら、これから入部希望者が現れなかったら、卒業まで公式戦には出られないかもしれない。それでも、良い？　それでも真帆はバスケ、続けてくれる？」

　──もう一度、長い沈ちん黙もく。

　無性に、咽のどが渇く。訊きいてみてようやく、その答えが俺にとって想像よりずっとずっと大きな──ショックにも喜びにもなり得ることを、正しく理解した。

「……………………バスケ、楽しーもん。やめるわけ、ないじゃん」

「………………良かった。すごく、嬉うれしい」

　だから、半身を持ち起こして真ま帆ほが水面を覗のぞき込み、小石を放ってそう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、安あん堵ど感かんで今度は俺おれが仰あお向むけに倒れ込みそうになった。

　……けど。

　普段ふだん、誰だれよりも元気いっぱいな少女の表情には、まだいつもの輝かがやきが戻ってはいなくて。だから手放しに喜ぶ気はすぐに失うせた。

　もちろん、俺への気き遣づかいで本心を隠かくして『続ける』と言ってくれているなんてことは無いはずだ。普段の真帆の熱ねつ中ちゆうをちゃんと見てきているから、そこを疑う必要なんてない。

　でも、やっぱり割り切れないのだろう。バスケは好きだし、公式戦に出られなくても続ける。だとしてもいきなり、対外試合なんかもうどうでもいいなんて、そんな風ふうに考えられるものでもないもんな。

　最後のわだかまりは、明めい確かくな形がない故ゆえに取り除くのが難むずかしい。いつまでも、胸のつかえを感じたままでいさせたくなんかないし。けれどもそれは結局、時間に癒いやしてもらうしか、少しずつ忘れていくことでしか吹ふっ切れない哀かなしみにも思えて。

　しばし、何も言えなくなる。




「なーに。まだいじけてるの？　らしくないわね」




　──不意に、声が聞こえて。

　真帆と共に振り返れば、腰に手を当てて嘆息する、紗さ季きの姿が在った。

「……いじけてねーよ、別に」

　そう返す声がもう既すでに、いつもの威勢に欠かける。真帆自身、自分の気持ちをどう取り扱って良いのか分からなくなっているような、そんなか細さだった。

　ふう……と。紗季はさらに一度深く息を吐き、静かに真帆の隣となりへ腰を落とす。

　三度目の沈ちん黙もく。ぽちゃん、と真帆がまた、小石を清流に投げ入れる。

「五人で、良いじゃない。……楽しくなかったの？　今まで五人だけでやってきたバスケ」

　やがて、ぼそりと紗季が口火を切った。

「……っ！　そんなわけねーだろっ！　すっげー楽しかったし、これからだって楽しいに決まってるっ！　てか、サキのこと誘ったのあたしじゃん！　偉そーに言うなっ！」

「ほんの数日違いで偉そうにしてんのはどっちなんだか。……ま、こんな面おも白しろいスポーツに興きよう味み持たせてくれたのは、ちょっっっっっっっっとだけ感かん謝しや、してなくもないけど。……それよりも。だったらなんでそんなつまらなそうにして、練習サボったりするの。楽しいなら、良いじゃない。何もいじける必要なんか、無いじゃない」

「だからいじけてなんかねーってば！　もちろん、みんなとバスケできりゃ、それで良いよ！　けど、けどさ……。Ｄ組とか男バスとか、ナツヒたちに勝った時みたいな、『うおっしゃ～！』ってカンジ、また味わいたかったのに。そーゆーの、試合に出れば味わいほーだいと思ってたのに……」

　気持ちは、これでもかというほどよく分かる。さすがに『味わい放題』というわけにはいかないだろうが、その手の喜びや達成感をやる気に変えてきたのは俺おれだって同じだ。そして、高校入学直後にそれが断たれたからこそ、一度は挫ざ折せつを覚えかけた。

　お前の精神年ねん齢れいが幼いからだ、と切り捨てられれば返す言葉もないが、十五歳の自分ですらそうだった。十二歳の真ま帆ほに、そこまで割り切った考えを強要するのは、やっぱり酷こくな気もする。ただ好きだから、ただ『今』のために全力を。そんな達たつ観かんを得るには、まだ真帆には歴史が足りないのかもしれない。バスケと共に歩んだ歴史が、きっとまだあまりにも短すぎる。

　もどかしさで、唇を強く嚙かむ。

　と、独白を反はん芻すうするように軽く眼を閉じていた紗さ季きが、ふっと口角を上げて立ち上がるや、幼なじみの正面に回ってその沈みがちな瞳ひとみを毅き然ぜんと見下ろした。




「──ナマイキ」




　そして、冷たく突き刺さるような響ひびきで、真帆の顔を一息に強こわ張ばらせる。

「……あ？　どういう、意味さ？」

「そのままの意味に決まってるでしょ。まだ大したことも出来ないのに、試合で戦えば誰だれにでも勝てるみたいなこと言っちゃって、思い上がりも甚はなはだしいわ。トモはもちろん……私よりもぜーんぜんバスケ下へ手たなくせに」

「サキになんか負けねーよっ！　シュートも、ドリブルも、ディフェンスも全部っ！」

　俄が然ぜん、滾たぎるように瞳を燃もやし、勢いよく立ち上がって至近から真帆が紗季を睨にらみ付ける。

「怪あやしいもんだわ。じゃあ、一対一で勝負してみる？　……そういえば、あんたとバスケでタイマンってまだやったこと無かったわね、ちょっと意外にも」

「言ったな、望むところだっ！　──すばるん！」

「お、おう？」

　急に呼びかけられて、びくりと身を反そらす。その拍子に麻ま奈な佳か先せん輩ぱいから借りていたボールをうっかり手から滑らせてしまった。

　てんてん、と。真帆の足元にボールが転がっていく。

　それを迷い無く拾い上げるや、失意の底にあったはずの少女は長い八や重え歯ばをむき出しにして咆ほう哮こうした。

「ちょっと審しん判ぱんして！　今からサキとケットーだからっ！」
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　泉から平らな地面を求めて学園の隅まで戻って来ると、真ま帆ほが突き刺すように人差し指を紗さ季きに向けた。

「もうこの辺でいいだろ！　さーどっからでもかかってきやがれっ」

　そして腰を落としドリブルの体勢に入る。紗季もそれを見てクールに瞳ひとみを細め、虎こ視し眈たん々たんとボールを追いながら、

「いいけど。ここだとゴール無いからキープ力勝負よ？　シュート以外へたくそな真帆には不利じゃない？」

　徹てつ底てい的てきに、真帆を挑発する。余すことなく燃もえたぎらせるよう、徹底的に。

「へんっ、馬ば鹿か言うなよ！　今はもうとっくにあたしの方がドリブル上手じようずだもんねっ！」

「あっそう。そこまで自信満々なら、負けたときは私の言うことなんでも聞きなさいよね。…………じゃあ、スティール決めるか、二十秒ボール守りきった方に一点で、三点先取した方が勝ちね。行くわよ？」

「いつでも来いよっ！　ストレートでやっつけて泣かしてやる！」

「上等──っ！」

　突如、沈み込むような動作で紗季が真帆に襲おそいかかる。

「甘すぎっ！」

　下からかすめ取るように、迫る腕。が、紙一重で真帆は右から左にボールを持ち替え、ディフェンスの眼前に肩を入れて追つい随ずいを遮さえぎった。

　基本通りの、難なん易い度ど自体ははそれほど高くないプレー。けれどもその動作に微み塵じんの淀よどみもなければ、こうして堅けん牢ろうな守りとなる。地味だけれども、いや、反復練習でしか身につかない地味な動作だからこそ大きな成長を確かく信しんさせる、実に頼もしいパワードリブルだった。

「くっ、まだまだっ！」

　だが紗季も負けていない、左右に布ふ石せきを打ち真帆の意い識しきを散らしてから、ぐるりと回り込んで再びボールに襲いかかる。

　──もう二人ふたりとも、一つの動作だけが突出した間に合わせの選せん手しゆなんかじゃない。夏の猛特訓を経へて、ものすごい吸収力でバスケ選手として一通りの動きを身につけつつあった。

　当然ながら、一流のプレーヤーと比べてしまえばまだまだ拙つたない技術だ。

　けど、俺おれには。どんな舞ぶ踊ようをも凌りよう駕がするほどの美しさが、二人の姿から感じられた。

「──ぐあ、ちきしょっ！」

「取りっ……。これで、二対一っ！」

　拮きつ抗こうしたまま、勝負は続く。お互い一度ずつドリブルでボールを守りきったのち迎えた三本目。タイムアップ間ま際ぎわに紗さ季きが見事真ま帆ほの隙すきを突いてスティールを決めてみせた。

「す、すばるんっ！　今のファウルだったでしょ！　ちょっと指擦こすったよ!?」

「いーや、ファウルじゃないよ。それくらいは、勝負の最中ならよくあること」

　奪うばわれたことにどうしても納なつ得とくがいかないらしい真帆が嚙かみつくように俺おれへ抗こう議ぎするが、実際紗季のプレーはクリーンなものだったので素そっ気けない態度で取り合わない。

　でも、内心では嬉うれしくて仕方がなかった。紗季と二人ふたりだけで繰くり広げられる勝負に、こんなにも真帆が本気で挑んでくれていることに。

「おらっ、お返しだ！　わははー、また同点っ！」

「………………っ。……やるわね、やっぱり」

　仕切り直されて始まった第四ラウンド。その皮切りに、一いつ閃せん。今度は真帆が華か麗れいにボールを奪うばって見せた。

「ぜってー、負けねーから。きひっ」

「それはこっちの台詞せりふっ。……ふふ」

　そうして、気付けば真帆も、紗季も、そして俺も。真剣な中に笑え顔がおを抑えきれなくなっていた。笑顔で、目の前のとても小規模な、でも絶対に譲ゆずれない意地と意地とのぶつかり合いに、夢中になっていた。

　打算も無ければ、勝者にトロフィーや名声が与えられるわけでもない。ただ『今』、この瞬しゆん間かんのためだけの、バスケットボールに。

「──がんばって、二人ともっ！」

「……智とも花か？」

　不意に、真横から聞きき慣なれた声がして顔を向ければ、いつの間にやら智花、そして愛あい莉りとひなたちゃんも、俺と並んではらはらと勝負の行く末を見守っていた。

「真帆も紗季も、本当に、すごい……。知っていたつもりだったけど……私の想像なんかより、もっともっと。私も、頑がん張ばらないとっ」

「えへへ、真帆ちゃんが上う手まくなると、紗季ちゃんもすぐに追いついて。紗季ちゃんが追いつくと、真帆ちゃんがまた上手じようずになって。……二人のあとを追いかけるの、わたしにはたいへん。でも、わたしだけへたっぴのままはやっぱり嫌いや。そう思ったから、今日きようまでがんばってこれた。二人に……ううん、みんなに、ありがとうだね」

「おー。ひなも、まだまだいまいちさんだけど、まほにも、さきにも、あいりにもまけないぞ。それでね、いつかともかに追いつくの」

　瞳ひとみは勝負に釘くぎ付づけのまま、智花から愛莉へ、愛莉からひなたちゃんへ、決意の波紋が広がっていく。

　それが聞こえたのかどうかは分からないけど。不意に真帆が袖そで口ぐちでぐっと汗を拭ぬぐい、顔を隠かくすようにしながら笑えみを強めたような、そんな気がした。







　勝負の結果は三対二。真ま帆ほの、勝利だった。

「くっ、あと少しだったのに……」

　最後に二十秒間猛もう追ついをしかけながらも、すんでの所でボールを捉とらえきれなかった紗さ季きが悔くやしそうにしゃがみ込む。そのすぐ傍かたわらの芝生しばふで真帆は大の字に寝転んでいた……が、

「んっ」

　不意に勢いよく立ち上がり、それから紗季に向けてまっすぐ右手を差し出した。

「また、やろーぜ。……こんどは、メガネじゃなくてアイガードで。せっかくあたしがあげたヤツなんだから、無む駄だにすんなよ」

「…………してないでしょ。急だったから取り替えるの忘れていただけ」

　しばらくその掌てのひらを溜ため息いき混じりで見つめていた紗季だったが、やがてぎゅっと握りかえし、真帆の力を借りて腰を上げる。

「…………ごめん」

「んー？」

　そして、たっぷりの逡しゆん巡じゆんの末ぼそりと蚊かの鳴くような声で呟つぶやいた親友に、勝ち気な笑みで首をかしげながら顔を近づけた。

　……はは、まったく。ちゃんと、聞こえていただろうに。

「だああっ！　悪かった！　悪かったって言ってんの！　サキ、もっかん、アイリーン、ヒナっ……すばるんっ！　途と中ちゆうで練習サボってごめんなさいでしたっ！　もーしませんっ！」

　追い詰められて、深く腰を折る真帆。

　それを前に、四人はしばし困り笑いで視し線せんを酌くみ交かわしていたが、

「たまには、休みも必要だよ。明日あしたから、また一いつ緒しよに頑がん張ばろうねっ」

　他ほかの子に促うながされ、代表して智とも花かがそう言って真帆の頭を撫なでる。

「……うん。あははっ」

「ふぁっ!?」

　優やさしい温度を感じると、真帆はバネのように顔を上げて力いっぱい智花に抱きついた。

「く、苦しいよ真帆、え、えへへ……」

「うおーもっと修行しないとっ！　メガネのサキごときに苦戦してたらいつまでたってももっかんにゃ勝てねー」

「ちょっと何よその言い方っ！　近々絶対負かしてやるから！　……ふふ」

　ようやくいつもの表情が戻ってきた真帆を見て、みんなもやっと、心から安あん堵どの表情を浮かべることが出来たようだった。もちろん俺おれも、例外じゃなく。

「……あのさ。もし、望んでくれるなら。『今』のありったけを、これからも一いつ緒しよに、バスケットボールにぶつけていこう。もちろん先の目標だって大切だ。けど、未来の青写真だけじゃなく、『今』この瞬しゆん間かんの景け色しきも、心から楽しもう。バスケを好きであり続ける限り、新しい一日が始まるたびに、新しい目標が生まれ続ける。そんな毎日を、俺おれと一緒に歩いてくれると嬉うれしい」

　五人の眼を見つめているうちに、自然と口からたどたどしい言葉が漏もれた。

　すると、智とも花かも、

「はいっ。私は一度、バスケを諦あきらめかけて。でもみんなと昴すばるさんのおかげで、こうしてまたバスケを大好きになれました。だからこの気持ちだけが、このチームで精一杯バスケがしたいという気持ちだけが、『今』の私の全部ですっ」

　愛あい莉りも、

「みんなの足手まといになりたくないって思ったから、怖いことでもがんばれました。がんばって、みんなに褒ほめてもらえたとき、怖いことが楽しいことに、ちょっとだけ変わりました。どんな怖いことでも、みんなと一緒ならいつか楽しいことに変えられるかもって、『今』は思えるようになりました。だからわたしは、みんなと一緒のバスケ部が、大好きです」

　ひなたちゃんも、

「おー。えっとね。ひなは走るのおそいけど、まほは笑わなかった。速くなる方法、教えてくれた。ボール、うまく取れなかったけど、さきは取れるまでパスの練習につきあってくれた。マラソン、すぐぜえぜえするけど、あいりはずっといっしょに走ってくれた。シュート、届かなかったけど、ともかは何回でも打ちかた教えてくれた。ひなだけすごいへたくそだったけど、おにーちゃんはひなも入れて、五人でみんなっていってくれた。みんながひなのこと、あきらめないでくれたから、ひなもあきらめない。うまくなるまで、ずっとがんばる。『今』がんばって、あしたの『今』も頑がん張ばって、あさっての『今』も、ずっとずっとがんばる」

　紗さ季きも、

「ふふ、正直はじめは、バスケなんてそんなに好きでもありませんでした。ただ、付き合いのつもりでした。でも『今』は、なんだか悔くやしいんです。五人の中で一番じゃないことが、悔しい。……悔しいから、ほんの少しでも出来なかったことが出来るようになっただけで、たまらなく嬉うれしい。こんなの、もう絶対辞やめられません」

　そして、真ま帆ほも。

「ありがと、すばるん。もー、だいじょぶだよ。ちょっとだけ忘れてたけど、あたしはみんなと一緒ならそれで楽しいんだった。みんなと、すばるんと、みーたんとあおいっちで、楽しいことも、嬉しいことも、ドキドキもわくわくも全部揃そろう。試合は出てみたいけど、試合に出なくたって、五人のバスケはすんげー楽しい。サキと勝負すれば、アイリーンとヒナと勝負すれば、ドキドキする。いつか、もっかんからスティール決めてやるんだぞって、わくわくする。だからあたしは、あたしたちは『今』のままで大丈夫っ。五人のバスケ部で、大丈夫。ねっ、すばるん。これからもたくさんいろーんな事教えてくれよなっ！」

　皆が皆、『今』のバスケへの想おもいを、言葉にしてくれた。

「ありがとう、みんな……。未み熟じゆく者ものですが、これからも、どうかよろしくお願ねがいします！」

　全すべての言葉を嚙かみしめて、深く深く首を垂たれる。

　そして顔を上げたとき。五つの笑え顔がおの中心には、強い決意の炎が灯ともっていた。

「……………………ところで、さ。少し早速過ぎてなんなんだけど。……みんなにとって、たった『今』この時の全力って、なんだろう？」

　その輝かがやきに確かく信しんを得ながら、俺おれは尋たずねる。正直、答えなんて聞く必要も無かったけど。これは謂いわば儀ぎ式しきだ。六人の想おもいが同一であることを確認し、より熱あつく燃もやすための、儀式。

「えー愚ぐ問もんだなーすばるん」

「ふふ、そうね。長は谷せ川がわさんらしくもない」

「おー。ひなたち、つくりかけチームっていわれた」

「ま、まだじょうずじゃないかもですけどっ。わたしたちは、つくりかけではありません。それは、絶対に」

「五人で、慧けい心しん学がく園えん初等部女子ミニバスケットボール部の選せん手しゆです。人数は、試合に出られるかどうかは、関係ありません。それを、どうしても知って欲しいです」

　望みは、たった一つ。今の五人のありったけを、形にして知らしめること。

「……よし。みんなに俺から約束する。この先の日程は、もう何一つ予定を変えさせない。頼りないとは思うけど、みんなのマネージメントは俺に任せてくれ。試合は何が何でもレギュラーとやらせてもらう。監かん督とくとしても、ギリギリまで可能な限りデータ集めて、全力を尽くす。

　──だから、最終日の親善試合。硯すずり谷だに女じよ学がく園えんを、本気で倒しにかかろう」

　ゆっくりと、順ぐりに瞳ひとみを見つめながらそう告つげれば、

　ほどなくして迷い無く、五つの頷うなずきが同時に返ってきた。
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　決意表明のあと、すぐに勝負……といきたいところが本音であったが。

　残念ながら親善試合は練習会最終日である明後日あさつての予定だ。もうしばらく、気合いを内に秘めたままで堪たえ忍ぶ必要があった。

　とはいえ冷静に考えてみれば、データを集めたり改めて作戦を練ったりするために、あと一日くらいの猶ゆう予よはむしろ望むところであるともいえる。だから今はとりあえず、英気を養うことにしよう。

　そう思い、真ま帆ほも含めて全員で午後の練習に参加させてもらったのち、テントで二日目の夜を満まん喫きつする。昼間の消沈が噓うそのように、夕食の準備や食事会の最中は、誰だれしもが嬉き々きとした笑い声を絶えず響ひびかせてくれていた。

　初日と同様、なんだかんだで楽しい野営。少し気になったことと言えば、問題が解決したことに心から喜んでくれてはいたものの、ただ一人ひとり葵あおいだけがときおり妙にそわそわして落ち着かない様よう子すであったことくらいか。まあ体たい調ちよう不良というわけでは無さそうだったし、放っておくことにしたけど。

「……ん、どうかした昴すばるくん？」

　なんて数時間前までの記き憶おくを思い起こしながら暗い学園の敷しき地ち内ないを歩いていると、隣となりで麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが不ふ思し議ぎそうに首を傾かたむけた。

「あ、いえ。なんでもないです！」

　現在、時刻は八時半前後。さっきまでテント内でフォーメーション研究に勤いそしんでいた俺おれたちを、昨日きのうと同じく先輩が浴場へと誘いに来てくれた。とはいっても俺は入るべき湯ゆ船ぶねがないので、またどこかで身体からだを拭ふくだけ──のつもりでいたのだが、

「あ、こっちこっち」

　なんと、今日きようは先輩が都つ合ごうを付けてくれたらしい。どこかの施設のシャワールームを借りることが出来たそうで、寮りようの前で五人と別れたのち、こうして二人ふたりきりで夜の学園を歩いている次第であった。

　正直、女性専用の設備を使うのは躊ちゆう躇ちよと背徳感が大盛りなのだが、しかしこの真夏に水と石せつ鹼けんで拭ぬぐうだけというのはやっぱり物足りない。結局、頭からお湯を被かぶれるという誘惑を断ち切ることが出来ず、謹つつしんでお誘いを受けることに。

「ここだよん。お待たせしました～」

　まばらな街灯と、人ひと影かげのない校舎の間を突っ切っていくと、やにわに視界が開ける。その奥に、巨大なガラス張りの外装へ月光を映す、二階建ての建物が鎮ちん座ざしていた。消灯されている中にも真新しさを匂におわせる、校舎に比べてもひときわ築ちく年数が浅そうな施設だった。

「トレーニングジム、ですか？」

　ちらりと、ガラスの奥に筋トレ用のマシンらしきものが見えて、そんな推測が浮かぶ。

「そうそう。もともと有ったのが手狭になってきて、わりと最近作られた第二トレーニング場。ほんでね……ほら。鍵かぎ借りてきたから、思う存分シャワールーム使って良いよ。んふふー、感かん謝しやしたまえよ」

「あ、ありがとうございます！　……でも、よく貸して頂けましたね」

「うん。実はさ、中にはリハビリ器具もいろいろあって。……ほらー私ってば期待の星じゃない、くふふ？　だからかなんだか、わりと簡かん単たんに許可でちゃった。日ひ頃ごろから品行方正に過ごしてきた賜たまものでもあるさね」

「おお、なるほど……」

　こんな言葉が、全然嫌いや味みに聞こえないから麻ま奈な佳か先せん輩ぱいはすごい。なんというか、性別を超えたかっこよさで満ちている。……もし俺おれがスポ根漫まん画がの住人とかだったら、先輩は絶対男として登場してたんだろうな。そして強い尊敬の念と友情を築きずいていたんだと思う。

　まあ実のところ、一方的には既すでにそれに近いものを抱いていたりして。もちろん女性に告つげるには不ぶ躾しつけすぎる感情である気がするので、胸の内に秘めておくが。

「本当に、感かん謝しやです。それじゃ尚なお更さら、先輩の顔に泥を塗ぬらないよう……静かに使います」

　代わりに可能な限り誠意を込めて頭を下げると、先輩は快活に笑う。

「あはは、こんな遅くにここ来る人なんていないだろうから、思う存分ゴシゴシやっちゃって大丈夫だよ。それに私も、待ってる間本当に少しトレーニングしてくつもり。無む駄だに噓うそつく必要もないしね。だから、ごゆっくり～。むしろあんまり早いと困る」

「そ、そうですか。……了解です、では」

　先輩は、人に気を遣つかわせない名人だ。おかげでかなり、心が軽くなった。

「おっしゃ、行こうか」

　松まつ葉ば杖づえで弾はずむように先行する先輩に付き従い、建物の外周を回る。どうやら裏口から入るらしい。

　ほどなくして、表に比べればだいぶ簡かん素そな一枚扉の前に着いた。鍵かぎを開けてもらい内部へ進入すると、心なしか塩素の臭においがする。

「プールも有るんですか？」

「地下にね。雨天時用の小さめなやつだけど。入ってく？」

「い、いえっ。シャワーで充分です！」

　べたつく肌には魅み力りよく的てきな提案だったけど、そこまで厚かましくなったらいかんよな。

「そか、了解。……でも、プールでっていうのも悪くなかったわね、確たしかに」

「……え？」

「いやいやこっちの話！　……さ、いこっ」

　よく聞こえなかったので尋たずね返すと、妙に慌あわてた調ちよう子しで言葉を濁にごされた。同時に先輩は壁かべのスイッチに手を伸ばし、蛍けい光こう灯とうに通電する。

　……なんだろ。まあ、いいけど。

　裏口の先は、何もない無む機き質しつなリノリウムの廊下に繫つながっていた。靴を脱ぎ奥に進むと、左右にドアが見えてくる。

　左側の戸にはめられたガラスの奥を何気なく覗のぞくと、様さま々ざまなトレーニングマシンが見える。ここから、メインのジムに出られるみたいだ。

「さ、シャワーはこっちだよ」

「あ、はい──っ!?」

　そして、向かい合う右側のドアが目的地だった。そこには、ただ『ロッカールーム』とだけ記された案内板が。

　当たり前だが、男子と女子の区別などない。ここが女性しか利用者が想定されていない施設だということは重々に承知していたつもりではあったものの、いざ実際こうして不可侵領域の前に立つと、重圧感がハンパではなかった。

　今さらではあるのだが……いいのか、本当に？

「れっつごー」

　俺おれの逡しゆん巡じゆんをよそに、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいは体当たりで扉を開いて中に入っていく。

「……………………………………」

　ええい、ままよ。

　──ロッカールーム内部は外がい観かん同様に真新しく、カーペットが敷しき詰められた床ゆかやオレンジ色のモダンなパーティションは、さながら有料のスポーツクラブを思わせる。とても学校には見えなかった。

「テキトーに好きなロッカー使って」

「は、はい」

　もうこうなれば何も考えず、とっとと事を済ましてしまおう。そう思って俺はあたりを見回し、ちょうど眼についた23番ロッカーに手を掛け、開く。




　──中に真しん紅くのパンツが一枚、ぶら下がっていた。




「……シカゴじゃ永久欠番だったな、このナンバーは」

　そっと、閉じた。

　だああああ！　いくら女子だけだからってこんな忘れ物しちゃダメだろもう！

　仕方がないので二つ隣となりの21番を改めて開く。白黒のしましまパンツでも出てきたらどうしようかと思ったが、今度はちゃんと空だった。

「あ、昴すばるくん」

　幾分ほっとしながら持ってきた着替えを中に収めていると、後ろから先輩の声。

「な、なんでしょう？」

「先に浴場案内するから、ちょっと来てくれるかな？　それでさ、あの……できればまだ服は着たままの方が……いやあの、後学のためにしっかり見ておくべきだーって強く言われちゃうと、オンナ社会に培養されてる身分には弱いところでもあるんだけど」

「も、もちろん脱ぎませんて！」

　杖つえに寄りかかり、ちょんちょんと胸先で両手の人差し指をくっつけたり離はなしたりしながら、えへへ、と頰ほおを赤らめる先輩に精神を乱されつつ、手ぶらになってロッカーを離れる。つか、恐らくからかわれているんだろうが、それにしたって変なこと言わないで下さい……。

「そ、そっか。あはは、しょーじき私も心の準備期間が三年くらい欲しかったから助かるよ！　えっとね、そこの奥がシャワールーム、なんだけど──」

　奥に進んでいく後ろ姿を追いかけると、先せん輩ぱいはいくつも並ぶ洗面台の間を抜け、磨すりガラスの引き戸を指さす。かと思えば直後にくるっと進行方向を曲げ、すぐ近くにある別のドアの方に身体からだを向けた。

「……？」

　その、白い戸の前で合わせて立ち止まり、指示を待つ。

「んー。あのさ、昴すばるくんってシャワーどれくらい時間かかる？」

「え!?　え、えーと、そうですね……。遅くとも五分くらいかな、と」

　すると全く予想外のことを訊きかれ、思わずたじたじで返事。

「やっぱそんなもんだよね～。うむむ。私、リハビリし始めると、わりと時間かかっちゃうかもなんだよなぁ」

　あ、そうか。どう考えてもシャワーの方が先に終わるよな。もちろん俺おれとしては先輩が満足いくまで待つなんて一向に構わないのだが、きっと気まずい思いをさせてしまうだろうし。

「そうだ。ではもしご迷めい惑わくで無ければ、ついでに俺も筋トレさせてもらっても……」

　夕食前に今日きようの分のノルマはこなしてあったけど、専用のマシンなら普段ふだんできないトレーニングも可能だろうし。

「うん、それも考えたんだけど、そーすると今度は私がシャワー使うときにいろいろ問題がですね……。や、昴くんはこんな粗品なんか見てもどーってことないのは分かるんだけど、やっぱりなにかとオトメ的には……あはは、ごめんね」

「なっ、そ、そんなとんでもない！　そ、その、何と言ったら良いやらですが……決して粗品などと……じゃ、じゃなくてっ!?　とにかくっ！　確たしかに、着替えが問題ですね、ごめんなさい……！」

「ううん、そんなそんな！　謝あやまる必要はねーですよ。……うん。そんでね、ようやくこのドアの話題ってわけです」

「あ、なるほど……。つまりここはお風ふ呂ろ場ば、ですか？」

「惜しい、これが微妙に違いまして。ミストサウナなんだな、これ」

「ミスト……サウナ？」

　入ったことは無いが、確たしか水すい蒸じよう気きで温あたためる低温式のサウナだったか。

「そーそー。たまーに緊きん急きゆう減量が必要な選せん手しゆとかがいるから、要望有って作られたの。……でさ、せっかくだから入ってみない？　暇ひまつぶしのつもりで」

「サウナ、ですか……」

　長湯が苦にが手てな方なので、正直サウナもあんまり得意ではないのだった。なんか、じっとしてられないんだよな。

「あ、大丈夫だよ。これは普通のサウナみたいにキツくないって。今から動かすんだから温度もそんなに上がらないし。……ね、ほんの三十分、どうかな？　汗出てすっきりするよ」

「……ん、はい。わかりました、では試しに」

　少し迷ったが、結局笑え顔がおで承しよう諾だくする。それで先せん輩ぱいが心置きなくリハビリに励めるのなら、三十分といわず何時間だって入ってても良い。

「ほんとっ、ありがとうっ！　……んじゃ～これ、お水あげるっ。ペットボトル、中に持ち込んで良いよ。あ、でも服は全部脱いでね、ぐっちょぐちょになるから。ハンドタオルとお水だけ持って飛び込むこと」

　肯定を受けて、先せん輩ぱいはぱっと表情を華はなやがせる。そしてショルダーバッグから抜き出したミネラルウォーターを俺おれに握らせ、

「ほんじゃー、ちょっくら膝ひざをいじめてきます。あ、もしかしたら私が着替えるときに、サウナルームに鍵かぎかけさせて頂くやもしれませぬが、お許しを」

　そのまま外に出て行こうとする途と中ちゆう、そう付け足した。

「あ、はい！　もちろんです」

　確たしかに、不幸なニアミス事件が起こったら大変だもんな。サウナ入ってる時に鍵とか少し怖いけど、麻ま奈な佳か先輩ならば信用できるし、問題ないだろう。

「ありがたや！　そんじゃ、ごゆっくりー。……くふ」

　ニヤリと笑え顔がおを覗のぞかせ、今度こそ退室していく先輩を見送ったのち、ロッカーに戻ってべたつくＴシャツを脱ぎ捨てる。

「……あれ、ニヤリ？」

　そこでようやく、さっきの笑顔に何やら邪よこしまな雰囲気を覚える。

「いや、気のせいだろう」

　が、それ以上は特に気にせず、次々と着衣をロッカーに放り込んでいった。







「ふうん、思ったより狭いんだな」

　生まれたままの姿になり、指示通りタオルとペットボトルのみを携たずさえミストサウナに入る。

　室内は床ゆかも壁かべもタイル張りで、三畳ほどの広さ。正面には曇くもり止めヒーター内ない蔵ぞうと思おぼしき大きな鏡かがみが設置されていて、絶えずタオル一枚で最後の砦とりでを護まもる自分自身が反映されている。……結構恥はずかしい。

　鏡に向かい合う長いすの一番隅っこに腰を落としてみるが、それでもやっぱり己おのれの姿がばっちり視界に収まってしまう。ぐぬぬ、なんのための鏡だこれ。

　体育会系の学校だし、やっぱり前でポーズを決めて自分の肢体にうっとりするためのものなのだろうか。

「う……」

　いかん、想像してしまった。ちゃんと女学園である点を考こう慮りよに入れたままで。慌あわてて頭を振ってビジョンをかき消す。

　心しん頭とう滅めつ却きやく。ふぅと息を漏もらし、天てん井じようを見上げる。ちなみに設置された温度計によると室内温度はたかだか三十八度。これならば楽なものだった。さっき稼か働どうしてもらったばかりなので、まだまだ暑くなっていくのだろうけど。

　しばらくすると案あんの定じよう、辺あたりはどんどん霧きりで満たされ視界が完全に閉ざされてしまう。温度計も見えないが、確かく認にんするまでもなく一気に蒸むし暑さが増してきている。ようやく本ほん調ちよう子しといったところか。

　けど、こんなに視界不良なら鏡かがみなんて役に立たないよな絶対。もしかしたら、さらに温度が上がれば霧も晴れていくのかな。




　──がちゃり。




　とか思っていると、不意に出入り口が開く気配けはいが──え？

『ま、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいっ、急に開けるなんて……！』

　と叫んだつもりが、驚おどろきのあまり声が出ていない。そうしているうちに、ペたぺたと室内に侵入してきた足音はどんどん近くまで迫ってしまう……！

「……っ!?」

　ゼロ視界の中、身を竦すくませ壁かべに張はり付く。そんな俺おれの戸と惑まどいになど全く気付く様よう子すもなく、

「おおー、すごい真まっ白しろだ。あは、気持ちいー」

　すとんとすぐ隣となりに座り込む気配とともに聞こえた、その、声、は……

「あ、葵あおい……？」

　ようやく絞しぼり出すように、名前を呟つぶやく……と、

「………………え？」

　ぼんやり視界の奥に浮かぶ肌はだ色いろが、僅わずかに揺ゆらぐ。




　そして、霧が晴れていく。




　一定温度まで達したせいか、室内の視界は急きゆう激げきに確保された。すると、案の定、疑いようもなく、夢ならば覚めて欲しいのに、あまりにも虚実を疑うには確たしかな曲きよく線せんでもって、




　荻おぎ山やま葵が、タオル一枚のみで最前線を隠かくし、俺の至近距きよ離りに鎮ちん座ざしていた。
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「ぎゃ、ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」

「ちょ、まま！　お、おお、落ち着──ごふ！」

　──掌しよう底てい。

　顎あご先さきに残像が届いた瞬しゆん間かん、俺おれの身体からだは壁かべに叩たたきつけられ、背中全体に重い痛みが走る。

「ままっ、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいっ！　どどどっ、どういう事なんですかあああっ！」

　叫びながら葵あおいはＵターン、すぐさま外に出て行こうとする。釈明せねばと焦あせったものの、ダメージで身体は動かなかったし、それにお互いタオル一枚では論ろん戦せんもままならぬ。ここは退出して頂くまで黙だまっているしかない。

　と、思った直後。

「………………え。──っ！　──っ!?　──っ!?」

　葵の気配けはいが、閉じられたドアの前で止まると、激はげしくがちゃがちゃとドアノブが揺ゆらされる音が響ひびく。何事かと思い眼を、

「ぶっ！」

　まるで向けたように見えたかもしれないがそれはフェイクだ。実は、見てない。断じて見てない……っ！

　──ば、馬ば鹿か野郎、後ろがノーガードなんだよっ……！

　視し線せんの置き場を失い、壁に張はり付いたまま項うな垂だれる俺。

　そのまましばし、無言の時が流れていく。

「…………なん、で？　ドアが……開かない。鍵かぎ、かかってる」

　やがて放心したように葵あおいはそう呟つぶやいて、へなへなと床ゆかに腰を落としてしまった。







　和平調ちよう停ていは、比較的楽に済んだ。お互い事情を察するのにさほど時間を要しなかったためである。

　どうやら麻ま奈な佳か先せん輩ぱいは、葵にもミストサウナの利用を勧めていたらしい。しかし時間の指定を誤り、見事に俺おれたちはバッティング。その上葵の入室に気付かなかった先輩が最悪のタイミングで着替えを始めてしまったせいで、二人ふたりしてここに閉じ込められてしまった。……大体そんなところだろう。

「……協力って、まさかこれが」

「ん？」

「な、なんでもない！」

　不意に葵が怪け訝げんそうな声を漏もらしたので訊きき返したが、すぐさまぴしゃりと打ち切られた。気になったものの、今は些さ事じに構っている余裕もないのでそれ以上は何も言わない。

「…………」

「…………」

　ただ今、俺と葵は長いす上で目一杯距きよ離りを置き、端はしと端に陣取っている。

　しかしながら、そもそもサウナ内部がとても狭い上に、正面には大おお鏡かがみ。挙あげ句くの果てには湯ゆ気げも収束へと向かってしまい、

「み、見るなって言ってんでしょおおっ！」

「みみみ見てねーっつの！」

　どうしても視界の隅から肌はだ色いろを追い出すことができないのである。たぶん、お互いに……。先ほどから少しでも身じろぎしただけで葵は騒さわぎだし、その都つ度ど逆にうっかり眼を向けてしまいそうになるという生殺し地じ獄ごくが継続中であった。

「もう、こんなの死ぬしかない」

「アホなこと言うな、頼むから……」

　もちろん半べそで錯さく乱らんする葵の心情は察して余りあるものの、俺だってわりと精神的に痛めつけられているのだ。身を守る術すべを持たないのはどちらも同じである。

　それに実は何度か、ふと葵からの一方的な視し線せんを感じてるような気もしたりして……非常にいたたまれない。自じ意い識しき過剰だったとしても、事実だったとしても、どのみち、だ。

「も、もう無理だ……。なあ、まだ開あかないか？」

「開かないよう、全然そんな音してないもん……。ていうか、見んなぁ」

「見てないっての……ぐぅ」

　いかん、だんだんと身体的にも苦しくなってきた。いくら低温のミストサウナとはいえ、慣なれてない俺おれにとっては十分キツい。汗が噴ふき出し、意い識しきが朦もう朧ろうとなる。

　……あ、待てよ。そういえば、水を持ち込んでいたよな。信じられないトラブルのせいで最初に一度口を付けたっきりすっかり忘れていたが、アレを飲めば少しは楽になるはず。

　さて、どこに置いたっけ……。たぶん、長いすの上だと思うのだが、顔を動かせないため見つけられない。

　しょうがないので手探りで探すべく、入り口側に向けて腕を伸ばした──

「っ!!　な、なんで近付いてくんのよおおっ!?」

「え──あああっ!?」

　──瞬しゆん間かん。どうやら自分の身体からだに危き機きが迫ってると勘違いしやがったらしい葵あおいが暴あばれ出し、ほどなくごろん、という音に続いて俺の足元にペットボトルが転がってくる。

　そして、被かぶせていただけだったキャップが外れ、どくどくどく、と、中身が全部、流れ出てしまった。

「……な、なんてことを」

　頭をかかえ、項うな垂だれる。終わった、俺はここで死ぬに違いない、全ぜん裸らの幼なじみとサウナに閉じ込められて、全裸で死ぬんだ……。

『無茶むちやしやがって。でもやっぱり、デキてたんだなお前ら』

　ふと、我わが悪友上うえ原はら一かず成なりの声が聞こえたような気がした。あんまりだ……あいつに勘違いされたまま誤解を修正する機き会かいが二度と訪れないなんてあんまりだっ……。

　しくしく。ついに涙まで出てきた。ああ、貴重な水分がさらに抜けていく。

「あ、あんたが怪あやしい動きするからいけないんじゃないっ……。て、ていうかミストサウナなんだしお水飲まなくても大丈夫よ……たぶん」

　俺の目的をようやく察したらしい葵が気まずそうに言い放つ。なんて勝手な理屈だ、長湯の女になんて、早湯の男の気持ちが理解できるはずもないのに。

「そーゆー問題じゃない。もうダメだ、倒れそう」

「た、倒れたらこっち見えちゃうでしょ！　絶対ダメっ！」

「知らん。どうせ死ぬんだ、菩ぼ薩さつのようなまなざしで、風ふう光こう明めい媚びな山水の景けい観かんに望むような心持ちで、ガン見してやる……」

　吐き出すように告つげて、僅わずかに身体を傾ける。もちろんただの仕返しというか嫌いやがらせで、実行に移す気はないが。

「ひ、ひゃあああっ!?　や、やめなさいふざけないでぇっ！　……ほ、ほらっ！」

　とりあえず十五度ほど倒れ込んだ所で、葵が何かを差し出すような気配けはいを漂わせた。

「……？　ほら、とか言われても……。そっち見て、平気ってことか？」

「んなわけないでしょ！　これ、水っ、ペットボトル！　私も持ち込んでるのっ！　あげるから、受け取りなさいって意味！　もちろんちょっとでも顔向けたら殺す！」

　なんだ、それなら早く言ってくれ……。

　ともあれ助かった。もう一度手探りで、中空へじわじわと腕を伸ばしていく。

「このへん？」

「きゃああ全然違うもっと下！　なんでそうピンポイントな間違いかたすんのよどすけべっ！　本当は見てないあんたっ!?」

「言いがかりも大たい概がいにしろ……！」

　邪じや推すいにもほどがある言い草だが、なんかもう上う手まく言葉も紡つむげない。とりあえず、水を……。

「こ、このへんか……？」

「う、うん。そのまままっすぐ……ゆっくり、お願ねがいね？」

　無性に顔がこそばゆくなるのを堪こらえつつ、再チャレンジ。今度はどうやら、正しい場所へと進めているらしい。葵あおいに導みちびかれるまま、まっすぐ腕を突き出していく。

「あ……」

　やがて指の先端にぴたり、と冷たい感触が。なんだか皮ひ膚ふから水分を吸収できているような気さえするほどの、多福感。

「もう……。か、感かん謝しやしてよね？」

　そのとき。葵が、いきなりボトルから手を放した。

「って、あれ……!?」

　刹せつ那な、俺おれはうっかり手を滑らせ、命の糧かてを落っことしてしまう。俺と葵の間でボトルが僅わずかに跳はねる音。ああ大変だ……早く拾わないと。鈍にぶる頭でただ一心にその事だけを考え、俺は腰を捻ひねり両手でもって葵からの贈おくり物ものを再捕ほ獲かくしにかかる。

「……ん？」

　すると真近に、きょとんと眼を見開いた葵の顔が在った。ああ、俺と同じように、咄とつ嗟さに拾おうとこちらへ身を寄せてくれていたのか。気き遣づかいに感謝を覚え、僅かに自分の頰ほおが緩ゆるむのを感じる。

「──こっちみんなああああああああああああああああああああああ!!」

　次の瞬しゆん間かん、猛スピードで迫り来る葵の右手。

　あれ？　なんか、突き飛ばされそうになってる……？

　などと疑問を浮かべている暇もないうちに、胸の中心へ重い衝しよう撃げき。俺の身体からだは真後ろに弾はじかれ、背中が壁かべに衝突して「こふ」と息が漏もれる。

　そして、そのまま制御不能となった上半身が、ぶつかった反動でベンチへ横たわるように勢いよく倒れこみ──

「…………え？」

　──腕を伸ばしきった体勢で俺おれの方を向いた、葵あおいの身体からだの中心へ吸い込まれていく。

　直後、顔全体がとてつもなく柔らかな感触にぽよよんと包まれた。うわ、なんだろうこれ。表面はタオルのようだが、奥に潜ひそむ弾性と軟性を兼ね備えたラグジュアリーな質感は、未いまだかつて味わった記き憶おくがない。

「あ、あわ……わわわわわわわわ……わ……あ……あわっ……！」

　朦もう朧ろうと、突然降って湧わいた最高級寝具の心地ここちよさに身を委ゆだねている最中。なにやら恐きよう慌こうし、言葉未満の音を漏もらし続ける葵の声がぼんやりと聞こえてくる。

　けれどももう、暑さと痛みで全すべてが限界。何も、考えることができない。

「…………ぐふ」

　やがて俺の意い識しきは、深い闇やみの底へと沈んでいった。







「……っ」

　眼を醒さますと、サウナの天てん井じようが眼に入った。

　そしてさらに覚かく醒せいが進み、ようやく正常な思考が戻ってくるや、だらだらと全身から嫌いやな汗が噴ふき出す。

　あれ……？　さっきここで、何が起こったんだったっけ……？　ひとつひとつ、記憶の欠片かけらをつなぎ合わせる度たびに、奥歯ががたがたと震ふるえ出す。

　さておき、いつまでもこんなところにいても仕方がない。もう機き械かいの稼か働どうは止まり、扉の鍵かぎも開いていたので、痛む首筋をさすりながら外に這はい出る。




　するとロッカーに、

『ごめーん！　迎えに行くので起きたらでんわ下さい！　あ、シャワーあびて、服は着ておいてねん♡


マナカ　×××─××××─××××』



　という付ふ箋せんが。

「……逃げ出したい」

　盛大に溜ため息いきを漏らしたのち、身を清め着替えを完了し連絡する。

　それから謝あやまり続ける先せん輩ぱいに『もうどうにでもな～れ』と笑え顔がおを返し、死地に赴おもむくような気持ちでテントに帰き還かん。

　……しかし、なぜか不ふ思し議ぎなことに葵からの罵ば倒とうは全く向けられなかった。

　というか何を尋たずねても、『え、なんのこと？』と能のう面めんのような笑えみが返ってくるのみで、それが逆に、じわじわとボディブローのようなダメージを俺に蓄ちく積せきさせるのだった。

　うう。とりあえず、今日きようはもう寝よう。……いろいろあって、疲れすぎた。
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　合宿三日目の早朝。昨日きのうと同時刻にセットした携帯のバイブレーション機き能のうで目を覚ますや否や、脳が完全覚かく醒せいするよりも早く振動を停止する。

　……よし、どうやら誰だれも起こさずに済んだようだ。

　寝袋から静かに抜け出して、すぅすぅと穏おだやかな寝息が響ひびくテントの中を見渡し、ほっと安あん堵ど。それからすぐに外へ出て、靴を履はき紐ひもをきゅっと締しめ直す。

「昴すばる、自主トレ？」

「……っ!?」

　準備を整ととのえ立ち上がった瞬しゆん間かん、後ろから気だるげな声。恐る恐る振り返ると、瞼まぶたを擦こする葵あおいが朝日に顔をしかめつつテントから顔を出していた。

「そ、そうです……けど」

「ちょっとだけ待って、私も行く」

　そう言って首を引っ込める葵。……正直、恐ろしい。自主トレに付き合ってもらったのは昨日も一いつ緒しよなので、進言してくれたこと自体は何も変ではないのだが、いかんせん、あの事件の後である。何か、裏の目的があるのでは、とか勘ぐってしまうのも仕方がないことではなかろうか。

　二人ふたりきりになったところで、地中深くに『処理』されてしまうんじゃ……。

「おまたせ」

「ひうっ！」

　なんて身の毛もよだつようなことを考えていると、寝起きのストレートヘアをポニーテールに結ゆって葵が再登場する。そして、びくりと固まる俺おれを見るや不ふ機き嫌げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「……あのね。そりゃ、あんなことになって私も内心穏やかじゃないけど。でもあれはあんたのせいじゃないって事くらいは、わかってるから。むしろいきなりはっ倒した私が悪いんだし……。心配しなくてもそれくらいの分別は、つく。だからもう、お互い忘れよ。昨日は、何も変わったことは無かった。……いいでしょ、それで」

　そんな風ふうに説き伏せられてしまえば、もはや俺から文句など何も出て来ない。むしろそれは、非常に助かる提案としか言いようがないわけで。

「了解です。……ありがとな」

「お礼を言われるようなこと、何もしてない。じゃ、行こ？」

　少し頰ほおを染そめつつ、俯うつむき加減で俺の前に出たかと思えば、葵はゆっくりと振り返り、朝日を携たずさえた笑え顔がおで促うながす。

「おう」

　つられて俺も笑えみを漏もらしながら、並び立ってロードワークへと向かった。
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＊






「……んっ？　ねえ昴すばるっ！　昨日きのうより周回っ、多くないっ？」

「そう──だったっけっ？」

「あれー？　その日の気分でっ、練習量増やしたり減らしたりするのっ、愚ぐの骨頂だってっ、昔言ってなかったっ？」

「覚えてないなっ！」

「くくっ。……麻ま奈な佳か先せん輩ぱいにっ、触発されたんでしょっ？」

「…………ああもううるせーぞ葵あおいっ！　黙だまって走れっ！　邪じや魔まするなら、先帰れっ！」

「はーいはいっと！　……ふふふっ」




「はー……。さすがにダッシュ込みで昨日プラス五周は、ハードだわ……」

　ソフトボール練習場の外周をロードワークに利用させてもらったのち（ここならば使って問題ないとお墨すみ付つきを頂いてある）、しばしクールダウンのため葵と肩を並べて軽いジョギングを続ける。

「むしろ、よく付いて来れたよ。……お前も走り込み、止やめてないんだな」

　もともと体力は豊富な葵とはいえ、もしブランクが有ったのならいきなりこのメニューはこなせないだろう。普段ふだんから体力作りしてないと、無理な運動量。俺おれもさすがにヘトヘトだった。

「ん、まーね。急に止めちゃうのも気持ち悪いし……同好会、あるし」

　そう言って微笑ほほえむ様よう子すを見て、ちくりと胸が痛む。

　確たしかに、トレーニングは常に理り論ろんに基づくべきだという信条を曲げ、今け朝さいつもより頑がん張ばってしまったのは間違いなく麻奈佳先輩の影えい響きようだ。俺なんかと比べるのもおこがましいほど不遇な状況にありながら、あれだけまっすぐバスケへの愛情を語る先輩を見て、何も感じないでいるのはどだい無理な話だった。自戒も込めて、どうしても自分の身体からだを極限まで追い込まずにはいられなくなった。

「……なあ、葵」

「んー？」

　そして、それだけに留とどまらず。

　先輩との出会いは、俺の中に無む理り矢や理り押さえ込んでいたある一つの想おもいを、弾はじけさせる。

「……お前さ、やっぱバスケ部入れよ。高校なしばの、女子部」

　怒られる覚悟は、できていた。

　けれども葵がこの時見せた表情は、気まずそうな微笑み。

「あはは。やっぱ……私じゃあんまり、役に立てない？」

　僅わずかに眉まゆ尻じりが下がるのを見て、反射的に俺おれは大きく頭を振る。

「違う！　それは違うって！　同好会参加してくれたり、俺がバスケできるようにいろいろしてくれてることには、本っ当に感かん謝しやしてる。……けどさ。やっぱお前もバスケ、大好きだろ。俺と、同じくらい。ならさ、精一杯活かつ躍やくできる場所に居るべきだよ。センターじゃなくフォワードとしてなら、お前、絶対すごい選せん手しゆになるし！」

　ただ、足あし枷かせには、なりたくなかったのだ。俺は、葵あおいにとっての。

　その気になればどこまでも飛んでいける葵の才能を、俺の事情なんかで、殺したくない。

「その、なんだ。……葵にもさ。葵にとっての『今』を、ありったけバスケにぶつけて欲しい。お前のバスケへの想おもいは、ずっと見てきて、知ってるつもりだから」

　だから、かつて一度は引っ込めた言葉を、もう抑えることなんて出来なくなっていた。たとえそれが葵の優やさしさをないがしろにする言葉だとしても。その罪を、背負ってでも。

「……そうじゃないよ」

「え？」

　長い沈ちん黙もくの果て、困り笑いのままで葵がようやく口にした言葉の真意がわからなくて、間抜けに訊きき返す。

「たぶん、私があんたに気ぃ遣つかって部活入ってないとか思ってるんだろうけどさ。それは違うよ。朴ぼく念ねん仁じんの昴すばるが……ちょっとは私のことを考えてくれたのは……そ、その……嬉うれしくない事もないわけじゃないとも言い切れないけどっ」

　どっちやねん、という無ぶ粋すいな突っ込みはなんとか堪こらえ、「じゃあ……」と次の言葉を求める。

「んー。精一杯にも、いろいろ有る……ってことかな。昴は全国に行くことが、一番大きな目標だよね。でも、私は違う。……私のバスケは。たった一人ひとりにだけ、届けばいい。そいつに一目置いて貰もらえてれば、とっても満足。そいつに生涯成せい績せきで勝ち越すことが、私の目標。だからね、『今』もちゃんと、私はバスケに精一杯だよ？」

　さすがに『そいつって誰だれ？』とは、思わなかった。いくらにぶちんの、俺でも。

　そっか……。思えば俺もバスケに対する初期衝しよう動どうは、葵と張り合うことがすごく大きなモチベーションだった。あの時から、ずっと同じ想いだけで、葵はバスケに身を投じていたのか。

　なんて、一いち途ずなヤツ。なんてまっすぐな愛情を──バスケに対して持ち続けているのだろう。

「だからね、まー復帰うんぬんを考えるのは来年で良いわ。足並み揃そろえておかないと、私の方が上う手まくなりすぎて張り合い無くなっちゃうでしょ」

「言ったな、この」

「へへんだ」

　頭を小突く真ま似ねをしてやれば、葵はべーと舌を出す。あはは。見た目は変わっても、ほんと中身はずっと昔のままだなあ。

　……ありがとう、葵。いつでも傍そばにお前が居て、慧けい心しんのみんなが居てくれるおかげで、辛つらいはずの毎日が、こんなにも楽しいよ。

　足取りが、軽い。今ならいつまでも、一年先までもずっと全力疾しつ走そうし続けられるような、そんな気さえした。





＊






　自主トレから戻りもろもろの準備を終え、昨日きのうと同じ時間に体たい育いく館かんへ赴おもむく。相変わらず俺おれたちは控え組との合流を命じられるが、そこは素直に従っておくことに。

　というか、さすが名門。練習という意味では、レギュラーじゃない選せん手しゆも充分刺し激げきになる技術を持った子ばかりだったし、コーチの視点としても学ぶべき所は多かった。昨日きのうは冷遇、と 憤いきどおったものの、そう決めつけるのは逆に硯すずり谷だにの部員に対し失礼だったかもしれない。

　とはいうものの、だ。

　最終日の試合。このブッキングにだけは、絶対に妥協するつもりなんてない。

「レギュラーと、勝負？」

　休きゆう憩けいの折、タイミングを見計らって俺は初はつ恵え先生に直接懇こん願がんする。

　が、返ってきた言葉は、

「……試合も、Ｂチームと行って頂く予定です。お互いに技術を高め合うのが目的であれば、それが賢けん明めいな判断だと考えますが」

　案あんの定じようの、拒絶だった。──Ｂチーム。つまりレギュラーを除いた面メン子ツで構成される第二チームのことだ。やはり、どこまでも硯谷の本丸へは踏み込ませてくれないつもりらしい。確たしかに、それでも学べる点は多々あるのかもしれないが。

「お願ねがいです。……教え子たちに、自信を与えてやりたいんです。たとえ練習試合でも、硯谷という強きよう豪ごうのレギュラーを打ち負かすことで」

　目に力を込めて放った暴ぼう言げんも、すぐさま安い挑発だと思われてしまったのだろう。売り言葉を、初恵先生は一笑に付す。

「一試合に十人が必ず出場しなければならないミニバスケットボールでは、メンバーワークを含めた戦略が大きく勝敗を左右します。もう最終調ちよう整せいに入ったこちらのレギュラー十人が、今さらメンバー交代無しで試合などしてもなんの意味もありません。Ｂチームと紅白戦でもした方が、まだ何倍もマシです。……もし、貴方あなたたちがこちらのスタメンより何倍も強かったとしても」

　くそ、なんとも一ひと筋すじ縄なわではいかない。焚たき付けられて熱あつくなるどころか、逆に一歩引かれてしまっては継つぎ句くのしようがなかった。




「ねえ、お姉ねえちゃん」




　唇を嚙かみ、しばし言葉を模索する。と、後ろから不意に、僅わずか数日ですっかり耳に馴な染じんだ頼もしい声が響ひびいた。

「……麻ま奈な佳か」

　先せん輩ぱいの姿を眼に止めると、初はつ恵え先生は微妙に目を伏せる。改めて思ったが、どこか先生は麻奈佳先輩に対して一方的によそよそしいというか、態度を決めかねているような雰囲気があるのだよな。どうしてだろう。

「試合、しようよ。うちのレギュラーと、慧けい心しんのみんなと。もちろんそんなこと無いと思うけど、一万歩譲ゆずってこっちのプラスにならないとしても……だからってマイナスになるわけでもないんだし」

　俺おれに並んで、先輩が力強く口くち添ぞえしてくれる。しかし初恵先生の表情は渋ったままだ。……いや、むしろさらに困こん惑わくの色を深めつつあった。

「どうして、あなたはそう……。いえ、マイナスなら有るわ。貴重な時間が失われてしまうのだから。非効率な、意味のないことに力を注いでいる余裕なんて、存在しないの」

「……非効率で、意味のない？」

　未いまだ口を挟む余地を得られない俺を差し置いたままで、姉妹の論ろん戦せんが続く。

「ええそうよ。全すべては試合に勝って、チームの実じつ績せきを継続するため。今までもずっと、そうしてきたの」

「ふうん、じゃあ──」

　と、先輩は松まつ葉ば杖づえに寄りかかり、ニヤリと笑う。

「──私がここでコーチさせてもらってることも、意味ない？　お姉ねえちゃん的には」

「な」

　初めて、初恵先生が取り乱すところを見た。かっと眼を見開き、唇を震ふるえさせるその様よう子すに、先ほどまでの毅き然ぜんとした振ふる舞まいは微み塵じんも感じられない。

「確たしかに、選せん手しゆとしてはそれほど意味のあることじゃ、ないのかもね。素直にリハビリだけやってた方が、効率的かも。……それでもね。私、すごく楽しい。走れない、飛べない今でも、楽しいバスケが出来てるから。ここに居させてくれるお姉ちゃんと子供たちに、とっても感かん謝しやしてるんだけどな、私」

　あくまでひょうひょうと、笑え顔がおで言葉を重ねる先輩。初恵先生は唇を嚙んだまま、俯うつむき加減に押おし黙だまって言葉を聞き続ける。

「……ね、楽しもうよ、お姉ちゃん。効率悪くてもさ、やっぱりどんなことでも楽しいから頑がん張ばろうって思えるし、楽しいから上う手まくなろう、何があっても頑張り続けようって思うことが出来る気がするんだ。あは、だから売られたケンカは、買っちゃおう！　こっちも全力で迎むかえ撃うって、お互い空っぽになるまで出し切る！　それがきっと一番楽しくて、一番、頑張ろうって気になれるよ」

　本当に、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいは鏡かがみであり、鑑かがみである人だな、と思う。うまく言葉に出来なかった俺おれの思いを、何度だって形にしてくれる。

　そう、きっと同じなのだ。俺も、楽しいから。慧けい心しんのみんなと過ごす時間や、同好会が楽しくて仕方ないから。そんなバスケが間近にあるから、毎日の孤独な自主トレにだって耐えられるのだろう。

「麻奈佳。貴女あなたは今、心から望んでいるの……？　慧心さんを全力で受けて立つことが、貴女にとって、バスケへの想おもいを繫つなぐ、糧かてになるの？」

「ううん。糧じゃないよ。それが私の、今のバスケそのものだよ」

　惑まどいながら尋たずねる初はつ恵え先生に、麻奈佳先輩は間を置かず即答する。濁にごりのない、揺ゆるぎない笑えみで。

「……先生。私たちなら、やります。……試合、したいですっ」

　ふと気付けば、初恵先生の指し導どう下かにあった硯すずり谷だにの部員たち──レギュラーの子らが、麻奈佳先輩の周りを親愛と尊敬の念で加か護ごするように囲んでいる。……いや、それだけではない。慧心のみんなもまた、直立不動で頭を下げ、俺の後ろに整せい列れつしていた。

　初恵先生が、きつく眼を閉じる。

　そして長い沈ちん黙もくの果て。ふっと、初恵先生が顔に刻んでいた険けわしさを、弛し緩かんさせ──

「……………………貴女たちまでがそう言うのなら、仕方がありません。ただし一つ、条件があります。硯谷のレギュラーチームとして、慧心学園の素人しろうとさんたちに、全力で現実というものを教えて差し上げなさい」

　俺たちになんとも強烈な挑発をぶちかまして下さった瞬しゆん間かん。あるいは喜びで、あるいは息巻いて、様さま々ざまな感情がおり混じって、体たい育いく館かんの空気が一息に爆はぜる。

「うぇー、マジで？　……めんどくさ」

　ただ一人ひとり、敵キャプテンの、未み有ゆちゃんの嘆息だけを置き去りにして。







　それから練習も無事終わり、皆は前半戦の汗を拭ぬぐうべく着替えに向かう。しかし約四十人が一度に同じ更こう衣い室しつへ入っていったが、狭くはないのかな。昨日きのうも同様だったし、慧心のみんなから不平も出なかったので恐らく敷しき地ち面めん積せきには余裕が有るのだろうけど。

「……長は谷せ川がわ君」

　そんな風ふうに、我われながら些さ細さいな疑問に囚とらわれ棒立ちで待たい機きしていたところ、ふと初恵先生に呼びかけられた。いつの間にやら、すぐ近くまでいらしていたようだ。

「は、はい？」

　失礼な話だが、まだ若じやつ干かんの緊きん張ちようを覚えてしまう。こちらの我わが儘ままを認めて下さったのだし、もう少し愛想良く返事すべきだったのに。

　抑えきれない、戸と惑まどい。どうして良いのかわからない落ち着かなさ。そんな、無礼千万にも程ほどがある苦にが手て意い識しきを、

「お礼を、言わなければなりませんね」

「……え」

　初はつ恵え先生は、控えめな笑えみで打うち砕くだいた。

　俺おれはこの時ふたたび……いや、ある意味では初めてか。ようやく先生と麻ま奈な佳か先せん輩ぱいとが姉妹であることを実感できた気がした。

　それほど濁にごりのない、清流のような笑え顔がおだった。

「少し、ぴりぴりしすぎて。余裕を無くしていたかもしれません。そのことに気付かせて頂き、感かん謝しやしています」

「……あ、いや、そんなっ。こちらこそ、お忙しい時期にお邪じや魔まさせてもらって、有あり難がたいです。大事な試合が、迫っているんですよね」

　すっかり呆あつ気けにとられつつも、ようやく見せて下さった友好的な雰囲気のおかげで、お礼だけはちゃんと告つげることが出来た。それに、試合直前になって気が立つ心理は、痛いほど分かる。その勝負に対し多大な期待がかかっているのであれば、尚なお更さらだろう。

　そう思いしどろもどろながら笑顔を返す俺に、初恵先生はふっと唇に自じ嘲ちようの色を混ぜ、かぶりを振りながら「たしかに……」と続ける。

「試合が大事なのは、間違いありません。けれども、違うんです。私が必要以上に躍やつ起きになって、きっと周りに過度な負担と不ふ愉ゆ快かいな思いを与えてしまっていたのは……妹のことがあったから」

「先輩の、こと？」

「ええ。麻奈佳に、勝利を味わわせてあげたかったんです。今は飛ぶことができない、羽はねを休めているあの子の心が、少しでも潤うるおうように」

「……あ」

　そうか。今ようやく、わかった気がする。初恵先生から時折感じられた麻奈佳先輩に対する距きよ離り感かんは……先輩のことが大切すぎたせい、なのか。大切な妹の怪け我がが痛ましくて、でも気き遣づかえば気遣うほど先輩は嫌いやがるから、素そっ気けなく振ふる舞まうことを自みずからに強しいた。

　その代わり、コーチとしてバスケそのもの、そしてバスケが与えてくれる達成感や勝利という喜びと間近に向き合える場所を提供することで──言葉じゃない方法で先輩にエールを送ろうとしていたんだ、初恵先生は。

「でも、いつの間にか矛む盾じゆんしてしまっていたようです。辛つらいリハビリ中も、バスケへの愛情をなくして欲しくなかった。勝つことで得られる向上心を、このチームを通して麻奈佳にも得てもらいかった。

　そんな想おもいだったはずなのに、気がつけば結果ばかりに拘こだわりすぎて、本質を見失っていた気がします。あの子は……いえ、きっと私も。本来ならバスケットボールに携たずさわっていられるだけで、幸せを感じられる人間。何も焦あせったり、畏おそれたりする必要はなかったのに。

　それなのに、私は勝利に固こ執しつするあまり、バスケを楽しむ、楽しんでもらうという前提を見失ってしまった。無む駄だを切り詰めたつもりで、一番大切なものを捨ててしまいかけていた。最近では、些さ細さいなことでよく麻ま奈な佳かと衝しよう突とつを起こしたりもしていました。なぜ、この子は分かってくれないのだろう。何度もそう思いました。……むしろ理解することを放棄したのは、私の方だったのに」

　ああ、なんだ。すごく、いい人じゃないか、初はつ恵え先生……。

　練習会への難なん色しよくも、俺おれたちへの冷淡な振ふる舞まいも、麻奈佳先せん輩ぱいを勝利の実じつ績せきで鼓こ舞ぶしたいという切望が膨ふくらみすぎた結果に過ぎなかったんだ。

「…………先輩には、ちゃんと伝わってますよ。先生の気持ち」

　気休めのような響ひびきにならぬよう、真顔で告つげた。だって俺には確かく信しんできる。麻奈佳先輩が、そんな思いやりに気付かないような心の鈍にぶい人間じゃないということを。

「だと、良いのですけれども──」

「ん～、なーに内ない緒しよ話ばなししてんのっ？」

　ふっと初恵先生が息を漏もらした瞬しゆん間かん、こっそり背後に迫っていた麻奈佳先輩が、先生の肩へにょきりと顎あごを置いた。

「──麻奈佳。……ふふ、貴方あなたのことを話してたんです」

「あーひどい！　どーせ私の恥はずかしエピソードとか教えてたんでしょ。しょっちゅうパンツ盗まれるから、腹いせで自分のロッカーに男物のトランクス入れといたら大問題になったこととか」

「うわ先輩最低だ！　乙おと女め心ごころへの冒ぼう瀆とくだ！」

「し、しまっ……違うの！　あのね、通販で買った新品を使っただけで実際に履はいたわけでは──じゃ、じゃなくてっ！　もちろんジョークよジョーク！　あ、あはははっ」

　はっと先輩が口元を押さえる。ほどなく、俺たち三人は顔を見合わせてから笑い声を連ならせたのだった。

　それから着替えを終えた上じよう機き嫌げんなみんなと合流し、体たい育いく館かんの外へ向かう。

「あ、そうだ。お昼なんだけど、今日きようは寮りようの食事係さんにみんなの分のサンドイッチお願ねがいしておいたんだ。……えと、葵あおいちゃん。取りに来てくれる？」

「は、はいっ！　もちろんですっ。ありがとうございます！」

　途と中ちゆう、麻奈佳先輩がそんなうれしい申し出をしてくれたので、葵に委ゆだねとりあえず六人だけでテントに帰き還かんした。

　先輩に助けられっぱなしながら、なんとかこれでお膳ぜん立だては整ととのった。

　──あとはただ、全ぜん身しん全ぜん霊れいを。
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　葵あおいが昼食を持ってきてくれる前にお茶ちやの準備でもしようという話になり、俺おれ──そしてじゃんけんの結果選せん定ていされた紗さ季きと二人ふたりで新しん鮮せんな水を汲くみに向かう。

　けど、紗季はいの一番に勝負を制したはずなのに、良いのかな。普通この手の仕事って負けた子に与えられるものじゃあ？　もちろん俺としてはなんの問題も無いんだけど。

　ま、紗季自身も文句があるどころか機き嫌げんは上々みたいだし、子どもたちにとっては水汲みもレクリエーションの一いつ環かんなのだろうな。

「あ、足元。木の根っこ気をつけてね」

「……っとと。忘れてまた躓つまずくところでした。ありがとうございます、長は谷せ川がわさん」

　ポリタンクを抱え、森の中を進む。今日きようの気温は特に高く、木陰に入ってもなかなか汗が引かない。キャンプ生活なので、雨に降られるよりはずっとマシだけど。

「……」

「……」

　それにしても先ほどから、今のような事務的なやりとりを除けばお互いずいぶん言葉が途と切ぎれがちである。やはり紗季も、ふとした瞬しゆん間かん気持ちが明日あしたの試合に向いてしまうのだろう。

　あまり表に強く感情を出す子ではないが、何となく伝わる。紗季が試合に向けて、相当な意気込みを燃もやしていることが。もちろん自分のためでもあろうが、きっと同じくらい、想おもっているのだろうな。……真ま帆ほに、勝利を味わわせてやりたいとも。間違いなく否定されるだろうから、無ぶ粋すいなことを尋たずねたりはもちろんしないけど。

「……明日は、紗季の働きがすごく大事になってくると思う。頑がん張ばろうな」

　その代わり、まっすぐな激げき励れいを。数ヶ月見てきて、この子は包つつみ隠かくさず期待を明らかにしてあげた方が燃えるタイプだという判断。

「はいっ。……でも正直、不安です。みんなに比べて、自分の上達が遅れている気がして」

　それが間違いだったとは決して思わないが、この時はどうやら勝ち気な性格を吞のみ込むほどのプレッシャーに苛さいなまれてしまっていたらしい。

　失言……？　いや、違う。本番前まで紗季が重圧を感じていることに気付けないよりは、何十倍も良いに決まっている。

「そんなこと有るわけないってば。……でもそう思わせてしまったのなら、俺のせいかも」

「えっ？」

　詫わびるように頭をかくと、きょとんと紗季はこちらを見上げる。

「みんなに比べて、紗季には地味な仕事をたくさんお願ねがいしちゃってるから……。練習も地道な反復ばかりで、上達を肌で感じる機会がなかなか無いのかもしれない。ごめんね、少し退屈になってきたりは、してない？」

　土の臭におい。揺ゆれる木こ漏もれ日び。鳥の声。日常と切きり離はなされた時間に後押しされ、思い切って訊きいてみる。

　でも、畏おそれはなかった。俺おれの眼が節ふし穴あなでないなら、答えは想像通りのはずだ。

「ふふ、これっぽっちもしてません。ずっと変わらず……ううん、最近バスケがどんどん楽しくなってきています。それに……。長は谷せ川がわさんが、思って下さったんですよね。今の役割は、みんなの中で私が一番向いてるって」

「うん、それはもちろん。ダントツだよ。資質なら、智とも花か以上だとさえ思ってる」

　微笑ほほえむ紗さ季きに、負けじと微笑みを。

「嬉うれしいです。……嬉しいから、なおさら頑がん張ばれます」

　そのとたん、強いはにかみと共に目を伏せる様よう子すを見て、ますます俺の口元がほころぶ。誤解を恐れずに言えば、なんとも可愛かわいらしかった。

「大丈夫。四月のころと違ってそれぞれの役目がはっきりしてきただけで、ずっとみんな抜きつ抜かれつ、触発しあって上う手まくなってる。……紗季。明日あしたの試合、俺は自信を持って君をコートに送り出すよ」

　下を向いて歩く紗季の肩にぽんと手を乗せ僅わずかに力を込めれば、照れ笑いは継続したままながら、

「……頑張ります」

　と、ようやく自信に満ちた返答を聞かせてくれた。

　良かった。こうして紗季と二人ふたりきりになるチャンスが生まれた幸運を、深く天に感かん謝しやせねばなるまいな。
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　無事水を汲くみ終え、ポリタンクを抱え帰路を辿たどる。

　どうやら少しくらいは紗さ季きの不安を拭ぬぐってやることが出来たらしく、行きの道とは違いどちらからともなく自然と会話が溢あふれ、笑えみを絶やすこともない。

　穏おだやかで、平和な時間が流れていた。

「──昴すばるくんっ！」

「え。ま、麻ま奈な佳か先せん輩ぱい……？」

　それが唐とう突とつに崩くずれる。いきなり、先輩が木の陰からおろおろと姿を現したのだ。

「い、一体どうしたんですか？」

　妙に焦あせった表情を見て、何かトラブルでも起こったのかと悪お寒かんが走る。せっかく全すべて上う手まくまとまりかけたのに、また座ざ礁しようなんて絶対勘弁して欲しいぞ。

　ごくりと喉のどをならしつつ返事を待っていると、やがて厳おごそかに、信じられないような悪報が先輩の口から届けられた。

「葵あおいちゃんがね……。森に生はえてたキノコ、拾い食いしちゃって。そしたらなんか急に大笑いしながら木に登って、私には、もうどうしようもないの」

「何を考えてるんだあいつは！」

　どうしてそんな短たん絡らく的てきな真ま似ねをっ……。別に過度のストレスに晒さらされて自じ暴ぼう自じ棄きになったわけでもあるまいに！

「ごめん昴くん。私にはとても捕まえられないから、お願ねがいして良いかな。それと……今の葵ちゃんは、子どもたちには見せない方が良いと思う」

　確たしかに、これは俺おれ一人ひとりで解決すべき問題だな……。

「紗季、すまんちょっと行ってくる。一人で、戻っててくれるかな」

「は、はいっ……！　葵さん、一体何な故ぜ……」

　互いに項うな垂だれたのち、俺は「後で拾いに来る」と紗季に告つげ、ポリタンクをその場に残したまま先輩の道案内に従う。

　そして、数十秒ほど森を進んだところで。




　──『どっきり大成功！』とボールペンで書かれた半紙を、先輩は鞄かばんから抜き出し、俺の眼前に掲げた。




「もー。勘弁して下さいよ……」

　結構本気で焦ってしまったじゃないか。

「あはは、ごめんごめん。や、別に悪戯いたずらしたかったわけじゃなくて。ちょっと、葵あおいちゃんとの約束でね」

　え……。も、もしかして今の、仕掛け主は葵か？　ヤバい！　あからさまな妄もう言げんを一発で信じてしまったぞ！　もし見られてたら確かく実じつにどやされる……！　なんて卑劣な罠わななんだ！

「……とりあえず、戻ります」

　それも大たい概がい恐ろしかったが、まずはポリタンクを回収しにいかないと。

「あ、今戻ると……ん、まー良いか。特に問題も無いだろうし。あはは、本当にごめんね。私もついて行くよ」

　置き去りにしてしまった紗さ季きのことも心配だったし、方向転換して再び森の奥へと進む。

　──と。

　さきほどの場所まで戻ってみれば、そこには葵の姿が在り、妙に真剣な面おも持もちで紗季と対たい峙じしていた。げ……こりゃ確実にバレてるな。

「昴すばるくん、こっちこっち」

　おののいて固まっていると、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが俺おれを促うながし大たい樹じゆの裏に回るよう求める。

「ええと、なんでしょう？」

「とりあえず、紗季ちゃんと葵ちゃんが話し終わるまで、隠かくれてよ」

　二人ふたりの死角で、麻奈佳先輩がにっこり笑う。意図は分からなかったが、とりあえず従っておくか。

「あ、あの……葵さん。も、もうお体の方は……？」

「……誤報なのアレ。……うう。ひどいよ麻奈佳先輩」

　するとまもなく、二人のそんな会話が届く。ふむ、葵に釈明させる時間を作るために、隠れてようという提案だったのかな。

「そ、それはそうと。……あのさ、紗季ちゃん」

　そう思った矢先、葵は紗季に改まって別の話題を切り出し始めた。

「は、はい。なんでしょうかっ」

　紗季は面食らいつつも、素直に返事する。しかし何やら葵のやつ、ちょっと切せつ羽ぱ詰つまった雰囲気で口く調ちようが硬いな。あれじゃ紗季が怖がりそうだ。もっと優やさしく喋しやべれよ、もう……。

「う、うんとね。昴のこと、なんだけど……」

「はい……？　長は谷せ川がわさんのことと、申しますと……？」

　しどろもどろな葵に、困こん惑わくたっぷりといった様よう子すで首をかしげる紗季。てか、え？　俺のこと？　なんだろう。

　とりあえず、もう少し耳を傾け続けてみる。自分の名前が出てくると、とても無関心ではいられないし。

「え、ええとね。す、昴は紗季ちゃんに……………………な、何か無理なことを言ったり、要求したりしてないかな……？」

　しばし迷いに迷ったのち、深く息を吸い込んで葵あおいはそんなことを口にした。

「要求……？　プレーの、ことでしょうか？」

「ププ、プレイっ!?　す、すごい言葉知ってるね……って、え!?　も、求められてるの!?　昴すばるから、プレイを!?」

「いえ、もう六年生ですしこれくらいは。……そのことでしたら、はい。長は谷せ川がわさんは、特に最近いろいろ求めて下さってます。でも、ふふ。別に無理とも思ってませんよ？　大丈夫です」

「……!!」

　ん。なんだ、そっちの話か。だったら言う通り、紗さ季きにも他ほかの子たちにもたんまり求めてる。求めまくりだ。

「そんな……。た、たとえば、どんなことを……？」

「そうですね。体の使い方とかもありますが、私の場合は身しん体たい的なことより、シチュエーションを生かす術だったり、気持ちの盛り上げ方や、逆にじらす方法などを常に考えろとご指し導どうを受けています。

　……本当は私も、心身共にもっと上のレベルまで達することが出来れば良いのですが、なにぶんあちこち未発達で。……でも、長谷川さんが私に魅み力りよくを感じて下さる限りは、その期待にどこまでも応こたえていきたいなと思ってます」

　照れ笑いながらも、毅き然ぜんと紗さ季きが葵あおいに決意表明。うう、なんて健けな気げな子なのだ……。今すぐ飛び出して、そんなことは無い、紗季の技術は未発達じゃないし、もう十分チームに身を捧ささげてくれていると頭を撫なでてやりたいくらいだ。

　でも、もしかしたらこの状況こそが、葵あおいと先せん輩ぱいが子どもたちの本心を聞かせるために用意してくれた、俺おれへの粋いきな計らいなのかもしれない。だとすれば本当に有あり難がたい話だし、ここは大人おとなしく最後まで隠かくれていよう。

「じゃ、じゃあ紗季ちゃんは自みずから望んで……？　昴すばるに、強要されたわけ、じゃなく……？」

「はいっ、だって──愛してますから！」
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　満面の笑えみで、紗季がバスケへの愛を表明する。ああ、この合宿が実現して本当に良かった……。こんなにもまっすぐな想おもいを聞くことが出来るなんて、俺は本当に幸せ者だ。

「う──」

「え……葵さん？」

「──うわあああああああああああああああああああああんお幸せにいいいいいっ!!」

　と、急に葵が馬ば鹿かでかい声で叫び、感動に酔う俺のすぐ脇わきを全速力で駆かけ抜けていった。

「な、なんだってんだ……」

　史上最大級の混乱を受け、ぼんやりと葵の走り去った方向を見つめ続ける。

　するとやがて、同じ方向に顔を向け、かわいそうなモノを見るような視し線せんを遠くに送り続けていた先輩がこちらを振り返り、頰ほおを搔かきながら「あー……」と言葉を模索したのち、気まずそうに告つげた。

「あのさ。確たしかめるまでもないと思うけど、一応。……紗季ちゃんの話って、バスケのことだよね？」

「えっ。他ほかに何か有ります？」

　どうしてそんなことを訊きかれたのか分からずきょとんと返事すれば、

「だよねぇ……」

　と、先輩は困り笑いを深める。

「……ん。ごめん、気にしないで。葵ちゃんには私からよーく言い聞かせておくから、昴くんは紗季ちゃんのこと迎えに行ってあげて」

　結局何一つ説明をしてもらえてないままだが、戸と惑まどい気味に立ち尽くす紗季の様よう子すが心配だったので、言う通りにしようと一歩踏み出す。

「昴くんも、大変だね～。葵ちゃん、思い込み激はげしそうで、あはは」

　そこで、妙に楽しそうな先輩の声が背中に届いた。

「はは、まったくです」

「……けど、すごい良い子。いつも昴くんのことを想って一いつ生しよう懸けん命めいなんだから、あんまりケンカしちゃだめだぞう？」

「ええ、わかってます」

　さらにもう一度続いた先輩の言葉に、俺おれはほとんど調ちよう子しを変えずに肯定を繰くり返したのだった。





＊






「愛あい莉り、弱気になることはないわ。確たしかに相手はパワー有りそうだけど。長は谷せ川がわさんに教えてもらったことを一つ一つ思い出せば、大丈夫」

「う、うん……。がんばるっ」

　最後の合同練習を経へて、試合前夜。時間が惜しいというみんなのリクエストで決まった豚とん汁じる＆塩むすびという簡かん素そな食事を済ませたのち、仕入れたデータとにらめっこで明日あしたに向けて作戦会かい議ぎを開始した。

　俺からは事前にチェックしておいた公式戦の記き録ろくと、二日間にわたり盗み見た各かく選せん手しゆの印象を総合して傾向と対策を伝授。みんな一様に真剣な面おも持もちで耳をそばだてて聴きいてくれ、それどころかこうして全すべてを告つげ終えた今もなお、五人で輪わになって明日の展望を語りあっているほどの熱ねつの入れようだった。

　過ぎた望みかもしれないが。勝たせてやりたいな、と強く思う。

　もちろん、単純な技量を比べてしまえば公式戦で何度も実じつ績せきを残している硯すずり谷だにのレギュラーに、まだこの子たちは遠く及ばないだろう。

　けど、俺たちがここまで事前に準備を整ととのえているのに対し、向こうはほぼノーデータ。さらに勝利への執着心において、スタートラインでだいぶ差を作ることが出来ているはずだ。そんなアドバンテージが埋まる前の逃げ切り狙ねらいならば、実現は不可能とも言い切れないのではないだろうか。

　勝つことの意味する、重みが違うのだ。大会前の調ちよう整せい試合である硯谷と、いつ『次』があるとも知れない、常に全力勝負の俺たちとは。

　しかも、戦うのは七月の猛特訓を経へて驚おどろくほどの上達を遂げてくれたこの五人だ。その成長を一番近くで見てきた今、決して楽らつ観かん論ろんなどではなくよもやという想おもいを抱くことができた。

「……えっと。みんな、そろそろ寝た方が良いよ？　体調を万全に整えておくことも、大事な戦略のひとつなんだし」

　だからむしろ心配なのは、もう夜も遅いのに五人が、早寝だったはずのひなたちゃんまでもが一向に眠りにつこうとしない点だった。高揚して、話に熱が入ってしまう気持ちはよくわかるものの、度が過ぎると本番の不調にも繫つながりかねない。きちんと休むべき時に休ませるのも自分の仕事だし、そろそろけじめをつけてやらないと。

　そう思い、自発的に意見を出すみんなのことを尊重し、長いこと閉じていた口を久しぶりに開いたのであったが、

「ごめんなさいっ、あと、少しだけお願ねがいしますっ」

「たのむすばるん！　明日あした忘れないように、あと一回だけ復習させてっ！」

　智とも花かと真ま帆ほの懇こん願がんに続き、残る三人にも真剣な面おも持もちを向けられてしまう。

「うーん……」

　しばし、逡しゆん巡じゆんに襲おそわれる。できれば葵あおいにも説得に加わって欲しい場面であったのだが、いかんせんあいつは入浴後麻ま奈な佳か先せん輩ぱいに連れ出されたまま、まだ戻ってこない。よく分からないが、どうやら話が長引いている模様だ。硯すずり谷だにミニバス部のミーティングはもう終わったようなのでチームにまで迷めい惑わくをかけているわけではないらしいが、それにしても先輩にお手数をかけてしまって申もうし訳わけ無い。

　思い返せば葵のやつ、ここに来てからずっと変だったよなあ。何か悩み事でもあるなら、俺おれにだって相そう談だんしてくれれば良いのに。よっぽど頼りなく思われてるんだろうな……。

　とにかく、だ。夜よ更ふかしを懇願するみんなに何と告げるべきか。

　さんざん迷った末、俺が出した答えは……

「……あと、十五分ね。それ以上は絶対ダメ。今度こそ無む理り矢や理りでも寝かせちゃいます」

　甘いかなあ。甘いよなあ……。

　でも仕方がなかろう。いくらコーチ側が拙つたない存在でも、教え子を愛いとおしく思う気持ちには変わりない。ましてや五人は純情そのものな小学生である。その可愛かわいさもひとしおなのだ。

「ありがとうございますっ。……えへへ」

「お～……おにーちゃん、ありがとー」

「了解です、あと十五分で絶対に寝ます。ふふ、ひな。眠かったら無理しなくて良いのよ？」

「お～……らいじょうぶ」

　ほら、こんな笑え顔がおを向けられてしまってはなんとも弱い。まああと十五分程度なら、ちょっとした夜更かしで済むレベルなので大きな影えい響きようもなかろう。

　ということで、再び口を噤つぐむ。みんなが俺の教え通りに動きを確かく認にんしあう声を、微笑ほほえましい気持ちいっぱいに眼を閉じ耳を傾ける。

　──と。しばらくして、不意にテントの中の音が途と切ぎれた。

「……あはは」

　不ふ思し議ぎに思って眼を向ければ、床ゆかにこてんと安らかな寝顔が五つ。どうやら力尽きて、ほぼ同時に全員眠ってしまったらしかった。

　ほんと、無邪気で癒いやされるな……と想おもう反面。

「ううむ、どうするか」

　夏とはいえ、山の上の夜は冷える。このままには当然しておけないが、起こしてしまうのも忍びない。

「しょうがない……よな」

　三秒迷った挙あげ句く、俺おれの手で全員を寝袋へ運んでやることにした。漢おとことして、当然の義務というやつだろう。

　まずは、ひなたちゃん。小さな体たい軀くの膝ひざ裏うらと腰に手を添そえ、持ち上げる。

「明日あした、がんばろうな。たぶん、葵あおいはひなたちゃんのことを見て一番びっくりするぞ。いっぱい、上う手まくなったもんな」

　羽う毛もう入りの寝袋で優やさしく包み、最後にちょんと頰ほおにふれてやると、ひなたちゃんはこそばゆそうに微笑ほほえみながら俺の指の跡をなぞる。

　続いて愛あい莉り。女性らしい曲きよく線せんの先に驚おどろくほど無む垢くな寝顔があって、この子がまだ十二歳であるという事実を、はっと再さい記き憶おくさせられる。ガラス細工のように透すき通って、でも傷つきやすい心を大事にしてあげながら、これからもバスケの楽しさを教え続けて行きたいと、再決意させられる。

「もしかしたら何年か先、女子バスケ界の宝になってるかもしれない愛莉のデビュー戦。それを観みることが出来る俺は、すごく幸せ者だな」

　優しくジッパーを上げ、眼にかかった前髪を手て櫛ぐしですいてやる。ぺろりと舌先で唇を舐なめるのは、眠っているときの癖くせだろうか。

　今度は真ま帆ほ。ふにゃりと体中の関節を弛し緩かんさせてしまっていたので運ぶのに苦労したが、幸せそうな笑えみを浮かべた寝顔を眺めていればいくらでも力が湧わいてきた。

「バスケを続けるって言葉にしてくれたとき、本当に嬉うれしかった。元気いっぱいの真帆がいてくれるおかげで、きっとみんなにも、元気が湧いてくるんだ。……もちろん、俺にもね」

　二つ結びの綺き麗れいな髪が絡からまないように、そっと身体からだの上に流し入れる。指を流れる滑なめらかな手触りは、どんな極ごく上じようの絹糸でも敵かなわない気がした。多た分ぶんそれはきっと、人間の活力が満ちあふれているから。

　紗さ季きを抱いて、テントの最奥へ。普段ふだんじゃ滅めつ多たにお目にかかれないあどけない表情に俺の頰が緩ゆるむ。けど、あまりじろじろ観みたら怒られちゃうな。ごめんなさい、と胸の奥で謝しや罪ざい。

「いつも至らない俺をサポートしてくれて、みんなのことをしっかり見てくれて、ありがとう。俺も、ちゃんと見てる、知ってるからね。紗季が誰だれにも負けないくらい、頑がん張ばっていることを。がんばった分だけ、上手くなっていることを」

　眼鏡めがねを外し安全そうな場所に置いてから、頭を撫なでてやる。眠りの中にあっても軽く結ばれた口元が、気け高だかさの象徴のようだ。その強い意志で明日のゲームも支配して欲しいと、密ひそかに希望を委ゆだねる。

　最後に、智とも花か。少し、髪が伸びたかな。毎日会っているせいで気付くのが遅れたけど、日常に帰ったら『似合っている』と素直に告つげよう。

「……明日は、思う存分翔とんでくれ。また俺にいつもの綺麗なジャンプシュートを見せて、虜とりこにさせてくれ」

　身体からだを寝かせたのち、短く告げてぎゅっと小さな手を握る。なんだか言葉が止まらなくなりそうなのを断だん腸ちようの思いで堪こらえて、手短に、一番強い気持ちだけを口にしてそっと離はなれる──

　──つもりだったのだけど。

「……あれ？」

　掌てのひらの力を抜いて中空に浮かせたはずが、そこになぜか智とも花かの右手もくっついてきてしまう。

「……ふゅ。……すばる、さん。私……がんばり……ます」

　いかん、智花の方からも手を握りかえされてしまっている。一いつ瞬しゆんだけ、目を醒さまし返事をしてくれたのか……と思ったが、違う。どうやら眠ったままの、無む意い識しきな行動のようだ。

「あはは、仕方ない」

　無む理り矢や理り引ひき離はなしたら間違いなく本当に起こしてしまいそうなので、諦あきらめて智花の間近であぐらをかく。手を繫つないだまま、その穏おだやかな寝顔を眺め続ける。放してくれるまで、しばらくこうしていることにしよう。

「勝とうな、智花。頼んだぞ、エース」

　──決意の夜が、静かに更ふけていく。
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　早朝、自然と眼が覚める。

「…………え」

　すると、入り口の隙すき間まから僅わずかに入る太陽の光の中、鼻先が触れそうな程ほどの距きよ離りに、頰ほおを真まっ赤かに染そめて微動だにしない智とも花かの顔があった。

　半はん覚かく醒せいの脳みそが、一いつ瞬しゆんフリーズ。

「す、すすっ……昴すばるさ……っ!?」

　そして、同じく目覚めたてと思おぼしき智花の喉のどから震ふるえる声が漏もらされた瞬間、一気に体中を血流が駆かけ巡る。

　……オーケー。状況を、再さい確かく認にんしよう。

　昨日きのうの夜、俺おれは激げき励れいの意味で智花の手を握り、アクシデントで握りかえされ、しばらくそのまま身を任せ──そして今この瞬間まで記き憶おくがジャンプする。

　うん。考えるまでもなく、うっかりそのまま俺自身も寝てしまったということだね……！

「（と、智花っ、違うんだ……！　これは、その……）」

　切せつ羽ぱ詰つまりながらも、まわりの子を起こさぬよう小声で釈明を開始するが、台詞せりふが続かない。正直に告つげたところでいかにもウソっぽくて信じて貰もらえそうにないし……ああどうすればっ!?

「（ご……ごごごごごっ、ごめんなさい昴さんっ！）」

「（え……？）」

　混乱のままに言葉を検索していると、驚おどろいたことに智花の方が心底申もうし訳わけなさそうに謝しや罪ざいを伝えてきた。どう見ても俺が不ふ埒らちな行動に出た結果なのに（違うけど）、一体なぜ……？

「（わ、私、寝ているとき手近なものを握りしめてしまう癖くせがあるらしくて、いつも朝起きると知らないうちに携帯電話や目覚し時計どけいを抱えてて。ううっ、また、やってしまったのですね……しかも、よりにもよって昴さんを……ほ、本当にごめんなさいっ！）」

　なるほど、自覚のある癖くせだったということか。……おかげで九死に一生を得ることができたみたいだ。

「（い、いや。全然大丈夫だぞ！　嫌いやでもなんでもないし！　まったく気にしなくて良い！）」

　即座に明るく告げると、智花はこくっと喉をならしたのち、僅かに目め線せんを下げてはにかんだ。

「（えへへ……）」「（あはは……）」

　気き恥はずかしさで、思わずどちらともなく笑えみを漏もらし──

「あ!?」「ふぁっ!?」

　──そこでようやく、お互い未いまだ手を繫つなぎ合ったままであったことに気付き、慌あわてて離はなした。

「（ご、ごめんなさいっ！）」

「（こここ、こちらこそっ！）」

　膝ひざを突き合わせ、正座になって謝罪合戦。と、とにかく！　大きな問題に発展しなくて本当に良かった。せっかく良い形で試合までこぎ着けたのに、変な誤解で何か悪い影えい響きようが出たら大変だったところだ。




「（ただいまー……あれ？）」




「──っ!?」

　なんて安心したのもつかの間、智とも花かと向き合ったまま照れ笑いを交かわしている最中に、いきなり入り口の方から葵あおいの声。手洗いにでも行ってたのか、それとも麻ま奈な佳か先せん輩ぱいのところから朝帰りなのか。まだはっきりとは状況がわからないが、これはマズい……！

「（起きてたんだ。おはよ、昴すばる、智花ちゃん。何やってるの？）」

　近付きながら小声で訊きいてくる葵にわたわたと取り乱しつつ、俺おれは言いい訳わけを探す。……どうする？　わけもなく二人ふたりで見つめ合ってたなんて思われたら、また変な邪じや推すいを向けられること請うけ合あいだ！

「（ス……ストレッチしてたんだ！　智花と！）」

　咄とつ嗟さにそう答えてから、「（ふぇっ……？）」と驚おどろく智花に口裏を合わせてくれるよう必死でアイコンタクト。

「（あ……。え、ええと。はい、そうなんです。ス、ストレッチを……。ええと、おはようございます。葵さんは、今お帰りですか？）」

　すると、見事に以心伝心で会話が繫つながる。どうだ、俺たちのコンビネーション！　しかも智花は、速すみやかに確たしかめておきたかった葵の動向まで質問してくれた。なんという見事なアシスト。さすがはエースだ。

「（うん。昨日きのうは麻奈佳先輩のとこに泊めてもらっちゃった。……そっか、ストレッチか。智花ちゃん試合前だし、入念にやっておいた方が良いよね。昴は、今日きようも朝の自主トレするんでしょ？　そろそろ行く？）」

　まったく疑うそぶりも見せず、葵は笑え顔がおで智花と俺に話しかける。……助かった。今戻ってきたばかりということは、寝起きの一番危険なシーンは目もく撃げきされてないようだ。

「（そうだな自主トレ自主トレ！　に、にしてもお前、先輩の所に泊まるなら連絡くらいしろよ……）」

「（あれ、メール送ったんだけど見てない？　あちゃ、ごめん……。時間遅かったし、もし寝てる子がいて起こしちゃったら申もうし訳わけ無いと思って電話はかけなかったんだけど、失敗しちゃったね。……うう）」

　軽い苦言を受け、テントの外に向けて歩きながら葵が項うな垂だれる。う、このタイミングで逆に落ち込まれたら罪悪感が……。しかもちゃんと連絡はくれてたみたいだし。

「い、いやいや！　こっちこそごめん、ちゃんとメール見てなくて！」

　野原に出てすぐ、大きくかぶりを振りながら俺おれからも謝しや罪ざいを告つげると、葵あおいはきまりが悪そうに笑って、こっちのミスを不問に付す。

　あれ、なんか変だな。優やさしすぎて葵じゃないみたいというか……。

　などと自分の罪を棚たなに上げたことを思いつつ、共にロードワークのコースまで歩いていく。まあ何はともあれ、この感じだと智とも花か、そして部にはあらぬ迷めい惑わくをかけずに済みそうだ。

「……あのさ」

　安あん堵どしながら歩いていると、不意に葵が眉まゆ尻じりを落とした笑えみで、隣となりから上うわ目め遣づかいを向けてきた。

「ん？」

「それと、もう一つ、ごめん。……私、すごい勘違いしてた」

　勘違い？　ああ、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが言っていたやつか。どうやら、上う手まく説得してくださったらしい。よく分からないけど、後でお礼言わないとな。

「詳しくは聞いてないけど……はは、別に良いよ。どんな勘違いなのかは知らないけど、まあ誤解だったならいいさ」

「……ありがとう。ほんと、馬ば鹿かだよね私。……昴すばるが、バスケそっちのけで子どもたちにいかがわしいコトしてるなんて、そんなのありえないのに」




「……………………………………………………………………………………」




　──あてつけ、か……？

　一いつ瞬しゆんだけそう思って頰ほおがひきつったけど、俺の知る限りよっぽどの例外を除けば葵は感情がすぐ顔に出る。だから、内心で軽けい蔑べつしながら恐きよう縮しゆくしたような表情を見せるなんて器用な真ま似ねは、たぶんできない。

　だから、これは遠回しに今け朝さのことを責めているのでは、ないはず……。

「ひ、ひどいなあ葵！　なんで俺がそんな……なあ……？」

「だよね。……本当にごめんね」

　我われながら挙動不ふ審しんすぎる否定だったのに、葵はさらに深く首を垂たれるばかり。

　そんな殊勝さに、むしろ後ろめたさを覚えつつ（とはいえアレは下心が理由なんかじゃ断じて無いが）、ひとまず気持ちを切り替えて自主練に励む。

　そうして全すべてのメニューをこなし肉体を追い詰めきると、ようやく頭の方も邪念が消え、本日のメインイベントに向けて意い識しきが高まってきた。

　よし、行こう。慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部の全力を、今こそ披ひ露ろうする時だ。





＊






　準備を終え体たい育いく館かんに出陣すると、コートの中心に威風堂々と直立する麻ま奈な佳か先せん輩ぱい、そして出場メンバーであろう五人に出迎えられる。その他ほかの部員は壁かべ際ぎわに列を作り体育座りで、どうやらしっかりと観かん戦せんしてくれる心こころ積づもりのようだ。

「お望み通り、スタメン五人で挑むよ。手て前まえ味み噌そながら、強い子たちです。心してかかってきてね」

　向かい合って整せい列れつする俺おれたちに、麻奈佳先輩はにこりと微笑ほほえむ。相手の中には不承不承な様よう子すながら未み有ゆちゃんも加わっており、ベストメンバーなのは間違いなさそうだ。

「はい。ありがとうございます、我わが儘ままをきいて下さって」

「あはは、別に我が儘じゃないよ。私はもともと全力勝負のつもりだったし。……じゃ、ルール確かく認にん。不平等がないように、こっちもメンバー交代はしない。その代わり、試合時間は少し短めの１クォーター三分半──合計十四分で行います。……それと審しん判ぱんはお姉ねえちゃんが一人ひとりでやるけど、構わないかな？」

「問題ありません」

　事前の取り決め通りだったので、迷わず首肯してから初はつ恵え先生にも頭を下げる。

「……お互いにとって実りある試合になることを、祈っています」

　返ってきた言葉は相変わらず素そっ気けないものだったが、初対面の時と比べれば雲うん泥でいの差ほど、その表情は柔和に変わっていた。微笑みかけてくれたわけではないものの、纏まとっていた刺とげ々とげしいオーラがすっかり霧む散さんしている。

「ほんじゃ、まだるっこしい前置きは抜きにして準備開始っ。……なにげに私、これがヘッドコーチデビュー戦か。いよっし、良い試合にしようね、昴すばるくん、葵あおいちゃん！」

　一歩前に出て俺と葵に右手を差し出す麻奈佳先輩。すぐさま握りかえして、笑えみを交換。気合いを交こう錯さく。隣となりで葵も同様の儀ぎ式しきを繰くり返す。

「葵。お前からも、みんなにアドバイスよろしくな。少しでも思ったことが有れば、何でも言ってくれ」

「……うん。みんなが勝てるよう私も出来る限り応援して、見守る」

　厳おごそかな決意表明に頷うなずきを返したのち、麻奈佳先輩の指示に従って片方のゴール下に集まり、ウォームアップを開始。

　しばらくして、初恵先生から集合の合図が告つげられた。
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「よし、頼んだね」

「は、はいっ」

　整せい列れつの号令がかかって、コーチ役である俺おれと葵あおいはコートから退出。その途と中ちゆう、小さく告つげた激げき励れいに応こたえ──愛あい莉りがセンターサークルへと入り、ジャンプボールに挑む。

　うん。もう大丈夫だろう。智とも花かにお願ねがいしなくとも、今の愛莉ならば雰囲気に吞のまれず、しっかりボールに食らいついてくれるはずだ。

「……がんばれ、愛莉ちゃん」

　それは何より、愛莉の成長を加速してくれた葵のおかげ。でも、その事には俺から礼なんて言わない。だって何より葵自身、こんなにも真剣な面おも持もちで愛莉の奮ふん闘とうに希望を寄せているのだから。

「試合を、開始します」

　八人がセンターサークルを囲み、二人ふたりが中心で向き合う中、淡々と初はつ恵え先生が宣言する。萎い縮しゆくしそうになる弱気を押し殺し、まっすぐボールに注目する愛莉。かたや向かい合う相手センターは、唇をぎゅっと嚙かみ、どこか戸と惑まどっているような気配けはいを漂わせていた。

　無理もない。これだけ身長差がある相手と制空権を争う経けい験けんは、恐らくまだ味わってないのだろう。愛莉が先頭に立つことを拒絶しないでくれるのなら、まずはこうして精神的なアドバンテージを得ることが出来る。

「……えいっ！」

　ボールがタップされ、はたして愛莉がそれを叩たたく。が、まだ仲間の方に向けて弾はじくなんて余裕は持ち得ないので、先制のチャンスに繫つながるかどうかは未知数だった。でも、どうあれこれで相手センターにはやりづらい印象を与えることができたはずだ。

「っと。ほんじゃ、さっさと終わらせるからね！」

　結果的に、ボールを拾ったのは未み有ゆちゃん。咆ほう哮こうしながら仲間にパスを出し、返す刀で自分はゴール下に。

「未有！」

「楽勝、そして退屈っ。……こんなザル守備で未有たちと対戦しようなんて、世の中ナメすぎじゃないの？」

　間かん髪ぱつ入いれずボールはリターンされ、簡かん単たんにランニングシュートレイアツプを決められる。先制点は硯すずり谷だにだった。

　……しかし、速いな。事前にチェックした通りであるが、智花と大して変わらない身長で名門の攻こう撃げきの要かなめを任されているだけのことはある。

　けど、それはこちらだって同じ事。

「負けないっ！」

　エンドラインからパスを受け、我われらが頼もしきエース──湊みなと智とも花かが仲間を従え反はん撃げきに打って出る。

　よし、それでいいぞ。短い試合時間、しかも地力でこちらに勝る相手へ武器を出し惜しみする余裕も理由もない。まず出花から智花の能力を見せつけ、意い識しきを集中させたのち周りの四人が波状攻撃をしかける。現状慧けい心しんの常じよう套とうともいえる攻め口を、今回もまた持ち出す。




「もっかん、こっちだっ！」




　──という算段でいたところに、イレギュラー発生。

　序じよ盤ばんはバックアップに当たって欲しいというお願ねがいを快かい諾だくしてくれていたはずの真ま帆ほが、智花を追い越して敵陣に単独先行し、パスを要求しはじめてしまった。

　あちゃ。ちょっと気合い入りすぎで、猪ちよ突とつ猛もう進しんになっちゃってるのかな……。

「う、うんっ！」

　智花は一いつ瞬しゆん迷いつつも、結局は求められるまま真帆にパスを出した。……懸け念ねんが、悪い方に連れん鎖さする。

「うっし！　見てろよちびリボンっ！　バカにされた恨うらみを……わわわっ!?」

　ボールを手にした瞬間、叫びながら真帆はインサイドに突っ込んでいく。ひと月でこれだけ様さまになる切ドりラ込イみブを習得し、それをいきなり本番で披ひ露ろうしてみせる素養にはさすがの一言であったのだが……いくらなんでも動きが単たん調ちように過ぎた。たちまち敵のディフェンスに周りを囲まれ、為なす術すべ無く硬直。そのまま三秒間をゴール下で浪費し、ルールによりボール権を奪だつ還かんされてしまった。

「誰だれがちびリボンよ、あほリボン。不快、そして笑っちゃう。へたくそ」

「……う、うるさいな！　あほじゃねーし！　くっそー今度こそ」

　守備に戻る際に未み有ゆちゃんから挑発を受け、歯は嚙がみする真帆。ああ、こりゃいかんぞ……。

　案あんの定じよう、以後数回にわたり真帆は智花にパスを要求して特攻・撃沈を繰くり返す。そして、あっという間に第１クォーターの残り時間は一分半近くまで迫っていた。

　これはあまり、悠ゆう長ちようにはしていられないな。練習はしていたものの、三分半を四回という特殊な時間の区切り方は、イメージよりさらにテンポが早い。

「ね、昴すばる。言わなくてもわかると思うけど、相手のディフェンス──」

「……ああ、３─２ゾーンだな」

　さらに対応を早々に考えなくてはならない問題がもう一つ。硯すずり谷だにが敷しいているディフェンスの布陣がゾーン──つまり一対一で決まった相手をマークするのではなく、それぞれの選せん手しゆに予あらかじめ守るべき領域を割り当てたスタイルであることだ。

　なにしろこのディフェンスに対し、まっすぐに単独でインサイドへ切り込んでも複ふく数すう人で囲まれてしまい、ほぼ確かく実じつに潰つぶされる。それはたとえ攻め手が智とも花かであっても同じ事だ。

　では、突つき崩くずすためには？　成功するかを置いておけば方法はいろいろ有るが、どれを選えらぶにせよ絶対に仲間との連携が不可欠だ。個人プレーでは、いけない。チームディフェンスには、一枚岩のチームオフェンスで挑まねばならない。

「あの、すいません！　次タイムアウトで！」

　もう迷ってる場合ではなかった。試合の四分の一が終了するのを待たず、審しん判ぱん役やくの初はつ恵え先生に、計二度しか許されてない作戦会かい議ぎの時間を要求する。

「こんな早い時間に大丈夫？　それに、何か策は……？」

「取り返しがつかなくなるよりは良いし、大丈夫だ。カードの切り順を変えるだけで、きっとなんとかなる。なんとかしてみせてくれるさ、五人なら」

　不安そうに瞳ひとみを陰らせる葵あおいへ微笑ほほえみかける。ほどなく未み有ゆちゃんにまたしても得点を奪うばわれ、スコアが０─６となったところで、試合は一時中断された。
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　伝えた指示は、至し極ごく単純なもの。今の真ま帆ほに自重するよう説得しても、おそらくは意い固こ地じにさせるだけで逆効果だろう。それに……出来ることならその気勢自体は尊重してやりたいのだ。一度抱えた消沈を克服し、目の前の勝負に全力を尽くしてくれているが故ゆえのヒートアップ。ただ諫いさめるのは簡かん単たんだが、そうするしかないと決めつけるのも早計に思えた。真帆のやる気を削そがないまま勝ちを模索する方法なら、まだある。

　だからあえて真帆には何も言わず、

「行くわよ、みんな」

　後半からのつもりだった予定を前倒しして、紗さ季きをポイントガード──司令塔のポジションにコンバートした。それも、以前球技大会で試したような一いつ瞬しゆんの絡からみ手てとしてではない。よっぽどのことが無い限り、試合終了までこの変更は解かないつもりだ。

「サキっ、よこせ！」

　智花よりも緩ゆるい速度で着実に敵陣へ進攻する紗季。その脇わきを抜けて、再度真帆が一人ひとりで切り込んでしまう……が、

「…………」

　紗季はどこにもボールを出さない。あえて何も告つげなかったが、ちゃんと俺の真意を汲くんで真帆のクールダウンを実行してくれる。

　もちろんこれくらいの判断なら『信頼』なんて大おお袈げ裟さな言葉を使うまでもない。紗季ならば自分で判断できるはず、と確かく信しんしていたが。

　──まずここが、ポジション変更第一の理由である。情に流されず、冷静に、時には冷れい徹てつにさえ振ふる舞まって状況を正しく理解できる能力は、五人の中で明らかに紗さ季きが突出している。かつての奇策さえも辞じさない状況ならいざ知らず、選せん手しゆとして将来のことまで考えてやるべき今なら行って当然のポジション転換だった。

　しかも、智とも花かは恩がある故ゆえか四人に対し試合中でさえ優やさしすぎるところがたまにあるからな。技術も判断力も本来はピカイチなのだが、先ほどのように遠えん慮りよして自分を制しすぎてしまうきらいがある。それはあらゆる意味で、チーム全体の良さを殺すことになりかねない。

　ま、理想としてはまず智花のワンマンチームだと相手に思い込ませるところから始めたくはあったのだが、良いさ。いきなりこの形だって、修正はいくらでも利きく。

「じゃ、そろそろ行きますか……ひなっ」

「おー。あいりー」

　わざと緩ゆるやかにドリブルを続け、味方の動きを俯ふ瞰かんするように確たしかめていた紗季が極小のモーションで、右サイドのエンドラインギリギリまで詰め寄っていたひなたちゃんへとパスを通す。さらに間かん髪ぱつ入いれずのループパスで、ボールは逆サイドのゴール下に繫つながれた。

「はいっ…………んんっ！」

　そのまま愛あい莉りがシュート。残念ながら外れるが、自みずからリバウンドを取り二連続でゴールを狙ねらうという力強さを披ひ露ろうしてくれる。最終的には相手センターのきついディフェンスにも邪じや魔まされて、再度のリバウンドは押さえられてしまったものの、良い形でシュートまで辿たどり着くことが出来た。

　うし。この分だと安心して見ていて大丈夫そうかな。

　さあ、反はん撃げき開始。──氷アのイ絶ス対・女エ王イ制ジの開幕だ。







　続く硯すずり谷だにの攻撃は未ゴールで終了。智花がポジション取りの上う手まさで身長を補い、外れた敵のシュートをリバウンドしてくれた。

　そして再びボールは紗季へ。智花よりも緩いペースを貫いて、相手をじらすようにじわじわと距きよ離りを詰めていく。

　──と、その刹せつ那な。

「っ!?」

　敵陣につむじ風が舞う。真ま帆ほが単独で攻め入ったのは今まで通りだが、それに被かぶせて智花がゾーンディフェンスのど真まん中なかに突っ込んでいったのだ。

「無知、そして無む謀ぼうっ！」

　反射的に、ゴール下の二人ふたりとフリースローラインど真ん中あたりに構えていた未み有ゆちゃんが身を寄せる。とてもパスなど通る隙すきのない、重厚な包ほう囲い網もう。

「え……」

　が、智とも花かはその檻おりの中に留とどまらない。中心でパスを求めるモーションを見せただけで、すぐさま逆サイドへと走り抜けていく。結果、智花を潰つぶしにかかったせいで、硯すずり谷だにのゾーンが中心に寄りすぎる。

「紗さ季きっ、ちょうだい！」

「ふふ、言われなくても！」

　そこでようやくパスを要求した智花の眼前には、もうボールが迫りつつあった。先読みで繰くり出されていた、ポイントガードからのバトン。

　いよっし、よく見えているっ……！　ポジション柄がらか、実は俺おれ、こういうプレーが一番興こう奮ふんするんだよなあっ！

　ボールを得て、今度は弧こを描えがくようなドリブルでゴール下に向けて切り込んでいく智花。それを見るや慌あわてて右サイドに陣取っていた敵選せん手しゆが進攻を阻はばもうと駈かけ寄り、

「真ま帆ほっ、シュート！」

「……うお？」

　次の瞬しゆん間かん。右サイド約四十五度、ゴールまで３ｍという絶好の位置にぽつねんと立っていた真帆の許もとにボールが渡る。しかも、直近にいたはずの敵が智花に引き付けられ完全にフリーの状態。

「打ちなさい早くっ！」

「まほ、きめちゃえー」

　一瞬動きを忘れる真帆に、紗季とひなたちゃんも急せかす。それでようやく──驚おどろいたおかげか良い感じに力の抜けたモーションで繰り出したジャンプシュートが、リングの最さい奥おうをかすめてネットに絡からみついた。

「よし真帆、ナイスシュート！」

「……あ、あはは。あたりまえじゃんっ！」

　すぐさま称しよう賛さんを飛ばすと、真帆は少し戸と惑まどいつつも微笑ほほえみ、それですうっと口元から硬さが消える。

　ようやく、この形が出せた。

　紗季をポイントガードにあてたもう一つの理由。それはもちろん智花の解放だ。こうして本来の仕事に集中させてやることが出来れば、その桁けた外はずれな運動量で、ボールを持っていないときでさえ敵チームにとって驚きよう異いの存在となる。

　今まで智花がポイントガードを努めねばならなかった慧けい心しん女バスは、羽う化か前の蛹さなぎみたいなものだとさえ言えた。類たぐい希まれなる智花のオフェンス力、それを存分に発揮させることが出来るようになった今こそが真の姿だ。

「真ま帆ほ、いいフォームだったよ！　落ち着いて、相手のディフェンスを崩くずしていこうねっ」

「お、おうっ！　もっかんもよく分かんないけどすごかった！　……ん。いけね、そうだ。あたしも、もっといろいろ動かないと。いっつも同じじゃ読まれちゃう」

　しかも、智とも花かの技術を特別に尊敬している真帆にとって、今のプレーは最高の刺し激げきになったはず。これで意欲はそのままに、事前の作戦を思い出してもらうことができそうだ。

　確たしかな予感と勝利への期待が、俺おれの中で膨ふくらんでいく中、まもなく第１クォーター終了の笛が鳴なり響ひびいた。
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　開幕早々から、紗さ季きの状況判断が光る。

「愛あい莉り！」

「はいっ」

　高いパスでローポストに送られたボールが、愛莉の手に。ゴール近くで相手に背中を向けて、さらに敵陣の深層へと切り込む隙すきを窺うかがう。

　この水みず際ぎわでの攻防がポストプレーと呼ばれる、センターに課かせられた大きな役目の一つだ。あと一歩踏み込まれればもうゴール直下という位置ゆえ、守備側のアタリも非常にキツい。心身共にとてつもない消耗を強しいられる、まさに修しゆ羅ら場ば。気弱で心ここち優やさしい愛莉にこの役目を委ゆだねることには、ずっと迷いが拭ぬぐえなかった。……かつては。

　でも、今は違う。葵あおいとの邂かい逅こうを経へて、仲間のためにチームの屋台骨となることを自みずから望んでくれた愛莉に、俺もまた全ぜん身しん全ぜん霊れいの期待を注ぐ。

　もちろんまだ怖れはあるだろう。でも、大丈夫。愛莉は逃げない。厳きびしい練習で学んだことを真しん摯しに繰くり出し、唇を固く結んでゴール下へのアタックを繰り返してくれる。

　残念ながら、敵ディフェンスのプレッシャーがきつく積つみの一手までにはなかなか至れない。ポストの外で、立ち往生に近い形で食い止められる。

　だが、これだけでも充分なのだ。

　敵の３─２ゾーン──ゴール下に二人ふたり、フリースローライン側に三人が横並びとなる逆台形のこの陣形は、アウトサイドからのシュートに強くなる反面、真横とゴール下が比較的手て薄うすになる。そこへ、愛莉のように背の高い選せん手しゆがモーションをかければ、どうしたって防ぼう衛えい本能を逆なでされる。フォローのため、左前方でアウトサイドに眼を走らせていた子が、慌あわてて愛莉の背後に迫る。

　──ゾーンが、乱れる。

「智とも花かちゃん！」

　その一いつ瞬しゆんのたわみを見み逃のがさず、智花が動いた。右ポストから左アウトまで閃せん光こうのように走り抜け、愛あい莉りからパスを受けるや何者にも邪じや魔まされず中ちゆう距きよ離りで空に舞まう。絶世のジャンプシュートを……繰くり出す！

「っしゃあ！」

　真ま帆ほの咆ほう哮こう。音もなくリングを射い貫ぬいたボールを確かく認にんするや、五人が全速力で守備に戻っていく。

「良い形だぞっ！　紗さ季き、愛莉、智花っ」

　たまらず叫びかけると三人から微笑ほほえみ、そして控えめなガッツポーズが返ってくる。

　さあ、まだまだ行くぞ。

　硯すずり谷だにの攻こう撃げきはセンターの子が愛莉をはじき飛ばして半ば強引にシュートを押し込んだものの、初はつ恵え先生がホイッスルを噴ふき無効の宣言。もちろん、あからさまなオフェンスチャージング。よし、綺き麗れいな形で決めたことで、焦あせりを植え付けられたかも。

　倒された愛莉が心配だったが、ひなたちゃんと智花二人ふたりに手を引かれて立ち上がった瞬間、眼まな差ざしをまっすぐ敵陣に据すえ、こくりと頷うなずいてくれる。

　強くなったな、本当に。将来的には、誇張抜きですごい選せん手しゆになるんじゃなかろうか。

　……いや。それを言うなら愛莉だけじゃない。五人全員が、そうだ。

「サキっ！」

　全員が持ち場に着いたところで、真帆が動く。智花に準ずる運動量で、敵の包囲網を僅わずかに乱しつつ、アウトへ。

「……しょーがない、わねっ」

　今度は要求された通り真帆にパスを出す紗季。強いライバル心を持ちながら、それを踏まえた上で真帆の実力をちゃんと買っている（あまり認めたがらないだろうが）。この辺の公平な眼にもまた、司令塔としての適性が表れていた。

「おっしゃ。……きひ。おいおいウチの部員なんだぜ、あんまなめんなよ──ヒナのことっ！」

　受けたボールを、真帆は右サイドの一番深いところ、ゴールからほぼゼロ角度の位置へ繰くり出す。そこに再び虎こ視し眈たん々たんと詰め寄っていたのは、ひなたちゃんだ。しかもマークは無し。完全フリーの状態で、パスが通る。

「ねえっ、そっちお願ねがい！」

「わかった！」

　それを見て左サイドで愛莉をチェックしていた硯谷の選手が、もう一人ひとりのゴール下を守る仲間に叫ぶ。そちらの子も愛莉に気を取られるあまり、ひなたちゃんの進攻に気付くのが一歩遅れていた。

「おー。いくぞー」

「良いけど、止めちゃうよ？」

　それでもマークについた選せん手しゆは、まだ表情に余裕を残していた。身長差、少なく見み積つもって25cm。なら抑えるのは容易たやすいとか、そんなことを思ってるのかもしれない。

　もしそうなら、真ま帆ほの言う通りだ。──なめんなよ、ひなたちゃんのことっ！

　ひなたちゃんが、まっすぐゴール下に向けて切り込んで行く。その速度は智とも花かや真帆に比べるとかなりゆっくりだったが、

「……っ、低い!?」

　身体からだの沈ませ方が、尋じん常じようではない。普通なら転んでしまうところまで身を縮ちぢめ、地を這はうように相手の脇わきを搔かい潜くぐっていく。

　持ち前の、身長の低さ。さらにひなたちゃんが類たぐい希まれなるバランス感覚の良さを持ち合わせていることに気付いた瞬しゆん間かん、俺おれは彼女をこのチームの前衛フオワードとして育ててみることに決めた。背が高いのはもちろん武器だが、低さにトリッキーな動きが加わればそれもまた武器となる。

　なにせ、横や上と違い『下』方向の防御というのはあまり練習する機き会かいを得られない。多くの選手が、慣なれてないのだ。まあ、簡かん単たんに30cm近くも身長に差が付いてしまうのは恐らく小学生のうちだけなので、期間限定の戦略ではあるのだが、それでも対たい峙じする相手にノイズを植え付けるような、変拍子のリズム感を併せて習得しておければ将来的にもきっと役に立つ。

「ほー」

「しまっ！」

　その一いつ環かんが、これだ。上う手まく相手の脇を抜けたひなたちゃんだが、そのままシュートにいっても身長差ゆえ後ろから止められかねない。

　だから、さらにもう一段トリックを仕掛ける。ひなたちゃんは敵陣内にドリブルで踏み込むと、立ち止まらずにリングの下を素通り。次の瞬間ゴールに背を向けたまま飛び、両手でスピンをかけてボールをバックボードにぶつけた。

　じゅっ、という幽かすかな摩ま擦さつ音おん。弾道がずれる。そして、放たれたシュートは鋭えい角かくにリングの中へ吸い込まれていった。

「あははっ！　あいかわらず格かつ好こういいなそれ！　すげーぞヒナっ」

「おー。せんきゅ～」

　戻り際ぎわ、ハイタッチを交かわしながら真帆とひなたちゃんが笑う。

「ナイスコンビネーション！　二人ふたりともその調ちよう子しっ」

　もちろん俺からも、惜しみない賛さん辞じを。

　──ボスハンドの、リバースショット。それがひなたちゃんに習得させた新技。あの低いドライブから繰くり出される変則的なシュートに対応するのは、よっぽど構えてないと難むずかしい。加えてひなたちゃんはどこか行動のタイミングが独特というか、こちらの予測を常に裏切り続けるような、不ふ思し議ぎな動きをする子でもある。

　ナチュラルボーンの、トリックスター。そんな資質は、体たい軀くの小ささを補って余りある。







　攻守交代。ディフェンスでも皆が健けん闘とうしたが、最後にはゴールを許してしまい同点から再び二点差を付けられてしまった。けど、まだまだ。こちらの武器は、まだ場に並べきってすらいない。

　再び慧けい心しんのターン。紗さ季きがハーフラインを越えた瞬しゆん間かん……全員が一度に仕掛ける。

　まずは愛あい莉り。ローポストに走り寄り、相手センターを釘くぎ付づけ。直後にひなたちゃんと智とも花かがアウトを走り、紗さ季きと共に細かくパスを回し、ゾーンを揺ゆらす。

　さあ、機きは熟じゆくした。今度こそ弾はじけろ、打上げ花火フアイアー・ワークス──三み沢さわ真ま帆ほっ！

「うおりゃあっ！」

　叫びと共に、ボールを受けた真帆がペネトレイト。ポストの外からゴール下へと一いつ直ちよく線せんに進んでいく。速い、とにかく速い。立ち上がりの加速力だけなら、すでに智花並み……！

　そして陣形が乱れ、手て薄うすになったゴールに向けてランニングシュートレイアツプ。一人ひとり間に合った相手ディフェンスが飛び、かなり強引に身体からだをねじ込んで来るが、空中でぶつかり体勢を崩くずされても、真帆の瞳ひとみは、その右腕は、まっすぐゴールに向いたまま。

「バスケットカウント、ワンスロー！」

　ボールがリングに吸い込まれた直後、初はつ恵え先生が硯すずり谷だににファウルを宣言。シュートの得点はそのままに、こちらへ一本分フリースローの権利が与えられる。

「……ふん、まーまーね」

　皆が喜ぶ中、不敵に紗季が微笑ほほえむ。きっと内心では誰だれよりも安あん堵どしているであろうに、それを包つつみ隠かくして。

　圧倒的な運動量。負けん気の強さ。随一の諦あきらめの悪さ。紗季が明らかなガード向きであるのと同様、真帆もまた生きつ粋すいのフォワードタイプであった。思い返せば初めてこの子たちのコーチを引き受けた際、二人ふたりをミドルレンジのシューターに仕立てたりしたのは、なんとも事の順序を無視した行為だ。もしかしたら一番の失策だったかも。……とはいえあの当時は時間がなさすぎて、他ほかに手立ても考えられなかったわけだが。

　とにかく、俺のせいで遠回りさせてしまったが、ここひと月、真帆にはインサイドプレーヤーとしての技巧を磨みがいてもらってきた。攻こう撃げきだけでなく、リバウンドやディフェンス面においても愛莉と同等に要かなめとなってもらえるよう、一度にいろんなことをたたき込んだ。

　かなり、負担をかけてしまったと思う。なのに真帆はいつでも満面の笑えみで、バスケに熱ねつ中ちゆうしてくれていた。まさにそれこそが、真帆の才能。

　…………この笑え顔がおを途と絶だえさせてしまわずに済んで、本当に良かった。

　試合の流れが一いつ旦たん止まり、真ま帆ほにフリースローが委ゆだねられる。愛あい莉りのジャンプボールと同様、さすがにそこまで練習させる余裕はなかったので入るかどうかは完全に運頼みだったが……持ち前の勝負強さでリングに収めてくれる。よし、これでついに逆転。

「く、なんでこんなっ……」

　すっかり戸と惑まどった様よう子すの未み有ゆちゃんが、いきり立って単身で切り込んでくる。

　んー。それはちょっと、無む謀ぼうってやつじゃないか。

「……五人だけど、作りかけのチームなんかじゃないよっ」

　立ちはだかるのは、君のマークマンは智とも花かなんだぞ。

「ふん、邪じや魔まっそして…………そし、て？」

　一いつ閃せん。瞬またたく間に、智花がスティールを決めた。

　呆ぼう然ぜんとする未有ちゃんを置き去りに、智花の速攻。疾しつ風ぷうのレイアップで、三点差！

「そんな。え、ありえないし……？」

　呆然と、未有ちゃんは自分の両手を見つめる。ドリブルを阻止された現実から、眼を逸そらすように。

　こちらの攻こう撃げきは、以後絶ぜつ好こう調ちよう。真帆とひなたちゃんがゾーンをかき乱し、愛莉はリバウンド面でも大だい活かつ躍やく。そして智花はディフェンスが縮ちぢこまれば外、伸びきれば中とまさに縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回り、かと思えばピンポイントで司令塔に戻って絶妙なアシストを決めたり、オールラウンドな大活躍を見せてくれる。

　ポイントガード、永なが塚つか紗さ季き。

　フォワード、三み沢さわ真帆、袴はかま田だひなた。

　センター、香か椎しい愛莉。

　ようやくそれぞれの適性を正しいポジションで開花させる中、智花はシューティングガードを起点にセンター以外全すべての役割を臨りん機き応おう変へんに移り変わり、チーム全体のレベルを常に一段押し上げる。

『ポイントフォワード』

　ＮＢＡでも本当に数少ないユーティリティープレーヤーへ与えられる芳ほう名めいを智花に添そえることに、この試合を見て異い論ろんを挟む人間など、きっと誰だれ一人ひとりとして存在しないだろう。

　逆転の勢いそのままに点差を広げ、試合は折り返し。後半戦へ。
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　ハーフタイムを経へても、慧心の勢いは止まらない。

「……っ!?」

「よっしゃーナイススティールだもっかん！　くくっ。ちびリボン、さっきから取られてばっかじゃん」

「う、うるさいっ！　だ、だって未み有ゆは別に……こんなっ……」

　それどころか、智とも花かからマッチアップを受け続ける未有ちゃんの動きが次第にどんどん緩かん慢まんになっていき、伴って硯すずり谷だには攻守共に精彩を欠かき出す。

　こちらとしては、その隙すきを突かない理由なんてもちろん無い。ますます切れ味を増す智花を中心に、さらに点差を広げていく。

「こら未有！　守備の戻り遅すぎるっ！　いったいどうしたの!?」

　痺しびれを切らした様よう子すで、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが叫んだ。無理もない、序じよ盤ばんに比べて、その動きは俺おれから見てもおかしかった。

　びくり、と先輩の大声に背中を竦すくませる未有ちゃん。

　……しかし。その直後にふっと、まるで何かを嘲あざ笑わらうように口角を上げ、

「や、やだなぁ先輩。もうすぐ大会なのに、こんな試合にムキになっても仕方ないですよ。こっちは調ちよう整せいなんだし、そんなに肩かた肘ひじ張らなくても……勝たなくても良いじゃないですか」

　わざとらしく両手を掲げながら、みんなに聞こえる声でそう言った。

　やはり、そういう心こころ積づもりか……。本気じゃなかった。その宣言はウチの部員にとってあまりに笑えないんだが、な。

「なんだよ、それ……」

　真ま帆ほが、怒りすら通り越したように目を見開く。が、次第に感情が弾はじけるのを抑え切れなくなった様子できっと歯を剝むき……っていかん、ケンカになるか!?　真帆を支持してやりたい気持ちは山々だが、暴ぼう力りよく沙ざ汰たは良くない！

　そんな思いで自陣を飛び出した直後、葵あおいに手首を捕まれる。

「なんで止める!?」

「待って。……ほら」

　葵の視し線せんを追って目を戻すと、コートの中心では未有ちゃんを至近で睨にらみ下ろす麻奈佳先輩が、真帆の激げき情じようを背中で寸断してくれていた。

「ねー、昴すばるくん。ごめん、ひとつだけ我わが儘まま、いい？」

　そして先輩は未有ちゃんを見み据すえたまま、俺に呼びかける。

「……なんでしょうか」

「本当に申もうし訳わけ無いけど。メンバー交代、させて。一人ひとりだけ、一回だけで良いから」

「──っ!?」

　発せられた宣告に、未有ちゃんが瞳ひとみを震ふるわせる。

「……お任せします。文句は、言いません」

　迷わず答えた。恐らく逆の立場でも、俺おれは教え子の前で同じ事を言わざるを得なかっただろうから。

　交代があればきっと硯すずり谷だには持ち直してしまうだろうが、このまま勝ったところで意味は無いのだ。あくまで全力でぶつかり合って、得ることができた結果でなければ。

「かたじけない」

　本当に申し訳わけなさそうに告つげて、先せん輩ぱいは観かん戦せんを続ける部員たちの方を向き、一人ひとりの名を呼ぶ。

「え、ええっ!?　私ですか!?」

　慌あわてて立ち上がったのは、初回の練習の時俺たちにお辞じ儀ぎしてくれた眼鏡めがねとショートカットの子……五年生の選せん手しゆだった。おっかなびっくり、初はつ恵え先生、麻ま奈な佳か先輩、そして未み有ゆちゃんの機き嫌げんを窺うかがいながらコートの中に走ってくる。

「急でごめんだけど、出てくれる？」

「わ、私は構いませんけど……」

「ありがと。じゃあ柔軟お願ねがい、焦あせらずにね。……たびたびごめんね昴すばるくん、もう少し時間良いかな」

「は、はい。それはもちろんです！」

　指示を受け、その子はストレッチを始める。しばし、張り詰めた空気に吞のまれて誰だれもが言葉を失う……が、

「な……なんでですかっ!?　どうして、よりにもよって未有の代わりが、試合に出たこともない五年なんですっ！　こ、こんなのなんの意味もないじゃないですかっ！」

　我が慢まんの限界とばかりに焦しよう燥そうする未有ちゃんがまくし立て、沈ちん黙もくを破る。

「未有、硯谷なめんな」

「……先、輩？」

「今の未有より、五年生……ううん、四年生でもずっとチームに貢献できるよ。親善試合だろうとなんだろうと、硯谷の名に泥を塗ぬるようなプレーしかできないなら、コートから出て見学してなさい」

「……っ」

　そこにすかさず、麻奈佳先輩の冷れい徹てつな一言。

「そ、そんな……せ、先生っ！」

　すがるように初はつ恵え先生に助け舟を求めても、

「未有。少し、頭を冷やして反省しなさい」

　同様に突き放され、ついには未有ちゃんも絶句。

　再び、体たい育いく館かんが静まりかえる。初恵先生も麻奈佳先輩も、それ以上何も言わない。たぶん、あえて。

　やがて未有ちゃんは、為なす術すべなく肩を落としてコートから出て行く。そして部員の輪わからも離はなれ、隅っこで体育座りとなり、唇を嚙かんで項うな垂だれた。

「やーごめんね！　ほんじゃ、再開しようか」

　明るく声を張り麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが宣言すると、初はつ恵え先生も無言でスローインの指示。

「……昴すばる」

「こっちとしては、ただ全力を出し続けるしかない」

　葵あおい、そして戸と惑まどいの表情を浮かべる五人に告つげ、「さあ、勝つぞ！」と努めて声を張り上げれば、やがてみんなの顔には決意と共に気合いが再さい充じゆう塡てんされていく。

　……うん、それでいい。敵に情なさけは無用だ。いやむしろ、油ゆ断だんしてたらたちまちアドバンテージを崩くずされかねない。だって、ようやくここから本気の硯すずり谷だにファイブと相まみえることになるのだから。

　それに麻奈佳先輩も、同情なんて何より望んではいないだろう。きっと先輩は、コーチとして未み有ゆちゃんを育てるために、涙を飲んで彼女を追いだしたのだ。こんな重い決断を下すまで、苦悩しなかったわけがない。きっと今も、心を強く痛め続けているに違いない。

　だからこそ俺おれたちは、先輩の決意のためにもまた、全力でもってこの勝負を戦い抜かなくてはならない。未有ちゃんに、勝負の重みは決してトロフィーの重みで決まるわけではないということを、知らしめるために。







　苦戦の予感は、現実のものに。新加入した子は、派は手でな機き動どう力りよくこそ無いものの堅実な守備で硯谷のゾーンをさらに確かつ固こたるものにした。身体的にはまだ発展途と上じようながら、たゆまぬ努力で身につけたであろうチームワークを駆く使しし、守備の穴を埋めていく。

　少なくともディフェンス面では、未有ちゃんがいたときよりよっぽど手て強ごわくなった。

　となると、地力ではどうしても劣る以上、流れが再び傾きだしてしまう。

「だあっ、ちくしょっ！」

「おっけ、ナイスシュート！」

　真ま帆ほからボールをスティールし、硯谷の子がゴールを決める。まるまる二点、これで差が縮ちぢまった。

「仕掛け時か」

　最終的には、コート内のみんなに踏ん張ってもらうしか無い。が、俺にだってまだ大事な役割がある。手持ちのカードを、最も的てき確かくなタイミングで切るという、ヘッドコーチの仕事が。

　初恵先生にタイムアウトを求め、ルーズボールが外に出たタイミングで再度の作戦会かい議ぎ。

「みんな。アレ、試そう。……愛あい莉り、いけるかい？」

「……はいっ、頑がん張ばります。……わたしが今できることを、全部やります。絶対に、逃げません」

　そして皆に、布陣の変更を提案する。キープレーヤーとなるのは、愛あい莉り。彼女がもしセンターとしてコートへ立つ事に迷いがあれば、この作戦はまだ実現できない。

　でも、そのまっすぐで揺ゆるぎない視し線せんを受けて、確かく信しんする。大丈夫だ、いける。

　だから迷いなく、タイムアウトが開けるやこの日まで練習を重ねてきた新しいフォーメーションを、ぶつける。

「こっちっ！」

　ゲームが再開されこちらの攻こう撃げきが開始すると、まずは愛莉がローポストに進攻。

　ここまでは、今までもずっと見せている切り込み方だが──

「こ、これって……！」

　──他ほかの四人の立ち位置がだいぶ異なるため、硯すずり谷だにのメンバーは深く戸と惑まどいを見せる。

　なにせ、愛莉以外の四人が全員遠目のアウトサイドに構え、それぞれロングシュートを狙ねらうようなそぶりを見せ始めたのだから。

　いわゆる『１センター・４シューター』の布陣。この攻撃パターンは、文字通り強力なセンターと精度の高い複ふく数すうのシューターを活いかすのに最適だ。

　対たい峙じする相手はまず愛莉というキーマンに対し、何枚のディフェンスを割さくかという岐き路ろに立たされるわけだが──一人ひとりきりに任せれば、

「……んっ！」

「うんっ！　良いシュートだよ愛莉！」

　ゴール下までは切り込めないまでも、ポスト越しのシュートで楽々ゴールを狙ねらわれる。

　かといってプレッシャーを掛けるべく愛莉にダブルチームを費やせば、

「おらっ！　どーだっ！」

　真ま帆ほたち、ウチご自じ慢まんのシューターが黙だまってはいない。攻め手四人に対し、守備側が三人だけになるため比較的楽にノーマークの状況を作り出すことができるという寸法だ。

「ま、正直未完成なんだけどな……」

　なにしろ大問題として、まだひなたちゃんが外からシュートをほとんど決められない。アウトに構えさせているのは毎度おなじみのはったりだ。それに愛莉も現状は、がっぷり四つでパワー勝負を挑まれると弱いしな。

　けど、その辺が解決してくればこのチームには抜群にフィットする陣形になるだろう。ひなたちゃんだってかなり遠くまでボールを放れるようになってきたし、愛莉も向上心を保ち続けてくれている。完成は、きっとそう遠くない。

　そんなわけで、現状ではじっくり対応されると綻ほころびだらけではあるのだが、だとしてもピンポイントに相手をかき回す目的なら充分に効果を発揮できる。

　切り札は的確にダメージを刻み、リードを保ったまま、ついに俺おれたちは最終クォーターまで辿たどり着いた。

　勝利が、見えてきたぞ。県の強きよう豪ごう校こうに、今はまだ名も無きチームが一いつ矢し報むくいる、その瞬しゆん間かんが。
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　そうして迎える第４クォーター。仕切り直しを経へてコートに並ぶ硯谷の面々に、

「……っ」

　突然、未み有ゆちゃんが歩み寄る。

「…………なにしてるの、未有？」

　麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが、冷たく問う。すると未有ちゃんは大きくリボンを揺ゆらし、頭を下げた。

「だっ、出させてくださいっ！　全力で戦います。負けたくありません！　練習試合だろうがなんだろうが、自分のチームが負けるところを、じっと見てなんていられません！」

「あは、昴すばる……」

「ああ、良かった」

　思わず葵あおいと顔を見合わせ、控えめに笑えみを交換。

　とうとう、届いたようだった。斜に構え、俺おれたちのバスケに対し目もくれぬ態度を貫いてきた未有ちゃんだったが、外側から客きやつ観かん的てきに慧心の健けん闘とう、そして味方の危き機きを見つめることで、ようやくその自尊心に、火を点つけてくれた。

　恐らくは、麻奈佳先輩と初はつ恵え先生の狙ねらい通りに。

「訊きく相手が違うでしょ。チームメイトに、慧心の皆さん。相手のコーチさん。私なんかより先に頭を下げなきゃ行けない相手、いっぱいだよ？」

　それでも、先輩はすぐには甘い顔を見せない。これを機きと見て、未有ちゃんの我が儘セルフイツシユな部分を徹てつ底てい的てきに反省させようとしているのだろう。

　実のところ公式戦のデータを見ただけで、彼女のムラっ気は瞭りよう然ぜんだった。未有ちゃんは基本的に大会の序じよ盤ばんはありとあらゆる個ス人タ成ツ績ツが凡ぼん庸ようなのだが、勝ち上がるごとにフィールドゴールを中心としてどんどん数字を伸ばしていく傾向にある。かと思えば一転、負け試合は、前半に比べて後半の成せい績せきが急降下しているのが常。

　要するに、びっくりするくらい気分屋なのだ。相手チームを格下と見ればとことん手を抜くし、マッチアップで苦戦する選せん手しゆとの勝負はすぐ匙さじを投げる。最後までまっすぐ向き合おうとしない。

　それでも仲間の活かつ躍やくに助けられ、チームは高い勝率をキープしているようだったが、おそらくそのムラっ気が災わざわいして、今年ことしのチームになって硯谷はまだ一度も優ゆう勝しようというものを経けい験けんしていない。現状の未有ちゃんはエースでありながら、最大の不安要素でもある存在なのではないだろうか。

　……とすれば。もしそんな不安定さを克服するきっかけが、この練習試合になったとしたら。

　ふふ。そりゃなんとも、光栄な話だな。

　突き放されて、未み有ゆちゃんはしばらく俯うつむいたまま押おし黙だまっていた。が、ようやくきっと顔を上げると、

「……みんな、ごめん。真剣にやるから、戻らせて」

　まずは振り回す結果になったチームメイトに頭を下げた。

「もー、我わが儘ままはこれっきりにしてよ。強いよ、慧けい心しんさん。……あんた無しじゃどーしょうもないって」

　ここは、難なんなくクリア。緊きん急きゆう招集された五年生は息を切らしながらも微笑ほほえんでポジションを返上し、レギュラーの子たちも皆苦笑いで未有ちゃんを迎え入れた。我が教え子たちに負けず劣らず、素直な良い子たち揃ぞろいだな。だからこそ、エースが好き勝手振ふる舞まっても破は綻たんせずに今までやってこれたのだろうが。

「すいません、でした……。戻っても、良いでしょうか」

　続いて苦く渋じゆうの決断をしたかのようにしかめ面つらで、俺おれと智とも花かたちに向けても謝しや罪ざいを重ねる未有ちゃん。

　客きやつ観かん的てきに見れば、こちらのメンバーには拒絶する権利もあっただろう。

「早く並べよ。とっとと始めてとっとと負けてたっぷりくやしそーな顔見せやがれ」

　けど案あんの定じよう、ニヤリと唇を緩ゆるめ挑発を放った真ま帆ほを筆頭、誰だれしもが文句など言おうとせず、笑え顔がおで敵エースの帰き還かんを許した。

　ならもう、俺から口を挟む必要は無いな。

「ん、よし。じゃあ始めようか、最終クォーター」

　そう思い、毅き然ぜんと告つげたのだが、

「ちょっと待って」

　刹せつ那な、未有ちゃんが片手を突き出し静止を求める。

「──っ！」

　かと思えば突然、俺たちの脇わきを全速力で駆かけ抜けていった。

「未有……。あはは、なるほど。ごめんね昴すばるくん。少し待ってあげて」

　そんな様よう子すを見て麻ま奈な佳か先せん輩ぱいが快活に笑い、俺もまた真意を悟る。

　未有ちゃんがたった一人ひとりで始めたのは『シャトルラン』と呼ばれる、バスケのフットワーク練習における定番のメニュー。エンドラインからフリースローラインまで走り、折り返してエンドラインに戻ったのち、今度はハーフラインまで走り、もう一度エンドラインへ──と、往復運動しながら移動距きよ離りをどんどん伸ばしていくこの動きは、一連の練習の中でも指折りに激はげしく体力を消耗する。今の未有ちゃんのように絶えず全力疾しつ走そうで休み無く繰くり返したりなんかしたら、あっという間に１クォーター試合に出るのと同じくらい疲れてしまうことだろう。

「……はぁ……はぁ。…………これくらいで、いい？　もう少し……やる？」

　シューズがコートを擦こする甲かん高だかい音を何度も響ひびかせてから、ようやく足を止めて俺おれの前に立ち、息も絶え絶えで未み有ゆちゃんが訊きく。やっぱり男と話すのには嫌けん悪お感かんがあるのか言葉遣づかいは不ふ機き嫌げんそのものだったが、あまり気にならなかった。むしろ、強気が心地ここち良いくらい。

「ああ。これでお互いハンデ無し、五分と五分の状態で仕切り直しだ」

「ふん。負けた後になって文句とか言わないでよね？」

　膝ひざに手を置き微笑ほほえみかける俺に苦言だけを残し、踵きびすを返す未有ちゃん。

　もちろん、結果がどうなろうとここにいる誰だれもが文句なんて言わないだろう。あとはお互い、全すべてを出し切るだけだ。







　第四クォーターが、硯すずり谷だにの攻こう撃げきで開幕する。

　その途端とたん、未有ちゃんが動いた。単身エンドラインを抉えぐるように、真横からゴール下にペネトレイトして、ランニングシュートの体勢に入る。

「──決めさせないっ！」

　しかし、ちゃんと智とも花かが気を抜くことなくマッチアップを続けてくれていた。急なペースアップにもしっかり対応し、インラインに身体からだを入れて進攻を阻害する。

「無名選せん手しゆは黙だまってて！　六年で一番身長低い未有がキャップ張ってるのは──実力、実力、そして実力っ！」

「えっ!?」

　──次の瞬しゆん間かん、俺たちは信じられないものを見せつけられた。

　ボールを両手でホールドしたまま宙に舞まった未有ちゃんは、智花のブロックが目前に迫る中で僅わずかに身を屈かがめ、その脇わきを搔かい潜くぐった。直後、ぐにゃりと腰をよじった不安定な体勢のまま、左手一本でシュートを放ってみせる。

　そして、ふわりと弧こを描えがいたボールはリングの縁ふちをぐるりと一周したのち、静かにネットを揺ゆらした。

「噓うそ、でしょ……」

　葵あおいが、隣となりでほとんど絶句する。直近で抜かれた智花もずっとコートに弾はずむボールを呆ぼう然ぜんと見つめたまま動けないでいる。

　なんだ、今の……。空中であそこまで派は手でに動いた上でしっかりゴールを狙ねらうなんて、並大抵の滞空時間と反射神経ではどだい無理な話だぞ。

　女の子の、小学生の、日本人の動きじゃないだろ！

「ふん。あんたも確たしかに……わりとやるみたいだけど。自分よりデカい相手を抜いて何度もシュート決めまくってきた未み有ゆとは、くぐった修しゆ羅ら場ばの数が違うわけ。わかった？」

　戻り際ぎわ、未有ちゃんが智とも花かに囁ささやいていく。

　……なるほど、これが名門硯すずり谷だにで体格的なアドバンテージに頼らずエースの座に登り詰めた少女の、技術面での実力というわけか。……メンタルが未み成せい熟じゆくで、助かったな。序じよ盤ばんからこんなプレーを連発されていたら、勝負になったかどうか。

　しかし、智花は大丈夫かな。今まで、同年代からあれほど軽くあしらわれた経けい験けんはかつて無いのではないか。自信喪そう失しつ、しなければ良いのだけど。

「……あはは。余計な心配か」

　なんて懸け念ねんを持ちながら再度注視してみれば、智花は小さく笑えみを浮かべ、未有ちゃんの背中を眼で追っていた。そうだよな。あの負けず嫌いだ、むしろ火が点ついて然しかりか……！

「紗さ季きっ！」

　攻こう撃げきが切り替わるが早いか、紗季からボールを受け取って単身で突っ込む智花。慧けい心しんはチームワークが最大の長所だと俺おれは思っているが──流れを引き込むには時折そういうのも必要だ！　構わない、行け。我われらがエースっ！

「ムキになるなんて愚の骨ちょ──ぇ？」

　今度は、相手が沈ちん黙もくする番だった。まっすぐドリブルしシュート体勢に入った智花が、ブロックにかかる未有ちゃんの正面で決めて見せたのは──なんと、身体からだを真横にスライドさせながらのジャンプシュート。見た目は派は手でではないが、これもまた小学生離ばなれした超絶技巧!!

　──対・俺用に編あみ出した、最新の必殺技である。

「背が高くて上う手まい人となら、私だって毎日お手合わせしてもらってるよ……！」

「……ナマイキっ、そして………………やる、じゃない」

　摩ま擦さつ音おんと共にボールがリングを射い貫ぬいた直後、お返しとばかりに未有ちゃんに微笑ほほえむ智花。

　ちなみにだがこのシュート、せっかくの綺き麗れいなフォームを崩くずしかねないから、小学生のウチは一日三本以上打つなという厳げん命めいを出している。……もちろん今のは本日最初なので、苦言を呈すつもりなんて毛頭無いけど。

「……ん？　あれ、毎日って？」

「さあ勝負所だぞ！　みんな踏ん張れっ！」

　声の限りに檄げきを飛ばす。残り二分半、点差は未いまだ五点のまま。心しん臓ぞうを、ぎゅうっと圧あつ縮しゆくされるような緊きん張ちよう感かんが、俺を包む。ところで今、葵あおいは何か言ってたか？　ついつい聞きき逃のがしてしまったが……まあそれはさておき。

　ここからの理想的な展開は、このまま未有ちゃんと智花の二人ふたりがヒートアップして、個人技のぶつけ合いにもつれ込んでくれることだ。そうすればきっと、たとえ未有ちゃんに軍配が上がったとしてもアドバンテージが覆くつがえるまでにはならない（もちろん智花が負けるとも思ってないが）。

　けれども、現実はそこまで甘くはなかった。

「未み有ゆ、ちょうだい！」

　直後の硯すずり谷だにの攻こう撃げき。物静かな雰囲気だった敵のセンターが、自信たっぷりにパスを要求する。それに未有ちゃんはノータイムで従い、勝負は両チームのセンターに委ゆだねられる。

「きゃ……」

「よし！　……下半身の粘ねばっこさが、まだ足りないね」

　硯谷センターのパワードリブルに、愛あい莉りがたたらを踏む。その隙すきにゴール下まで切り込まれ、シュートを決められてしまった。すがるように期待した初はつ恵え先生からの笛も無し。確たしかに、ひいき目に見ても今のはファウルという程ほどではなかった。

　どうやら、未有ちゃんはただ実力を誇示したいだけのタイプでも無いようだ。本ほん調ちよう子しならば、ちゃんと仲間との連携も取れる。だからこそのキャプテン任命なのだろうが……。

　やっぱり、強いな。県有数の名門ってヤツは。

「みんな、マンツーでいくよ！」

　そこでついに、麻ま奈な佳か先せん輩ぱいも動いた。ゾーンを捨てて、一対一でシンプルな能力勝負を挑むように指示を出す。実に、こちらにとって頭の痛い指示を。

　まあ先輩としても、慧けい心しんの持ち札に気付いた後は可能な限り早くゾーンからマンツーマンに切り替えたいところであったはずだ。

　それを今の今まで抑止してくれていたのは、智とも花かの存在に他ほかならない。たぶん先輩は智花のポテンシャルを敏感に感じ取り、とても一人ひとりだけでは止められないと判断したのだろう。

　全力勝負の末に負ける可能性すら恐れず、がむしゃらにバスケと向き合う決意を固めた未有ちゃんという存在を、除けば。







　終しゆう盤ばんは、純粋な個々の技能勝負の場となる。もう絡からみ手てが通用する余地は無い。慧心の皆も健けん闘とうはしてくれているのであるが、こうなると厳きびしい。智花を中心に食い下がってはいるものの、経けい験けんの差が、生涯練習量の差が露ろ見けんし、じわりじわりと点差を詰められていく。

「ナイッシュー未有っ！」

「あったりまえっ！」

　そして、残り時間十五秒で、ついにスコアは25─26。硯谷が、慧心を逆転する。

「紗さ季きっ、お願ねがい！」

「任せてっ」

　もはやこの一本を死んでも止めるべしと、エンドラインからボールが入った直後より執しつ拗ようにマークを開始する硯谷ディフェンス陣の脇わきを搔かい潜くぐり、智花が紗季にボールを委ねる。さらに自身は敵陣へと詰め、アウトサイドから虎こ視し眈たん々たんと隙を狙ねらう。

　おそらく、お互いにとって最後の攻防。ゴールを決めれば再逆転で慧けい心しんの勝利。しかし外せば、もはやチャンスは巡るまい。まさに正念場クラツチ・タイムという状況だった。

　素す早ばやいドリブルでハーフラインを越えた紗さ季きが、ポジションに付いた四人を一いち瞥べつし、ラストショットの担い手を選せん定ていしにかかる。

　第一候補は、やっぱり智とも花か。本領を発揮した未み有ゆちゃんとも、マッチアップで五分の勝負を繰くり広げている。最後はエースに、全すべてを託すか。

　あるいは、真ま帆ほ。過去の試合において、常にゲームを決定づけてきた実じつ績せきに、その勝負強さに、賭かけるべきか。

　心しん臓ぞうが、早はや鐘がねを打つ。葵あおいもぎゅっと、祈るように手を組む。

　残り時間が、七秒を切る。

「──っ！」

　そこで、俺おれにすら予想外の動きを見せたのは、なんと愛あい莉りだった。

　ゴール下でのポジション争いを不意に放棄し、紗季に向けて走り寄ったのである。

「え……!?」

　それを見て、紗季のマークマンが一いつ瞬しゆん気を取られる。愛莉にヘルプで付くべきか、という逡しゆん巡じゆんを覗のぞかせる。

　ぞくりと、肌が震ふるえた。あんな奇き襲しゆう、教えてないのに！　愛莉が自みずからで考えて、仲間を生かすために今出来ることを、ほとんど本能的に編あみ出してくれたのだ。

　愛莉はまだ、外のシュートの精度が高いわけではない。でも、ここまでの健けん闘とうは相手に嫌いやな予感を植え付けるには充分だったはずだ。まだ何か隠かくし技わざがあるのではないか……外のシュートも、実は得意なのではないかと、硯すずり谷だにの選せん手しゆが疑念を抱いたとしても、無理からぬ事。

　その一方で、この瞬間まで紗季の手による得点はゼロ。司令塔の仕事に集中すべく、自分からシュートを打つそぶりは一度も見せずに来た。

　ならば、仕方がない。一向にシュートを打とうとしない紗季より、愛莉を抑えることを優ゆう先せんすべきだと、紗季のマークマンが一瞬でも考えてしまったとしても、仕方がない。

　実際にアウトサイドからのシュートという武器を懐ふところに隠し持っているのは──




　──紗季の方なのだという可能性に、気がつかなくても仕方がない！




「打て、紗季っ!!」

　俺が叫び声をあげた時にはもう、紗季はボールを掲げ飛んでいた。揺ゆるぎない視し線せんでゴールを見み据すえ、今まさにボールから指先を放さんとする寸前だった。

　繰くり出されたシュートが、弧こを描えがく。

　目を見開いてゴールに駆かけ寄る硯谷の選手たち。確たしかな信念でもって、弾道の辿たどり着くべき先を見み据すえる、慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部の全構成員。

　数多あまたの視し線せんが交こう錯さくする中、ボールはリングの最奥ど真まん中まかに当たり、真上に跳はねる。

　そして。
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「あ……」

　そして、慧けい心しん学がく園えんのラストシュートは、ネットを揺ゆらすことなくリングの手前に落ちた。

　まもなく、試合終了の笛がコートに響ひびき渡る。

「う…………うわあ危なかったぁぁぁぁっ！」

「最後すっごい緊きん張ちようしたよ～！　あーまだ心しん臓ぞうばくばく」

　まるで大事なトーナメントの決勝を制したかのように大はしゃぎする硯すずり谷だにの歓声を聞きながら、俺おれは天てん井じようを見上げほうと息を漏もらす。

　結局、最終スコアは25─26。一点差で……

「負け、たか」

「…………でも、良い勝負だったよ。最高の、試合だったと思う」

「うん。そうだな」

　慈じ愛あいたっぷりに呟つぶやく葵あおいに同どう調ちようしつつ、再び前を向く。ちゃんと、みんなの健けん闘とうを称たたえてあげないと。

　立ち尽くしたまま未いまだ動けずにいる智とも花か、愛あい莉り、ひなたちゃん。仰あお向むけで床ゆかに寝転んでしまった真ま帆ほ。全員にすぐさまねぎらいの言葉をかけてやりたかった。

　けど、今は。

「紗さ季き……」

　俯うつむいて唇を嚙かみ、転がったボールを見み据すえて拳こぶしをキツく握りしめている少女の許もとへ。

「…………」

　呼びかけても、紗季は微動だにしない。それでも俺は、言葉を続ける。

「最高の判断だったよ。相手全員の裏をかけていた。シュートフォームもすごく良かった。あとはほんの少し……運が足りなかっただけだ」

　ゆっくりと、優やさしく、言い含める。

　それから一度言葉を切り、微笑ほほえみかけて紗季の肩に手を置くと、いつの間にか傍そばに来ていた葵、智花、愛莉、ひなたちゃんも、紗季の判断力を、ポイントガードとしての支配力を、崩くずれかけたチームを立て直した統率力を。プレイヤーとしての紗季を全肯定する。

「あ～あ、惜しかったな～。でも──」

　最後には真帆も跳はねるように起き上がり、こちらに歩みよってきた。

「……っ!!」

「紗季!?」

　その瞬しゆん間かん、いきなり紗季が駆かけ出す。脇わき目めも振らず、正面玄関から外に飛び出していってしまう……！

　慌あわてて俺は追いかけ──

「すばるん！」

　──ようとしたところを、鋭するどく真ま帆ほに呼び止められてしまった。

「………………俺おれは、行かない方が良い？」

　焦しよう燥そうする気持ちをなんとか抑え、尋たずねる。

「ううん。すばるんでもだいじょぶだと思うけど。でも今はあたしに行かせて。ちょっと借りがあるからさ。きひひ」

　すると真帆は頭の後ろで腕を組み、朗らかに白い歯を覗のぞかせた。

「………………ん。了解。じゃあ真帆、よろしくな。紗さ季きのこと」

「まっかせなさい。ちょー元気にしてすぐ連れ戻すっ！」

　頼もしい宣言を響ひびかせながら、真帆は後を追って体たい育いく館かんを飛び出していった。

　正直心配で、気が気ではなかったけど。

　でもきっと真帆なら紗季の手を繫つないで戻って来てくれる。そんな予感もして。だから今は任せようと。親友同士の時間を邪じや魔まはするまいと、そう思い直した。
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「昴すばる、少しは落ち着きなさいよ……。コーチなんだからどっしり構えてなさい」

「これが落ち着いてられるか…………あ」

　二人ふたりが出ていってから、終始うろちょろと辺あたりを往復し続ける俺おれに葵あおいが苦言を呈した矢先、紗さ季きと真ま帆ほが並び立って正面玄関から戻ってきた。

　かたやアイガードの奥に幽かすかな照れ笑いを、かたや向日葵ひまわりのような満面の笑えみを携たずさえて。

「紗季っ」

　慌あわてて皆で駆かけ寄ると、紗季ははにかみを強めてから、深々と頭を下げた。

「ご、ごめんなさい。整せい列れつもしないで出て行ってしまって。もう、大丈夫です」

　向けられたまっすぐな瞳ひとみを見て、ようやく俺はほっと胸をなでおろす。

「……シュート外したのは、悔くやしいと思う。でもリリースの瞬しゆん間かんまで、今日きようの紗季は最高の司令塔だった。……うん。今さらだけど、改めて任命します。このチームのポイントガードは、永なが塚つか紗季、君だ。俺と同じポジション、自信を持って紗季に任せたからね」

「はいっ！　ご期待を裏切らぬよう、これからも必死で練習しますので。ご指し導どう、よろしくお願ねがいします」

　こくりと頷うなずくその真しん摯しな表情に、六人の期待と信頼が籠こもった視し線せんが集中する。

　それでも紗季は毅き然ぜんと、まっすぐに俺を見上げ続けてくれていた。

　ようやくこれで、慧けい心しん学がく園えん女子ミニバスケットボール部の目指すべき理想型、そのひな形が完成したように思う。

　負けはしたけど。実りある、最高の試合だった。
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　試合後は、初はつ恵え先生と麻ま奈な佳か先せん輩ぱいの計らいで合同のバーベキュー大会が開かれた。

　散々飲み食いして、宴えんもたけなわ。なかなか交流の機き会かいが取れなかった硯すずり谷だにの部員さんたちともみんなすっかり打ち解け、楽しそうな笑い声が絶えず響ひびく賑にぎやかな会合となった。

「やっほ。おー良い匂におい。美お味いしそうじゃーん！」

　締しめの焼きそば調ちよう理りを紗季が一身に引き受けた鉄板の傍そば、慧心メンバー全員でアシスタントに邁まい進しんしていたところに麻奈佳先輩がやってくる。

「先輩。あの、先輩に会えて本当に良かったです、俺」

　その顔を見るや、いつか機を見て告つげようと思っていた言葉が、口を衝ついて出てしまった。ソースの焦こげる香りの前ではいささか重みにかけるかとも思ったけど、もう我が慢まんなんて出来なかった。

　真ま帆ほに告つげるべき言葉を確かく信しんさせてくれたこと。五人だけの部を全力で相手してくれたこと。そして、俺おれなんかとは比べものにならないほど逆境の中にあってもなお、前を向き続けてバスケに全力を注ぐその姿から、シンパシーと共に『今』この瞬しゆん間かんの向上心をピークまで持ち上げてくれたこと。先せん輩ぱいとの出会いで俺が学べたことの大きさは、とても計り知れない。

「それはこっちの台詞せりふ！　似たような境遇のヒトに出会えて、よしがんばろーって気になれたのは私も同じだもん」

「……ありがとうございます。俺も、死ぬ気で頑がん張ばります。そして、楽しみにしてます。先輩がインターハイで、女子バスケ界を湧わかせる瞬しゆん間かんに立ち会うのを」

「ん！　がんばろ、お互い！」

　しばし、先輩と力強く笑えみを交換する。見る人が見ればガンの飛ばし合いにも勘かん違ちがいされるような力強い視し線せんで。俺たちの──バスケプレイヤーの流りゆう儀ぎに則のつとって。

「……うふふ。あ、そうそう。おーい未み有ゆ。話あるんでしょ、こっち来な」

「──っ!?」

　気が済むまで瞳ひとみで語り合ったところで、先輩は後ろを向いて先ほどからこちらをチラチラと窺うかがっているような気配けはいの少女を呼ぶ。

　未有ちゃんはしばし身体からだを反そらせたじろいでいたが、やがてぐっと表情を固め、早足で俺たちの方へ近付いてきた。

「ん、なんだよちびリボン」

　そうしてしばらく五人の前で押おし黙だまっていたが、ようやくぎこちない笑みと共に、

「い、意外とやるじゃないあんたたち……。ま、また、来れば？　今度こそ最初から手加減無しで、こてんぱんにやっつけてやるからっ」

　不ふ遜そんに言い放ってつんと鼻を持ち上げた。

　これが練習初日なら、真ま帆ほと大おお喧げん嘩かに発展していたところだろう。

「もっと上う手まくなって、リベンジしに来てやる。……こんどは、絶対負けねー」

　けど今となれば。出てくるのは、そんな風ふうに真まっ向こうから互いを認め合った上での宣戦布告。

　みんなにとっても、ここに来たことは、ここで負けたことは大事なターニングポイントになる気がする。

　願ねがわくば未有ちゃんにとっても、そうであって欲しい。

「ていうかさ。まだ……諦あきらめんじゃないわよ。ミニバスで一番大きな全国大会の予よ選せんは十二月なんだから。それまでにメンバー、集まるかもしれないじゃない。そこで、最終決着つけましょう。ま、あんたらが勝ち上がって来れたらの話だけど」

「ふふ、そんなこと言うチームに限って第三の敵にあっさりやられちゃうのがよくあるパターンだけど。……でも、ありがと。難むずかしいとは思うけど、もし十人になってたら、その時は必ず出るわ。そして、勝ってみせる」

「……ふん、漫まん画がの読み過ぎ、そして有り得ない。じゃ、じゃあね。ひ、暇ひまだったら相手してあげるから、また練習試合にも、来て良いわよっ！」

　紗さ季きの挑発を取り合わず、捨て台詞ぜりふとも歓迎ともつかない言葉と共に未み有ゆちゃんは俺おれたちに背を向けたが、少し離はなれたところで一いつ瞬しゆんだけ振り返ると、智とも花かに向けて強い視し線せんを送る。

　それにこくりと頷うなずく智花。二人ふたりの間に言葉はなかったけれど。

　──またね。

　──うん。

　きっとあの一瞬で、そんなやりとりが交かわされたのだろう。

「あ……」

　にしても、どうでも良いと言えば良いんだけど、俺の事は終始無視されちゃってたな、未有ちゃんに。結局今回は、嫌われたままでろくに言葉を交わすことすら出来なかった。

　ま、いいさ。きっとまた、会える気がするから。その時に少しでも仲良くなれるように頑がん張ばろう。




「にゃはは、おーおー獲え物ものを狙ねらう鷹たかのような眼光だな我わが甥おいよ。私の可愛かわいい教え子だけでは飽あきたらず他校の生徒さんにまでツバ付けるつもりか。死ねばいいのに」




　……そんな風ふうにふっと息を吐き出した瞬間。懐なつかしくも忌いまわしい、粘ねばついた声と共に後ろから肩を抱かれる。

「いつから戻ってたんだ……ミホ姉ねえ」

「にゃはは、少し前。私が居なくて寂さびしくて仕方なかったろう昴すばる。さーこの豊満な胸で泣くが良いよ」

　……ついさっきまで存在を忘れていた。

　よっぽどそう事実を告つげてやろうかとも思ったが、命が惜しいので堪こらえ、

「豊満って何がだよ。カルシウムと小骨の話か？」

　代わりに断腸の思いでもう一つのツッコミどころを指摘するに留とどめる。

「病み上がり捕まえて小魚みたいな扱いすんじゃねーよこのぅ。あ、もしかして白しら魚うおのような肌とかそーゆースラング？」

「黙だまれオニオコゼが」

　頭ぐりぐりすんな。つーかいつになくやたらテンション高いな。……どうも入院明けでいろいろ溜たまっていそうだ。家に帰ったらしばらく近付かないのが賢けん明めいだろう。

「おー。みほしだわーい」

　そんな姿を捕らえ、焼きそばを配はい膳ぜんし終わった皆が一斉に駆かけ寄ってくる。しかし、なんで五人ともこんなに嬉うれしそうなんだろうなあ。こいつのどこに教師として求心力を持ち得る要素があるというのか。

　ま、それはさておき元気そうで良かった。さすがに今回は、ちょっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっぴりだけ心配した。

「みーたーん！　試合応援してくれるっていってたじゃんかよう！」

「にゃはは、見てたぞ試合。着いたのほんとギリギリだったから声かけられなかったけど」

　腕に絡からみついてきた真ま帆ほの頭を撫なでながら、ミホ姉ねえがにこりと告つげる。

　それを聞いて、僅わずかに表情へ影かげをさす少女が一人ひとり。

「紗さ季き、最後惜しかったな。でも、相手みんなどきっとしてたぞ。私、あんまバスケ分かんないけど、あれは絶対ファインプレーだった」

　でもミホ姉が力強くそう断言したとたん、それも一いつ瞬しゆんで消える。

「はいっ！　ありがとうございます！　次は、ちゃんと決めてみせます」

「おう。紗季ならできるさ、にゃははは」

　そんなやりとりのさなか、ふと視し線せんを感じて顔を向ければ、無言で穏おだやかに微笑ほほえむ智とも花かと目が逢あった。

「負けちゃい、ましたね」

　なんだか言葉にそぐわないほど、嬉しそうに智花が俺おれを見上げる。

「あはは、あんまり悔くやしそうじゃないな」

「悔しいですよう。……自分のことは。もっと、シュート決めれたし、止めれたはずです。いっぱい練習しないとって、凄すごく思いました」

「そか。欲張りだなあ……コーチに似て」

「ふぇっ？　……あ、ありがとうございますっ！」

　ん？　お礼、言うタイミングだったかな。まあ良いけど。

「あはは……。じゃあ悔しいけど、今は吹ふっ切れたって感じ？」

「ええと……。少し、違うかもです。今もやっぱり、悔しいです。悔しいですけど……このチームでする、みんなとするバスケが楽しすぎて、全部合わせたら楽しい気持ちの方が、勝っちゃってる感じです」

　ああ、なるほど。つまるところ……

「なんだ。俺と、同じか」

　冗じよう談だんめかしてそう告げ、頭の上にぽんと手を置くと、智花はますます笑えみを強くする。

　夏によく似合う、太陽に向かってどこまでも伸びる草花のような、眩まぶしい笑え顔がおだった。
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　夕暮れの山道を、マイクロバスが下っていく。

　ミホ姉ねえの帰き還かんが間に合ったので、予定通り俺おれたちはその日の内に帰路を辿たどる。

　みんなだいぶ疲れただろうし、すぐに居眠りを始めてしまうかとも思ったが、さすが元気なもので先ほどから笑い声が絶えない。

　特にミホ姉のはしゃぎっぷりと言ったら最近では例をみないほどで、笑いすぎて傷口が開くのではないかと心配になるくらいである。

「やー、しかし楽しみにしてたんだけどなーキャンプ。参加できなくてマジ残念だ」

　などと吞のん気きな台詞せりふを漏もらす余裕があるのだから、恐らくは大丈夫なのだろうけど──って、ちょっと待て。

「お前、この合宿キャンプだって知ってたのか!?」

「ん？　もちろん。私がショージにそれで良いって返事したんだし」

「伝えとけバカ！」

　疑ってすまん御み庄しよう寺じ。犯人は身内だった……。

「あー本気で悔くやしい。遊びたい。お泊まりしたい」

　俺の罵ば声せいにも全くめげず、ぶーぶー文句を垂たれまくるミホ姉。もう相手するのも疲れてきた。

「…………うん、やっぱこのままでは引き下がれん。なー真ま帆ほ」

「ん、なになにみーたん？」

「今年ことしも別荘遊びに行かせてよ。あそこで近々もう一回練習合宿しよう」

「おおおっ！　いいなっ！　さんせー！」

　そう思ってだんまりを決め込もうと思ったとたん、何やら雲行きがおかしくなる。

「いやいやちょっと待て。今週遠征したばかりで無む茶ちや苦く茶ちやだろ！」

　慌あわてて抗こう議ぎするが、そう簡かん単たんに引き下がって貰もらえるはずもなく。

「いーじゃんいーじゃーん！　真帆の別荘、海の近くなんだぜ！　今週山だったんだから次は海！　似てるようでコンセプトは全然違う！」

「おー。海でとっくん」

「いいなあ、楽しそうだし、頑がん張ばれそう。ご迷めい惑わくで無ければ、行きたい、かも……」

「わたしも、今年なら海に入れる気がするし……お邪じや魔まできると、嬉うれしいな」

「確たしかにありね、あそこなら室内ジムもあって猛特訓できるし。ただ、長は谷せ川がわさんに付き合って頂いてばかりでは申もうし訳わけ無いような気もするけど……」

「すばるん……ダメ？　おっきい練習場あるよ！　そこにすばるん用のおとなゴールも用意してもらうからさ、あたしたちと一いつ緒しよにひみつ特訓しようよ～」

　むう、そう言われると結構魅み力りよく的てきだな。砂浜は基き礎そ体力作りに打って付けだし、ゴールが有るなら家で練習するのと変わらない。むしろ、室内ならかえって良い環かん境きようなのではないか。

「葵あおい、行くか？」

　正直なところ、心が惹ひかれてしまったので通路を挟んで隣となりに腰掛ける葵にも相そう談だんしてみる。来て貰もらえれば、俺おれたちにとっても良いスキルアップの機き会かいになりそうだしな。

「……どうしよう、かな」

　しかし、返ってきたのは意外にも逡しゆん巡じゆん。何か、予定でもあるのだろうか。

「えーあおいっち来たくないの!?　なんでなんで～？」

「あはは、もちろん行きたいよ。行きたいんだけど……ちょっと、いろいろ先走っちゃったことを反省してさ。少し、自分に謹きん慎しん処分かなあって」

　なんだ、まだそのことを気にしていたのか。もう別に良いんだけどな。反省なら、俺だってすべき点は多々あるわけだし……。

　ま、ミホ姉ねえの気まぐれが本当に実現するかも分からないし、日を置いてまた説得してみればいいか。それこそ明日あしたには気が変わっているかも。

　なんにせよ、焦あせることはない。まだ夏は、始まったばかりだ。

　みんなにとっても、俺にとっても。
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　あとがき




　毎回あとがき担当編へん集しゆうの和わ田ださんネタでは、

『あー、こいつ四六時中家に引きこもっていて、話し相手が担当編集くらいしかいないから他ほかに書くこと無いんだな』

　などというとんでもない誤解を受けかねないことに最近気付いたので、今回は私の華か麗れいなる交遊歴を赤裸々に 書かき綴つづり、本を手に取って下さいました皆様を嫉しつ妬との渦に突き落として差し上げようと意気込んでおりました。

　ですが、つい先日原稿の打ち合わせに編集部へ赴おもむいた際、





【和田】あのー蒼あお山やまさん。ここに『お縄なわになる』という表現が使われていますが[image: さんてん][image: さんてん]。

【蒼山】あ、はい。あれ、用法間違っていますか？

【和田】いえ、用法は問題ないんですけど。

【蒼山】[image: さんてん][image: さんてん]？　ではなにが問題なのでしょう？

【和田】ここは真面目まじめなシーンだと思うのですが、この『縄』という単語はどうしても『性的なイメージ』を喚起してしまうんですよね。だからシチュエーションにそぐわないのではと。

【蒼山】[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]え。

【和田】字面からして、なんかもういやらしいじゃないですか。『縄』って。

【蒼山】あ、あはは！　和田さん、今日きようもギャグ冴さえまくりですね！

【和田】いえ、真面目な話をしています。

【蒼山】[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]。

【和田】[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]。

【蒼山】[image: さんてん][image: さんてん]直し、ます？

【和田】直しましょう。






　というあまりにも衝しよう撃げき的てきな会話ログを手に入れてしまったがゆえ、不本意ながらまたしてもページの大半を編集さんとのエピソードで埋めざるを得なくなってしまいました。

　いやはや本当に無念です。こんな看過しようのないネタさえ提供されなければ、書く事なんて他にいくらでもあったのですが……。

　それにしても、編集さんというのは本当にの頭の中が『仕事のこと』一色なんですね。このやりとりで、改めてそう実感させられました蒼山サグです。




　デビューから、一年がたってしまいました。去年の今いま頃ごろは、まさか次の年も『ロウキきゅーぶ！』を書かせて頂けてるなんて夢にも思っておりませんでしたが、皆様の温かい応援のおかげでどうやらまだまだこのシリーズを紡つむぐことが許されております。どうかこの先も、気が向いた時で構いませんのでお付き合い下さいますと感かん謝しやの極みです。

　本当に許される世界って有あり難がたいですね。

　許されざる世界では、いろんな意味で生きていける気がいたしません。

　そういえば二〇一〇年二月現在、電でん撃げき系きっての許される雑誌「電撃萌もえ王おう」さまの方でも『ロウきゅーぶ！』のビジュアルノベル企画を連載させて頂いてます。

　こちら、まずてぃんくる先生に美び麗れいなイラストを描いて頂き、それをみながら私がショートショートを描くという、普ふ段だんとは逆順の工程を踏むちょっぴり画期的な試みとなっております。

自分自身とても楽しく作業させてもらってますので、もしよろしければお手に取ってみて下さい。というか、先生のキュートキュートなイラストを見るためだけにでも買う価値アリだと断言します。




　以下謝辞でございます。

　帯文を記して下さいました川かわ原はら礫れき先生。深い感謝はもとより……いやなんかもう、お忙しいところ本当に申し訳ありませんでした！

　しかしながら、おかげさまで再度のサプライズを演出できたこと請うけ合あいだと確かく信しんします。何より僕自身が驚きよう喜きしました。編へん集しゆう部ぶめ、まさかこの宝刀を抜いてくるとは……！

　あ、それとここに書いて届くのか甚はなはだ心配ですが、川原先生は決してその……そういう趣しゆ味みではないはずなのでファンの皆様はご安心ください。

　私の知る限りでは先生の趣向はどちらかというとむしろ……おっとそろそろ次のお礼に移らないとページが足りなくなってしまいそうですね。

　疲れている時はなぜかやたらメール内に駄だ洒落じやれが増える担当編集の和わ田ださん。多忙を極められ毎日が弩ど修羅しゆら場ばのてぃんくる先生。毎度毎度本当にお世話になっております。

　特に今巻はいつもにまして私の進行が遅く、多大なるご迷惑をかけてしまったと反省しきりでございます……。次巻までになんとか標準スケジュールに戻せるよう努力したいと思いますので、今後とも何なに卒とぞよろしくお願ねがいします。




　この度たびも拙せつ著ちよをお手に取ってくださり、本当にありがとうございました。

　次こそは私の薔ば薇ら色いろなイベント交遊録てんこもりのあとがきをお届けしたいと思いますのでまた夏頃ごろ五巻でお会いできれば嬉うれしい限りです。

　あとがきも書き終わったので、とりあえず今からＦＦ13再開します。





２００９年12月24日、自宅にて。蒼あお山やまサグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し、作家デビュー。趣味は競馬、好きな言葉は「全増し」。もしも19人の姉妹がこの世に存在したとしたら……、次女派な模様。
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。『マテリアルゴースト』（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「蒼山サグ先生」係

「てぃんくる先生」係







[image: ]









[image: ]電撃文庫





ロウきゅーぶ！④








蒼あお山やまサグ





発　行　　　　2013年6月27日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2010 SAGU AOYAMA/ASCII MEDIA WORKS





※2010年2月4日発行の電撃文庫『ロウきゅーぶ！④』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p275.jpg





item/image/p158.jpg





item/image/p274.jpg
n@:_#_..u .................. +==_M.m.o

(=) #6 POESIOL NN BI0I6—RESDUN— RNV 0IRE
510" MIBEL—OVENBSEI0 D6—RE85° SINIDUQP OUP O’
Lih\V/ NI e »

FRME] ssssvsenssmmmussomossessemmisasmes 5:%° HRERINQESUL° I8N 2R —I8 2
HIND RRUSKRSMGIRLOGSR® HEEAION BESOo—O-ULhV O
RIS PI0] 1) B DSEBS DVIHTI6INI°

IE) 4007 N—RH° - B—hr® K187 FUNT° HOULMVEBOL’ r)eItIDY
NANLIEEIN° N HETERY N—N—BISIN O NP O UM F— L0 O
RSN 1107 HOURIR®

(M) 35" THE D e lTDBS Q7 DINEREI 1) 8E DS IRIRIOWRIN L6 16
L ROV AVR P AR

(=) 60 KONT— o810 24N INSROMVIES Ve

[S2Hh] WRABLDBIL DI 27 FIPNING® KOM RUSLITINGS A -ooerelit
0° eV e

=) 60 BIOMVRIG S0P~

(W] 1 OH05—  atstor JUNIO NS VI B 0105 67 R—





item/image/p273.jpg
(=) 2 IR

(2] SVORIRIIVD KOOSO AVES £ 0TIV IER
LIPS KV I ON° IRIVEING 2R D5 MIEIS IS NCIHPING 0O
° QDS b

(=] R—° B85165° IRLIRSNIOIY” DLIDNLINSRLE®

(E17) [ LN VNSV JEEL60-

(=) REQR—N QI ND—MB O NSNIIRIV N H—LIPIED RS 6B
DR SIOBORRRUIMG A POM—REHS® SVIOBOBOTKIPLINIP
Lhip® IRIDDLEVINUBOSH IUPEM O S B PO V—fRS1S
SRQ°

(2] TPV 35° IR weeveeeeseeens it D5

I 1816187 NOR® ISR - [iPI0° ISR #it6 DS
(SWh] 3L [Ufeeeee® DLUPLRTSIN—

() S04 19016° WOMND HRUISNORR—OUBMH0L OPSE 01810
OB 0L OIUP R ROIRBELT BMOMNRIPLOLY o Pk’
BRISAUTTROME DISDLL° WRO IS Kb OISR KBR—OURO
£5° MK N—N—0F” DI ORI





item/image/p272.jpg
—R—K - L—00 () -

(2] 020 NRAUINSHER® KO-

HM—E.D ...... ° paen

(K= WS- AR M—UPIS0ND QRIBRSHIRDIZ 0L OIS IPAIL
SNUIIRBS DA° 191616 \

€D [E 2 HOUST Borope

(] 65 4%00° OMING rIrNDINHTRIHD £ 2—  1BIRIIRI0 L O\ u6iN—
[SMh] FOUOPOMTE— NWRBNRQH RIS IRRATH S S 0
(=] eQhSDL R0

[2Kh] n------ °

(=) RIS PRQDEBSDLL° PHNI SOBSECRIVAD ORINY
<n#0@@91|hﬁ%m_%m&wa<oéﬁteU@@\ém:|®az|hummo
VVOY 1828105 N SEEN B VRIS FOM PO S—KNQ° D tIPIBNG
Ogg—°

H@l_#_..u ............ :E_Amo ........................ s J .@ /N °





item/image/dengekibunko-club.jpg
BExE |EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/gaiji-001.png





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		プロローグ



		scene.1



		scene.2



		scene.3



		scene.4



		scene.5



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/t267.jpg





item/image/p215.jpg
1 2V RSO RUN O MIKER?

[RK) KEMERSHE O\ KRR -{ /o

(HEHRAH) 1Q1816” %um_wz,\ono L6 sUPRKIO 2 QK RAING® #6 Do/ 0 woeee 187
N—I° GNB 16 JQTRIHC IS Ol S 00 SRSELPEE/ £ O VY T SDZ
—IR Y D606 )

(K] N° SRISQ- 107 [ROEEIDIN( WSH DU (4D HEHKHHHM JEE S
._.Q;J.ﬂ/ ...... o - .
(HEHERH) 12N 0RRUOBEES SIS QD" SBSIIS” IS 105 0K O
LHHU0L 0RO FINL OMIRIESVER NS RUOVPITOR S Q°

(K] I PloR® 7 UHIBES DU BSURe (MDVOSH H<UIRN

JNn I

HUIORAN—=IR Y ADOPMISDINSIRKIP D610 D° & | 3B SNRVVINDIVPOEKL

(HEHR) Ho2UC L ON—





item/image/p214.jpg
—R—K - L@ (D) —

B 55 AUOPINRER - Y RIS ISR DS NI 6 2 10° 19
ESEOOMNRBO RIB S5540° UK TR b DQISISISIS 2 —

#AE R

a@@aﬁTﬁlalssoﬁ&ﬁmratﬁﬁsbmoﬁnu%auvﬁ<to@|@|
610° QIRDBSH0-  HhUBERQUT SIR<06°

(R
B0 00 @ - QUTRINOUREDMIOEL 160k fltie 21n0i0°
Kl 20t MRSIQI:
[HEKKHH) 1ST616" SEREINOIEQOMIE QUBIR OIS Rt [RIKINOE® BUERD
DROIQDDALHS RN WAURL IV PKBIKIEO®
(] RROVROME DL weeee ° @LHQIRM)” MEFRDIVC 1IOY MIRLBNS—
[HEHKHH) ©—HHIRK DR OIDIUT® 1§1610° RKIOS LIRS DU W) KFE0.2M

AN

HERDMVBSL® HBRHIAURONDAN)VBHE QORISR DY DYDY





item/image/kuchie-001.jpg
FOKIINTC

& =3 1=
aRE gen
& Iz .
I8 §E =
5 it v
iz 0) 5%
78))

—_NSHC\SREEHR

152 CTLALD

=111 272
\ -
\ o)





item/image/photo.jpg





item/image/t011.jpg





item/image/t099.jpg





item/image/p175.jpg
(RD{Q) 07 NV WRBHUIMOMHRLA0— 100 QUSRS O —

DA

(RM] 867 128 10 QUUND RIOPIHHE G0

(RIS) i —2° B {01020EMT—L 1Y HRH-ES! [N 1§60 BB i
SRS SR AME” KL OADRVIOSIARREHD®

[BR] WINIEY DLISHRI0L LRHING. BJBUKLIADMROHBIN QOIS
2D KLADMRONIVKIHYOMIDO S RS L

B 6—OKE— 1L AN U

[OBI] BIE—- 0 URDIVLEIEOIES e 5 VIS IO oee-?

E DRV (SIS YT

HU@EH ........................ ._.@(;o ._.®\«CO.

=) TR O NRIOBLIINK L AD K —

[ORBIY] 16— WK UV SBRRUD - N2

(BIR] 1o 1SORINLI0T WRATE—N QILBRIALS K"

(RI) KEMEIIRERRORS SOBIO® BHEDS L018-

(=] 0565 PORJUPDE—BLLOD—IN° - IN-ZE

(R0H2) BRSSP —

(M) KM DIONS® UPH— DR BEREU IR BOMMEMO RS Q6L






item/image/p174.jpg
—R—K - L—00 (O -

(ORI oo

Hmaﬂmu ...... ’ M A0 5 PR

(2] BSSLI NIPBO=H0JALO0L O RQHC-

(8] G 167 RAOINORUPO?

() WOL ISIDIIMPIHHE ST G-~ §181e°

(IR < <7 IOIB0FII0L 2 0L L MEINL 2 DRI A PINS
DRIE SHBIL” 1BIBDR SR

[RMF] DEPPINDY IO IO BHOMRGNSIDY?

(BI] WOR RGP+ NI N0 {BH8:40 (0

() Btoh— 00" BSERANPORL o2 | BrHONInREVIVO®
(B0 RO 02 @Y —KLUIQBIMPOOIO bl VS0 O—LD—
DURI HIEERIOGERER 54N 0E° |

[SM6] L011U° 5N PII=H0A0IRIS 02 5108 SURRO” BRVIOS 0

MISTI” U° 0I0R” e






item/image/p168.jpg
—R—K - L@ (D) —

RRS PIRS

(8] LoRRRIRRLNIRMNG M D RRMIHSISIS O =
(HEHRAH] (<0 MRS HIMN-UERDHoNRUNIPIBROVER S VB O QNDHY---°

(8] SROSUNIODM— (828 AHRSRIKIO— )
(EEHERH) e IKOU® BIOR R R YIRI0T RO L OBV IEIRY QUM
DODIOSIIHREAQ-UBOM -+ REIIRBOMLN0-

(] S HIORO— DRV MIEOKE) PoRON— NKKRIKKIKIKIRINK 2"
PIOMBELITDES Oereee?

(HEHRAH) V7 HVQURLLODRS AT’ BURIJIMINOMNIRV R 1SROEKIOL -V

Dﬁé%ﬁﬁ#HiﬁDtl 0 | SO

[BKY -eeeeeeeeeee Vi N [o™ L

(ESHEAH) 49 DIDIOBINO” LIBE SL° o/ TlUr JBRE SIS -+ RIh IKE®
() SOHPDRIND—  corvrrrecininnneenen. 00 USINRS MOOIRN B O R’

DA

DI

Ve ROV S QNKIERMIKUR BRI RC-
(HEkHH) <0 IMB+H<VIOSLINDORILEC-





item/image/t009.jpg





item/image/p287.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
(RENONN - BN Y BN UMK - BN ENUN !

Designed by Toru Suzuki(Team802)






item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg





item/image/p169.jpg
[# -+ {SHLIC-
(HEHES) 1S1815" (N0’ OMBI0S 2~ 187 MrIvLiihv 20RO
YGRS O~

(8] SSUPN0-— UGN N AUSKHEKIUIE MBS PRSI
LJBFTS S IIHENDAIS LRBHILS Qoo :

[EHkEH) (i RIUREOISDDRSN° 10107 HoNENOHKMY 18V 28I
BREOUKORIO00® RRUOKIVEOIM S HIN—

(] (05 o R

(EEHEEH] 2 ISHIBIISIZORINDIPS S— 207 PO D50 10504

b%ﬁﬁ@%\am@%mTt<nt§mmEnao ...... RUOIFRRRIBVIY EHhiow
SIEBRIPIDN° KIS 24 D OUP USRIV SIS °

(B 00 W RAUKRRNUBEOMICHR— QA0 T0" ARSIV 210N
2 NRROPETVRST ASRINVIES it

M) KEMOS: S6ROIIET IRCLS -2 NN IRV BB SN
DRI DN RO HI0° BIS QI PINBI0SIShILe-

) oSt IHIEEODIQL O B35 ISQRUINT NS USINRPIN &

SEBZIPBROI JULI SbTon- -






item/image/p110.jpg





item/image/p074-075.jpg





item/image/p191.jpg
(HeH) SRTL5L7 OIS OM— QIofsis” WOMSHHING— ©5R-5—
[BK) WINUSPBI0E0S RETL6INIKOLI O8O —  HEHHET O U IR WINS
ORULES RIPORHE DU O — \

(K] 127 KIS - HISIIR RV BIR | <QMULELI BT S IO BIRD
DI O O —

(K] 207 £ OBOBIHPN 0 BONIADRS: IR 2HHOL 205210 D—8

WEHMNUNIN—

% 3

(HEHKHH) ---erooeeren <O DY 0L DWHOL AV ISSBARSMINLEL0-
K] 1650— 198180 LOBOINEROMIVEY IRSHEM BRI I (Y |
K\C%{—gnﬁo ...... o

(HEHEH) 52 UMD BHRINON IRELOVIV®

() TNOM< KBRS QED L5 o U BRI AVE
FISOOIDL S IORIE IIIAORISS (Verrre QL eeees® ,
[HEHEH) 18— QAIINIR - & DB—85° QIO DLIBNRONONVOE
BRUENINIGT IRY SRKHTLIRAN0S 2ENURIRIIVIRVS0R 50010316

(] QRO FREH SN’ BUINSELODDSH0N N DL
RO IRUDKNOL Q7 BHBHKIKOILQ ) wrvro—






item/image/p190.jpg
—R—K - L—0O (D) —

#58 & R

(HEHERH) 160160)" TRADHPEERMKHS O 10 JUTON S £ — IR IR ] BN —

WRS M S

(RK) 11" KEMEDINDS D Ot ORI SV LIONINSINE B8 285
2P Q7 O BRI S U

HEHE#H) 49— ARUWIOFRINTRESIC NEANDINLENIK LIEORSC-
SREIRN’ I8V ASOTSRIVTELILEN 6 OUIEEOINIRKP DU WP’
PORIVERBES TGRS I3V SRINB<RSNRP—UR®
ngu ............ ()

(HEHKHH) 1SS0 IBRNTN: 57 SORSUAMHhOC-

(8] #6 LOMKH0S— HRBIVIOUKIS ORQDUIEO— oI 050U 5

45 4

oES

IFSMLIBRRINEORSRDMNHNBIKER” ©OINDP:---°

DLOR

[HEHRM] 7 RBIMC- WLOW DS [ZKBRILSrJ)AUC-

(] Q" KSHOLPIV— KMV~





item/image/p197.jpg
RROWEETRKIO L LUINMoNSC-  Vi2rR°

U] scnsonsosss &

(HEHRHH) RUKHOL LEINR7 IRV AUINNINNR OO HIOL LB2UIN WS
RgOW°

L] s N Newmssamonss PO N VQNULBOMNSING® VHER” &FRIOTE”
PIO o@D eeee®

[HEHEH) IS181o1616° IR IBIAL B° HWSIHIUP D WL UEES O° R
LN QBIHONINIR DRSS Lo

() <0 %E_m%n&~jﬁﬁmtﬁojt¢ot|%wﬁ?!

(HEHRHH] IS— PO S{--+++-° 6" DLIBIHKILVE® HI0L QEEIRIFV AHSH
DR BINDRRMO L LUHBQIS OV VI S®





item/image/p196.jpg
—R—K - L0 (D —
(B] 1 16.00— RIS AVBRLTOM IMs10LTRI0BLUNOU—
(EHEE) 527 NIURHHOL ENUEH IMIGIDL SRIRRG S H-www+0-
(8] 4REi1s SREBIOINOROMIIKIR EDS o —
(HEHKEH] R —V 20 DRIEMINGAVBERIQRS® - OMWINDR VI I8—iN°

MM

DL QIR0 L QUIRS VRN IRV QUOBRLMNS—O°

D)

nﬁu%5?3%H50ﬂ§5bmﬁ535%%5nn@\_§ﬂmmﬁﬁﬁétﬁmgdo
IPRRIRT | [KWQHEPON S AKREEVIV NN OMIFRIRNHINRQ” CHERIPOQ

PINLSIORE THOHO L INR P+
(HEHKH) FROIERLI PR S ANIPE OO SIS 40 16 DGR URDHBIN
() KOS 7 PO0UPR -
(HEHetH) JStote” BRIV AUmH0RDNDILG ERES
[BK) K0 BRR OO OISR 2WN0L 20EIRHIRIEN ROt
At

65040

(HEKRHH) 651657 HPHGATO woveeeeenees 187 iPH0° HPOIRR |7 K0S JRIEBIVHP





item/image/hyou4.jpg





item/image/t027.jpg





item/image/t217.jpg





item/image/p019.jpg





item/image/t171.jpg





item/image/p090.jpg
—R—K - L0 (D) —

# 4R 4850 A Y

(k) £— KeMUIISY qt6H SEES® UrIRUBIKIQISEIIOR MO DG "
] 181516 KBKITo6° 185 MBRIBENILLIOHS 0 WRUIRRL O 07
DO UGBS ODI0L Sslo° B

(HEHKEH) Qiots” VNN 1 DNMRIE SN O INQOM® #—fERN) BRSMIIERI

B3

WOPIREOWINLORN L QP I —LI S N0 h)°

(8] 1818~ B TS | IR DR WRLIOMIPHSBEN #6100 S
DRORBIS® L OEIHURIENL <RHBIROMDRE-

(k) WIPISIODY” ) KEMEE<SOEITA S KIS ) ) Q- SRS U
SIS AT WRO™ SR

(8] WINROR AR+ KIS N0SN0UISSRUN S H6O—
(ESHERH) O/0 UHEEOMEE—IBH60- VDRI IR+ OIOIH0# 0~

(8] 182" 0002 O NN KBS DOV I 818D
RRONSRE® »

(HEHRAH) 1SH1H6” BIOHEIRIO LRIV VBRSNS DORIRLSSMING—°






item/image/p093.jpg
YOV S MOSHNS—N—VAYMRO DL UN LI BNRP—

nﬁaﬁwu ﬁuﬁﬁm ...... o .ﬁo\ ENNN_%B‘?::..l.

(SMh] £ L1 WASMIDIDEINNLN I 4P+

[ORBI] 10— IR SS. UTH6G°

(=] 010100 WRINO— (004~ HUHIISIN IO IS (V18 5 U — U
0NReRN—

(M) B—2° DLISNDROMELS [ISH] (IR

(=] b 66

(ORI DK MBRIN O OBISL 1SII° 18— < A" < A"

(2] MRSV RROSRIN® BIRTERWBHEC SUR® WRSTEKLERRO
B RL2ERS O AUNN° ISUVESMRSA°

(K] 40240 *6—R10URHS 246 LR85 KK

(M) ON0SER— ,

(RI2] (O ISR O RRRINGE WL PORVIENNVBERE
BIOVRENIE KIRGLAIL CTBQIAVLES Deree®

(DMH] 27 LI WASMRITHELV I D-wwee-°





item/image/p092.jpg
—R—K - L—0@ (D -

() U—ORAR O
(O] 66— HRBORNZ® B3I RIQ°
(=) £0BR— Ph—BRYDI—N\— HIOBNOEISIES N0IDIIN—

RIS

(BiR] S0 SSHINERVOVIRS BN - BP - - HFRIDEL PR O NSH°

PSRN

(K] CJOMKINNG— VIV UBOI IV IV 5RO SUMHIITING S RAS
N—BQRI KPS0 Oe

(26 OGNS 0— 102 2ULOMRQY— VRl KONES— 180KV
OSINRON—

(=] 2° PUPUBIOUPNR IKENPODINR® 1515155151515

Hw_a_..u .............................. °

(BIR) VS BIORRUKNO NS (0 QROMIEY e
[ORIY] L—I850° UNDRIBIBOIES BV OEPIP VRS NS
[BR] WO WRRERRASHIN—

(F] HOU0 AYDI—NPKESNRSHNRULIRISN I «ooeee WINE— [}





item/image/p091.jpg
payeglld

ORIN0L WHDL LBV’ HEDI0 M0 O MVRBKIV R OO ) VK<L 81046
L—wre

(K] 7 IR KAV ORI010T QR TDA -0

(HEHHH) HonC-

() ©° BAVPBSIO— e 7 UrNRREO Ih—UNDED N6 <58
MIPKBIK VR0 X

[HEHkEH) 20 ISISTISTIIVI— aPrIIMERININEDNNR0 #5128
MRS H610° ROV DU SIS ° )

B 57 SIRNVINSINMESOBVO— NSRHAVHKERB OV — NI BRE0
£ O NS QRBUBOIND----°

(HERk#H) 18— N WOHOLHEEEHR® Ih—NLUPDY” | IDVOSHEDS
EROTRIVKBIKIG BIIRMNOEELIMRR—— OMBO0RNDR
() R0 KRN -+ THVIRVIGURS P oR® KUBEHE0-UH0” I
HRIRMIS0S— &7 460UV DS D S BH ST oS —

(HEHRH) 100 W DOSAR— NVBHUIILQKIOL OOV LIPIA0RB S «oeee In
R 1BORV BREFODMENto— 1P IKRWINOOIRLIKI

(#) 18507 IO —





item/image/p128.jpg
—R—K L0 (D -

(EEHERH) 10—t o51m%%vm\m«mﬁoﬁbmt5mvo<@&o

() —0= {0 WOLPREO QO RSB0 RROIINEUO— £ K
DMVENL AV DROPOD LN

[HEHEH] 10210 2REOMOON® 12V 20 UDHINO NGRS -3 ORI
167 A0 D60~

) B0 W W2DLI8OH 0 —

[EHt) 1055 ORORSOKINKIN— BIDSHIE 107 o OUMINERRD
%l@lm@a@uvtaﬁ@ﬁﬁvﬁéwgﬁ<tmzo

(#K) ﬁﬁu\vfaﬁ%ﬂmﬁﬁu\vt*réu\v?! — 0 N NCLHQUP e eeeereenes )RS
RS — 7 BN UMERRNREVII Nerener?

(&) 11518 TR\ 2UCHIES M INEON—@—G hMLI DIV SIH6R6" dMofE
QIO OVVENER | HHIO®S O

(B -+ Y8 wwwsss 167 16750 eeores NI R 1)Q2105" RROHE e
[HERKEH) (0" 6005 40 UASEDBEC EKISOWINC- 1810600V NC-






item/image/p129.jpg
(] TQOWSHIBPIOE OIS O oo IR RN P RP 285 U
[HEHkH) 1627 IRIRIS T B2R IRELIHhY SROSNIUPITOKC-

() -3 DB AVBEIES ANV OVRUAIVIOS BRIV S URE
OURLDUPRSPPDUN—

[HEHEH) R—BKI0S KDY DBS D TS D BHRGHOUIRE 0N [P SBO

R OORABINQIDULGIE® e 18 WINI— DR80T 1SDIEE) ONVOER
REROMISTIS—

(K] eeeeeeC- -

LK) 302 RUIRY SRMIIO0600) TRSNOSOMEO MG — oo \V/5°
RSRIONDIK—

(8] SN0 BSPROMENRREN— NOMIKEDLKMO DY WRLA
OISR LR+

(M) IIEEI02 6B+ IRV UOOH UK BHKING 1IN0 AT OIS UL
0 WRVISE<EDR VS METSBSENG 0~

(8] SRPPROEOMOSRBO— VINIOMEDRSTH 5 Do RiEDIN2S

BHEQ—DOLPVMN— JZENVLQRKP QAT QRO O —






